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　姉のことを他人に自じ慢まんしたいと考えたことは一度もないが、それでも頭がよくて穏おだやかで、面めん倒どう見みもいい出来た人だと思っている。わずか五歳さいの差がここまでのものかと思えるほど、五年後の自分が姉のような人間になっているとは思えない。

「ボーッとしてんじゃないのよ」

　ガスコンロの前でフライパンを振ふっている姉の姿を見ていたら、その視線に気付かれたのか、険のある声が飛んできた。

「あんたも中学生でしょ。料理のひとつやふたつ、自分でやりなさい」

「俺おれが作るより、姉さんが作った方が美う味まくできるんだからさ。いいじゃないか」

「何それ、おだててるつもり？」

　おだてるも何も、実の姉を持ち上げたっていいことないのは言うまでもなく、こっちは端たん的てきに事実を述べたつもりだ。それでも姉は俺のことをじろりと睨にらみ、けれど目め尻じりがわずかに弛ゆるんでいた。

「はい、どうぞ」

　ほどなくして俺の前に差し出されたのは、単なる野菜炒いためだった。せめて豚ぶた小間くらい入っててほしいところだが、それすら入っていない、本当に野菜だけを炒めて味付けした料理……と言っていいのかどうなのかさえ、よくわからない代しろ物ものだった。

「俺は草食動物か」

「あまりもんなんだから文句言わない」

　ちょっとくらい外出して材料を買い足しすればいいものを、目の前にある材料だけで片付くからと手間を省いたわけか。作ってくれたもんだから文句を言うつもりはないけど。

「食べ終わったら自分で後片付けしておきなさいよ」

　そんな台詞せりふを残してキッチンから出て行ったかと思えば、上着を羽織ってすぐに戻もどってきた。

「これからあたし、ちょっと出かけるから」

　それで材料の買い足しに出かけなかったのか。

　姉は昔からそうだ。何事も合理的に事を進める傾けい向こうにある。二度も外と家を行き来するのが嫌いやだったから、歩いて数分もかからないスーパーに出かける手間を省いちまったんだろう……って、出かける？

「どこに？　もうすぐ父さんと母さんが帰ってくるよ」

「ちょっとした用事。すぐに……そうね、帰ってこれるとは思うけど、そうじゃなかったら適当にごまかしといて」

　その言い訳係に任命するために、わざわざ食事の用意をしてくれたんだろう。素す直なおに作ってくれてるなと思っていたが、やっぱり裏があったわけだ。

「あー、そうだ悠ゆう」

　何かを思い出したのか、俺の視界から消えた姉がまた戻ってきた。

「なに？」

「あんたさ、んー……やっぱいいわ」

「何だよそれ？」

「それじゃ、後のことは任せたわよ」

　そんな言葉を残して、バタンと閉じられるキッチンのドア。

　まさかあの姉が、日も暮れた夜に外出するとはね。もしかして、彼かれ氏しが出来たとか言うんじゃないだろうな？　それはそれで面おも白しろそうだが、本人から何も言い出さないのであれば深く追求する必要もあるまい。悪い男に引っかかるってことは……あの性格だ、ないと思うんだが、万が一のことを考えておいたって悪くないだろ。せいぜい、家族に迷めい惑わくかけないようにして欲ほしいと願うばかり──なのだが。

　そんな姉を見送った後で息苦しさを感じた。胸が締しめ付けられるような不安と言い換かえてもいい。

　こんなことが前にもなかったか？　こうやってただ見送って、それで死ぬほど後こう悔かいしたことが俺にはなかったか？

　得も知れぬ喪そう失しつ感──そういう気持ちかもしれない。どうしてそう思うのか、自分でもわからないが、それでもジッとしていられない衝しよ動うどうが心の奥おく底そこから突つき上げて、俺の気持ちを急せき立てる。

「姉さん、待って！」

　俺は姉を引き留めようと席を立った。飛びつくようにドアノブを掴つかみ……ぐにゅっと、金属とは思えない柔やわらかさに違い和わ感かんを覚えて──。

「誰だれが姉さんだって？」

　降ふってきた声が聞こえて、俺は弾はじかれるように目を見開いた。





「……あ？」

　大きく見開く俺の視線の先には、人の顔を覗のぞき込む女が一人。何がどうなっているのか、状じよう況きようを整理する時間が少しばかり必要になった。

　確か……ええと、そうか。寝ねてたのか俺は。寝ていて夢を見ていたのか。いや、夢というよりも昔の記き憶おくだな。姉が行方ゆくえ不明になった四年前のあの日、あのときの記憶を夢として見ていたんだ。

　まさに夢と同じような出来事を経へて、姉はその日を境にいなくなってしまった。違ちがうのは俺が後悔した状況だろうか。

　姉さんと俺は五つ歳が離はなれている。弟の俺が言うのも何だが、物静かで何事にも動じず、意志の強い人だった。逆を言えば、何を考えているのか解わからず、世間に無むと頓んち着やくで、頑がん固こな人だった、とも言える。

　そう……『だった』と過去の人になっちまってるのさ、今となってはね。

　事件と事故、両方で警察はいろいろ調べていたようだが、その行方は今に至るまでわからない。当初は家出かと思ったのだが、親や俺との確かく執しつもなかったから──本音がわからない人とは言え──そうではないと思う。となれば誘ゆう拐かい……とも思われたが、誘ゆう拐かい犯はんからの要求も一いつ切さいなかった。

　うちの親も、もちろん俺も、姉さんは生きているものと信じている。

　けれど最近では、姉さんの話題はまったく出ていない。あえて出してない、と言い換えてもいい。きっと心のどこかで万が一の覚かく悟ごが出来上がっちまってるんだろうな。

　あの日、俺はただ姉を見送っただけなんだ。それから数日が過ぎ去り、行方不明だと明確になってから後悔したんだっけ。

　あれから四年。なんで今になってそんな夢を、ああもリアルに見ちまったんだ？

「ちょっと」

　夢見の悪さに辟へき易えきしていると、刺とげ々とげしい声が耳に届く。俺の顔を覗き込んでいた女が、笑っているのか怒おこっているのか、どっちとも取れる微びみ妙ような表情を浮うかべて睨んでいた。

「あー……柊ひいらぎ？」

　ようやく寝ね惚ぼけた頭が動き始めた。誰かと思えば、クラスメイトの柊美み鈴すずじゃないか。なんだってこいつが、俺の寝ね顔がおを覗き込んでいるんだろう。

「何やってんだ、おまえ」

「それはこっちの台詞。あんた、屋上で昼ひる寝ねなんてしてんじゃないわよ。てか、もうそろそろ状況を理解したら？」

「状況？」

　こいつの言いたいことがさっぱり見えずに首を捻ひねりながら、俺は自分が置かれている状況を確かく認にんしてみた。

　寝ていたのは学校の屋上だ。昨晩、遅おそくまで遊あそび呆ほうけててあまりの眠ねむさに昼寝しようと、人が滅めつ多たに来ないここに来たわけだ。それで横になって眠って……まだ日は高い。寝ね過すぎたわけじゃないよな。

　俺は改めて自分の状況を確認した。

　最悪な夢を見ていたせいか、どうやら現実でも俺はあがいていたらしい。姉を引き留めようと伸のばした腕うでは、現実でも伸ばしていた。伸ばしていてその先に……先に？

「いつまで乙女おとめの胸を鷲わしづかみにしてんのかなぁ？」

　どこかしらキレた含ふくみ笑わらいを浮かべる柊の言葉通り、夢の中ではドアノブを掴んだはずの俺の手はしっかりと自じし称よう乙女の胸を鷲づかみにしていた。

「……うわぁ～……」

「うわぁ～……じゃないだろーっ！」

　瞬しゆ間んかん、寝ている俺の脇わき腹ばらに砲ほう丸がんが炸さく裂れつしたかと思える勢いで柊の拳こぶしが突き刺ささった。

「げふぉっ……ごほっ！　ちょっ、待て。待ってください柊さん！　ちがっ、そうじゃないんだって！　こっちは寝惚けててドアノブかと思って掴んだだけですって！」

「ほぉう。つまりあんたは、人の胸をドアノブみたいに固いだのなんだのと言いたいわけか。そうかそうか……ブッ殺ス」

「まーって、待てまてマテ！　てか何でおまえは、人が手を伸ばせば届く距きよ離りまで近付いてんだよ!?」

「え？　いやだって、あんたがその、屋上で横になってて、だから……何て言うか、どうしたのかなぁって……や、それで別に寝顔を見てどうこうってことは……ない、けど」

　何を縮こまってブツブツ言ってるのかわからんが、けどまぁ、話が上う手まい具合に逸それたらしい。今のうちに話を切り上げるか、別の方向にズラすのが最善だ。

「うちの学校は屋上の出入りが禁止されてるんだ。ダメだろ、ここに来たら」

「え？　ああ、そうね……って、そこで寝てたあんたが言うわけ？　しかも随ずい分ぶんうなされてたじゃない」

「うなされてた？」

　自覚はないが……そうか、うなされてたのか、俺は。あんな夢じゃ……まぁ、仕方がないと思うけどさ。

「寝てた場所が悪かったんだろうな。んじゃ、俺は教室に戻るよ。おまえもそろそろ戻った方がいいんじゃないか？」

「あー、あたしは少し……あ、そうだ。ちょっと待ちなさいよ」



    

  
    
      　適当に話をごまかして、胸を鷲づかみにした話をぶり返される前に撤てつ収しゆうしようとおざなりに手を振ったんだが、柊に襟えり首くび掴つかまれて引き留められた。

「いやだから、胸を鷲づかみにしたのは事故だって。わざとじゃないんだ」

「ちょっ、ぶり返さないでよ、恥はずかしいから！　あ、そうねぇ。その話をダシに、あんたをあたしの下げ僕ぼくにしてやんのも悪くないわね」

　それはつまり、恐きよ喝うかつやら強ゆ請すりやら、そういう類たぐいのことをしようという犯罪宣言と受け取っていいのか？　勘かん弁べんしてくれ。

「まぁ、それはいいわ。事故ってことにしといてあげる。それよりもさ、あんた、ここにずっと居た？」

　唐とう突とつな質問だな。

「昼休みになってからだが」

「あのさ、ここで丸いもの見なかった？」

「丸いもの？」

　そんな抽ちゆう象しよ的うてきな言い方をされても、思い当たる節はない。それは何だ、ボールとかそういうことを言いたいんだろうか。

「もう少し具体的な特長はないのか？」

「え、もしかして見た!?」

　そんな驚おどろき混じりに嬉き々きとして聞かれても、こちらとしては甚はなはだ困る。

「知らんけど」

「何よ、見てないの？」

「見てないな。なんだ、おまえの大事なものなのか？」

「あたしのじゃないけど。そっか、見てないのね。じゃ、いいや」

　今度こそ話は終わり、とばかりに柊はパッと俺の襟えり首くびから手を放した。

「…………じゃないのかな…………」

「ん？　何か言ったか？」

「あ……ううん、別に。んじゃ神かみ村むら、午後の授業に遅おくれないようにね」

　そんな定型文のような台詞を最後に、柊はたたたっと軽快な足音を響ひびかせて屋上から去っていった。

　何やってんだろう、あいつは。
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　午後の授業は五時間目と六時間目の二回分が残されている。一回の授業は五〇分。計一〇〇分の退たい屈くつな時間を過ごせば、本日全まつとうしなければならない学業はすべて終しゆう了りようだ。

　眠ねむ気けがかなりキていたが、それでも俺は頑がん張ばった。自画自賛と言われてもいい。教師に目を付けられることもなく、真ま面じ目めに授業を受けているように見せかけながら、その実、体感時間は一〇分ほどで残り九〇分は夢の世界を彷徨さまよっていた。それでもなんとか課せられたノルマはクリアしたと思う。

　これで俺は自由の身だ。あとはさっさと家に帰って横になろう。

「ねぇ、神かみ村むらくん」

　そんなことを考えていたのに、女の声が呼び止めて来た。

　どうにも頭の中がほわほわしている。そんなときに話しかけて来るなんて、もう少し空気を読んでもらいたい。野や郎ろうだったら軽かろやかにスルーしてやるんだが……健全な男子としては、たとえクラスメイトであろうとも女性からの呼びかけに応こたえない非紳士的行動を取ることはできない。

「何だよ、坂さか崎ざき」

　確認するまでもなく、声を聞いただけで誰なのかわかっていた。

　坂崎詩し織おり。

　俺とはクラス内の座席による班分けで同じグループになっているクラスメイトだ。同じ班だからちょくちょく話をすることもある。もしかすると、このクラスで俺と一番会話している女子はコイツかもしれん。

「柊ひいらぎさん知らない？」

「柊？」

　問われて教室の中を見み渡わたせば、おや、確かに柊の姿が見えない。早々と帰ったのか、それともまだ学校のどこかにいるのか、どちらにしろ、どうして俺にあいつのことを聞いてくるんだ。

「知ってるわけないだろ」

「お昼休みに一いつ緒しよにいたよね？」

　それは屋上での一幕を言ってるんだろうか？　それなら確かに一緒にいたことになるが、だからってあいつと話していたのは実時間で一〇分あるかないかってとこだ。

「あれ？　なんで俺と柊が屋上にいたこと知ってるんだ？」

　もしかして、屋上で起きた一連の出来事を目もく撃げきされてた？　別にやましいことをしてたわけじゃないが、俺としてもえらい失態をしでかしたっていう自覚はある。それを第三者に目撃されていたんでは、即そく座ざにここから逃にげ出したい。

「見かけたの。神村くん、屋上からこっそり戻ってきたでしょ？　バレバレだったけど。その前に柊さんも出てきたからそうじゃないのかなって……違った？」

　どうやらありのままを目撃されてたわけじゃないらしい。それはそれで一安心だ。

「俺はただ昼寝してただけだしなぁ。あいつは何か探し物があったみたいだけど」

「じゃあ、柊さんがどこにいるのか知らないの？」

「知ってるも何も、どうして放課後になった今になって聞くんだよ」

「え？　だって柊さん、午後の授業まったく出てないじゃない。だから最後に会ったのは神村くんだと思うんだけど……」

　そうなのか？　こっちはずっと夢と現うつつの境を彷徨っていたからまるで気付かなかった。人に説教じみたことを言っておきながら、自分はエスケープってのはいい度胸だ。

「カバンとかそのままだから、帰ったわけじゃないと思うのよね。どうしよう、約束してたんだけどな……」

　かくいう坂崎は、俺が感じている理り不ふ尽じんさとは違う意味で、柊がいないことにお困りらしい。今も本人がぽつりと漏もらしたが、何かしらの約束をすっぽかされたようだ。それは俺とまるで関係ないので……あー、そろそろ帰っていいのかな、これは。

「そうだ神村くん、もしよかったら……その、柊さんの代わりでごめんだけど、ちょっと付き合ってもらえないかな？」

「えー……」

　クラスメイトの女子からのお誘さそいである。これは掛かけ値なしに諸もろ手てを挙げて喜ぶべき事態かもしれないが……しかし今日に限って言えば、眠気が喜びに水を差していた。三大欲求のひとつとして数え上げられるだけあって、なかなか半はん端ぱない。

「どこに行くんだ？」

「美お味いしいケーキ屋さん見つけたの。イートインもできるところで、帰りに食べてこうってことになってたんだけど……場所が場所じゃない？　一人じゃ寂さびしくて」

「ああ……なるほど」

　これがもし、服とか見に行くって話だったら丁てい重ちようにお断りしていたが……そういうことなら悪くない。

「それだったら──」

「ごっめーん、詩織～っ」

　人がせっかく快かい諾だくしようとしたそのとき、被かぶせるように割って入ってきた声。今までどこをほっつき歩いていたのか、行方を晦くらませていた柊が何事もなかったかのようにふらりと戻ってきやがった。

「柊さん!?　どこ行ってたのよ！」

「んー、ちょっとね。ごめんごめん、別に約束してたの忘れてたわけじゃないからさ。あら神村、あんたどうしたの？」

「……いや、別に」

　ここで柊が戻ってきたということは、俺おれはお役ご免めんってことでいいんだろうか。眠気的には有り難がたい話だが、冷静に考えてみると最悪なタイミングで戻って来やがったな、と思わなくもない。

　しかしまぁ、俺は結局柊の代わりだったわけだし、その本人が現れた以上、無理に同どう伴はんしても邪じや魔まになるだけか。ここは大人しく身を引いた方がよさそうだ。

「んじゃ、俺はこれで」

「えっ、帰っちゃうの？」

　なのに坂崎は、俺が気を遣つかったというのに驚き混じりの意外そうな声を出しやがった。

「そりゃだって、柊が戻もどってきたんだし。俺が付き合う必要なくなっただろ？」

「そうだけど……その、せっかくだし……一緒に、どう？」

　どう？　と言われてもな。甘あまいものが苦手とか嫌きらいとは言わないが、襲おそい来る眠気に逆らってまで食べに行きたいわけでもない。坂崎の方も誘った手前、柊が戻ってきたから「じゃあいいや」って言うことに気が引けて申し出てくれているだけだろう。

　やはりここは、素直に身を引くのが一番か。

「神村も一緒に来るの？　いいじゃない、一緒に行きましょうよ」

　と、思っていたのに、柊までそんなことを言い出すなんて想定外だ。

「いや、いいよ。もともと二人で行く予定だったんだろ？　邪魔しちゃ悪い」

「いいじゃない、別に。ンなこと気にする必要ないって。それとも、こんな美少女二人のお誘いを断っちゃうほど、あんたってダメダメなわけ？」

　美少女て。それを自分で言うか。……まぁ、全力否定はしないけど。

　ふむ。そこまで言われたらここは素直に付いていくのも悪くな──。

「それにほら、あんたが来れば奢おごってもらえるし」

「やっぱ帰る」

　一いつ瞬しゆんでも気を許そうとした俺がバカだった。こっちから誘ったのならいざ知らず、どうして誘われた挙げ句に奢ってやらなくちゃならないんだ。ここは断固たる態度で帰宅の意思を示そう。

　そう思っていたのだが──。

「ちょっと神村」

　──帰ろうとした俺の手を、ガシッ！　と柊が掴んできた。

「ひ、柊さん。そこまでそんな……無理に神村くんを誘わなくても」

　柊の態度には、坂崎もやや驚いているらしい。かくいう俺も驚いている。掴まれている腕にも、そこそこの力が込められていた。

「おまえ、そこまで俺に奢らせたいのか」

「あんた、手の平が腫はれてるけど」

「え？」

　こちらの言葉を無視して、柊がそんなことを言った。見れば、確かに手の平がうっすらと腫れている。それも綺き麗れいな真円を描えがいているみみず腫れっぽい腫れ方かただ。皮ひ膚ふの内側から押おし上げられている……ようにも見えた。

「このみみず腫れっぽいの、昔からあった？」

「いや」

「痛みとかは？」

「まったく」

　まるで医者が診しん察さつしているような聞き方に、俺もつい正直に簡潔に答えてしまう。何だって柊が、人の手の平に出来たみみず腫れを気にするんだ？　問いかけてきた当の本人は、眉み間けんに皺しわを寄せて剣けん呑のんな目つきで人を睨にらみ付つけていやがる。

「柊さん、どうしたの？」

　坂崎も柊の態度を訝いぶかしんでいた。そりゃそうだろう。誰だってこんな豹ひよう変へん振ぶりを目まの当たりにしたら不ふ審しんに思うのは当然だ。

「ちょっと神村。あんたこっち来て。あー、詩織ごめん。そこで待ってて。いい？　その場で動かないで、ホント待ってて」

　言いたいことを言い捨てて、柊は坂崎からの返事を待たずに人の手を痛いほど握にぎりしめると、俺を教室から強ごう引いんに引っ張り出しやがった。

「なんだよ」

　こっちが抗こう議ぎの声を上げるのも当然だ。けれどその声が耳に届いていないのか、柊は二つ折り携けい帯たいを開いたサイズと同じくらいの紙切れを取り出して、俺の左手に押し当て引き裂さいた。

　それがいったいどんな儀ぎ式しきなのかさっぱりだが、ただ紙を破いただけだ。何かあるわけでもない。にもかかわらず──。

「……治らない……？　えっ、ウソ……ホントに!?」

　──柊は、当たり前の状じよう況きようが信じられないとばかりに戸と惑まどっていた。

「何なん……うわっ!?」

　突とつ然ぜん、あまりにも突然に、柊は胸を鷲づかみにした昼間の時よりも凶きよ悪うあくな面おも持もちで人の襟首を締しめ上げてきた。

「やっぱ、あんただったのね！」

「なっ……何だよ今度はおい!?」

　昼間に不ふ可かこ抗うり力よく的に胸を鷲づかみしてしまった時の比じゃない。それ以上の……なんだ、怒ってるのとも違ちがう。慌あわててる、と表現するのが正しい狼ろう狽ばいっぷりだ。

「なっ、何どうしたの!?」

　声を聞いて、律りち儀ぎに教室の中で待っていた坂崎が驚きとともに駆かけつけてきたが、そっちにはちらりとも顔を向けずに、柊は俺の襟首を締め上げることに夢中なようだ。

「ったくあんたはっ！　ごめん、詩織。今日はちょいキャンセル。このバカ、締め上げなくちゃならなくなったわ」

「ええっ!?　ちょっと、ねぇホントにどうしたの？」

「ほら神村、あんたちょっと一緒に来なさい！」

「おっ、おい！」

「ねぇちょっと、二人ともいったい何があったのよーっ！」

　俺のささやかな抗議も坂崎の戸惑いも丸ごと無視して、あり得ないような力で人を引っ張る柊は、人を粗そ大だいゴミか何かと思ってるんじゃないかという勢いで引きずりやがる。

　いったい何なんだ？　気付けば俺は、柊が捕つかまえたタクシーの中に押し込められているって状況になっているじゃないか。

　なんだか妙みようなことになっちまった……と、俺は柊の横顔を見ながら思った。

　こいつについて、俺は多くを語れるほどの言葉は持ち合わせていない。それでもあえて言うのなら、同じ学校に通う同級生で二年になってから同じクラスになったクラスメイト、ってことになる。あとは……そうだな、快活な性格で男女分け隔へだてなく接するなど、クラスでもそこそこ目立つ存在だって一言くらいは、付け足してもいいだろう。

　けれどそのくらいの関係なんだ、俺と柊は。他人が見て羨うらやむような関係でもなければ、こうやってタクシーに並んで座すわっているのも、夢に思い描えがいたこともない展開だった。

「おまえはいったい何なんだ。何がしたいんだ、いったい？」

「リメイン・マターよ、リメイン・マター！　ああ、もう！　すっかり欺だまされたわ。これからちょっと事務所行くから、それまでにとっとと出しなさい！」

　タクシーの中だというのに、またも柊は人の襟首を締め上げてきた。

　だいたい、事務所ってのは何だ？　まさかこいつ、犯罪活動を職業的に行う反社会的組織のお嬢じようとかじゃないだろうな？

「まっ、待て！　おいちょっと待てって！　いったい何の話だ!?」

「だから……あれ？　あれれ？」

　今まで物もの凄すごい剣けん幕まくだった柊が、またも表情の色しき彩さいを変えて見せた。傍はた目めに見ていれば面おも白しろいかもしれないが、奇き異いな行動を向けている対象が自分自身である以上、楽しんでばかりもいられない。

「神村、あんたリメイン・マターをどこに隠かくし持もってんの？」

「だから、そんなもんは知らん」

「ンなわけないでしょ！　ああ……もう面めん倒どう臭くさいわねっ！」

　柊はこれ見よがしな舌打ちをすると自分の携帯を取り出し、何ど処こへともなくダイヤルを回し始めた。この隙すきに逃げ出したいのだが、走行中のタクシーから飛び降りるほどの度胸はない。

　とすれば、ちらちらとバックミラーでこちらの様子をうかがっている運転手にアイコンタクトで助けを求めるべきだろうか。無理っぽいな。

「余計なことするんじゃないわよ。静かに黙だまってなさい。あ、所長？　あたしです」

　俺に一いつ喝かつするや否いなや、柊の会話相手は電話越ごしの相手に移り変わったようだ。

「ええ、例の件で。左手に……ええ、そうです。でも左手に痕あとはあるんですけど、どこに隠し持ってるのか……え？　……はい……はい、わかりました。今はもう、そっちに向かってるところです。あと五分か一〇分くらいで到とう着ちやくしますから。はい、それじゃ」

　どうやら話はまとまったみたいで、パタンと携帯を閉じた柊がジロリと睨み付けてくる。今の電話のやりとりもさっぱりだし、こうやって睨まれる理由もさっぱりだ。

「そろそろちゃんと説明してくれ。何がどうなってんだ？」

「ったく、厄やつ介かい事を増やしてくれたわね」

　柊は、人の顔を親の仇かたきみたいに睨んで嘆たん息そくする。やはりこいつは、俺に状況の説明をするつもりはないらしい。





　タクシーでの移動は、それほどの長ちよ距うき離より移動ではなかった。

　場所は通っている高校からそれほど遠くなく、電車で言えば二駅分の距離だろうか。歩くには骨が折れるが、タクシーを使うまでもない距離だと思う。

　目の前にあるのはコンクリート打ちっ放しのボロいビルだった。一階は車庫のようだ。路面に面した部分がシャッターで覆おおわれている。上を見上げれば窓があり、看板その他の類は何もない。

　その造ぞう形けいは、戦後の混こん迷めいから復旧したころ、１９５０年代の高度成長期にあちこちで建てられたビル……と言えば想像が付くだろうか。窓の数を一階から数えてみれば五階建てらしく、左右に四〇階を超こえる近代的なビルに挟はさまれていては低く感じる。ここだけ時代から取り残されている錯さつ覚かくを覚えるのも仕方がない。

　そんなビルの中に、俺は柊に左手を掴つかまれたままで足を踏ふみ入れた。踏み入れる、と言っても目の前のシャッターは開かずの間なのかしらんが、ビルの真横にある鉄板の階段をカツンカツン言わせながら二階まで引きずられたと言い換かえてもいい。

　扉とびらがある。これまた鉄板の扉で、所々さび付いているようだ。そんな扉に、ぞんざいな看板が掲かかげられてあった。

　萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所。

　そう、書かれてあった。

「……探偵？」

　我知らず、口を割って出る言葉。柊がタクシーの中で言ってた事務所とは、ここの探偵事務所のことだったのか。非社会的組織じゃないだけ、若じや干つかんマシかもしれない。

　それにしても探偵とは……漫まん画がや小説では当たり前のように存在する言葉だが、実際に『探偵』という職業の事務所を目の当たりにするとは思わなかった。

　そりゃ、元警視庁のやり手刑けい事じが退職後に開いただの、そういう経歴を持っていればまぁ、成り立たなくもないかもしれない。けれど、そんなものは全国に片手で数えるくらいしかないんじゃなかろうか。

　この萬屋探偵事務所なる名前は、一度として聞いたことがない。そりゃそうだ。まっとうな生活を送っていれば、実在する探偵事務所の名前なんて耳にする機会はそうそうありゃしないじゃないか。

　そんな貴重な扉を、柊は何の躊躇ためらいも迷いもなく開いて、俺を無理やり中に連れ込んだ。

　外から見たビルの外見通り、中はそんなに広くない。一いつ般ぱん家庭のリビングに比べたら広いが、入り口正面には横長のソファが向かい合わせに設置され、その間にはテーブルが置かれてある。左に目を向ければ事務机が四つ向かい合わせで設置されて、古めのパソコンが誰だれも触さわってなさそうに置かれており、右を見れば給湯室っぽい場所がちらりと見えた。

「あれ？」

　そんな事務所内を見て、素すっ頓とん狂きような声を上げたのは柊の方だった。俺の襟えり首くびを離はなすことはないが、そのまま勝手知ったる様子で事務所内を進み、入り口からは背もたれしか見えていなかったソファを覗のぞき込む。

　人がいた。

　誰もいないと思っていたのだが、ソファの上で丸くなり、寝ね息いきを立てている長ちよ髪うはつの女性が、布で包まれた棒状のものを抱かかえ込むようにしてすぅすぅと眠ねむっている。

「ちょっと零れいさん、起きてよ」

「……んが？」

　柊に揺ゆさぶられ、その女性は目を覚まして体を起こした。丸くなって眠っていたからよくわからなかったが、上半身を起こした姿だけで判別しても、かなり大おお柄がらな人だ。身長が一七〇ある俺と同じか、もしかするともう少し高いかもしれない。

「ん～……だれ？」

　体を起こしたはいいが、まだ頭は冴さえてないらしい。柊を見ての第一声がそれだった。

「ね、所長どこいるの？」

「しょちょぉ～……？　んー……たぶん、地下だと……ふぁ～っ。ね、ウォッカか焼しよう酎ちゆうある？」



    

  
    
      「ありません。そ、地下にいるのね。それよりそこ、邪魔だから寝ねるなら他の所に移動してください。そこで寝ちゃダメっていつも言ってるじゃないですか」

「ん～……そうだっけ……？　あー……」

　寝起きが壊かい滅めつ的てきにダメなのか、それとも素でそうなのかしらないが、柊に『零さん』と呼ばれたその人は、寝ね惚ぼけたままの眼まな差ざしを今度は俺に向けてきた。

「……だれ？」

「え？　あぁ、えっと……この柊のクラスメイトで、神村悠ゆうって言います」

「あぁ……そ」

　自分から聞いといて、とことん興味なさそうだ。

「ねぇ、ブランデーかウイスキーある？」

「いや、まだ高校生なんで」

「ん～……じゃ、いいやぁ～……」

　よほどの酒好きなのか知らないが、お目当てのものがないとわかるや否や、そのまま再びソファの上でコテンと横になった。

　これはまた……寝ちまってる、よな？

「んもー、仕方ないわね。神村、あんた零さんの向かいにでも座ってなさい」

　ようやく解放された今こそ逃げ出すチャンスかもしれないが、柊の視線は絶えず俺の姿を捉とらえている。おまけにここは柊のテリトリーらしく、ウカツな真ま似ねはできそうにない。

「茶ぐらい出してくれ。せめてもの礼れい儀ぎじゃないか」

「後でね」

　一言だけ嫌いや味みを言ってみたのだが、あっさりと切り返された。

　憮ぶ然ぜんとした面持ちで零さんとやらがベッドに使っているソファの対面に腰こしを下ろした俺は、そろそろ何がどういうことになっているのか説明してもらいたい気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　なのに柊は俺を睨ねめ付けたまま手近の事務机に設置されている電話を手に取り、またもどこかへダイヤルした。携帯を持ってるのにわざわざ事務所の電話を使うってことは内線だろうか。

「あれ？　おっかしいわね……」

　一分くらい受話器を耳に当てていたか。柊が訝しげに眉まゆ根ねを寄せた頃ころ合あいだった。

「おや、もう戻ってきていたのかい？」

　事務所のドアを開けて、妙な──それこそ妙としか言いようがない──男が現れた。

　こんなボロいビルの中、壁へき面めんには所々にヒビが走っているほどのボロボロさ加減なのだが、そんな場所にもかかわらず、その男はビシッとスーツを着込んでいた。まるで外資系の一流企きぎ業ようのやり手サラリーマンみたいに。

「所長、どこ行ってたんですか」

「地下だよ。ちょっと必要なものを取りに行ってたんだ」

　柊がその男を指して『所長』と呼ぶということは、この萬屋探偵事務所とやらを取り仕切っている人で間ま違ちがいなさそうだ。

　柊に苦言を呈ていされてバツが悪そうに口元をへの字に曲げているが、眼鏡のレンズ越しに向けられる視線は鋭するどく俺を見み抜ぬいていた。かといって、その顔立ちは強こわ面もてというよりも線の細い優やさ男おとこ──と表していいかもしれない。

「彼かれがそうなのかい？」

「そうです、さっき電話で話した……」

「ふーむ……なるほどね」

　何が「ふーむ」で「なるほど」なのか知らないが、男にまじまじと見られても嬉うれしくも楽しくもない。それどころか、見知らぬ場所に無理やり連れてこられて、初対面の男に見つめられると居い心地ごこちの悪さしか感じなかった。

「えーっと……なんでしょう？」

「ああ、これは失礼。そのまま座ってくれて結構だよ。あー、太た刀ち鞍くらくん」

「んが？」

　寝たり起こされたり大変だなと思うが、ソファに寝そべっている零さんとやらは、またも起こされて眠たそうな視線を所長さんへ向けた。

「あれぇ？　しょちょー……スコッチか日本酒ありますぅ～？」

「ビールなら給湯室の冷蔵庫に入ってるよ。取っておいで」

「ふぁ～い……」

　のっそり起きあがったその女性──太刀鞍零は、思った通り背が高い。髪かみも膝ひざくらいまで伸のびているが、寝起きのせいか、それとも普ふ段だんからそうなのか、どちらにしろバサバサのもわもわで、とても見てられない。

　そんな零さんがソファから腰を上げ、抱えていた筒つつ状じようの布きれを片手に給湯室に向かった隙に、所長さんがその場所に腰を下ろした。ちょうど俺と向かい合う形だ。

「御ご足そく労ろう願って申し訳ない。どうやら柊くんがヘマをしたようで、面めん倒どうをかけてしまったようだね」

「あたしが失敗したんじゃありません！」

　所長さんの言葉に脊せき髄ずい反射で柊が反応するが、何が「ヘマ」でどう「失敗してない」と互たがいに主張し合っているのか、さっぱりわからん。

「あの……ですね」

　このタイミングで俺が口を開いていいのかどうかもさっぱりだが、黙っていても埒らちが明かない。主張すべき点は口に出しておいた方がよさそうだ。

「状況がさっぱりなんですが」

「え？　なんだ、柊くんは何も話してないのかな？」

「お言葉ですけど所長、あたしは守秘義務は堅けん実じつに守るタイプですから」

　人をこんなところに連れ込んで、守秘義務も何もあったもんじゃねぇだろ──と、言いたくもあったが、さすがに場の雰ふん囲い気きがそういう発言を許してくれそうになく、黙るしかなかった。けれど所長さんも柊の態度には呆あきれたようで、声に出さずとも背後には「やれやれ」と書き文字が見えそうなほどに嘆息している。

「柊くん、とりあえずお茶でも」

　その言葉に柊は、それはそれは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして、零さんがいるであろう給湯室へ引っ込んでいった。

「ええっと」

　初対面の人と二人きりにされて戸惑う俺に、所長さんはニッコリと笑えみを浮うかべた。人ひと懐なつこい笑え顔がお、と言ってもいいだろうが、格好が格好だけに営業のサラリーマンが顧こき客やくを相手に愛あい想そを売ってるように見えるのは仕方がない。

「まずは自己紹しよ介うかいをしておこう。僕ぼくは和わ導どう龍りよ馬うま。この萬屋探偵事務所の所長……という肩かた書がきになっている。よろしく」

「ああ、俺は……」

　右手を差し出してきたということは、握あく手しゆを求めているんだろう。

「神村悠です」

　とりあえず握り返して、名前だけの自己紹介をした。他に気の利きいた台詞せりふなんてまるで思い浮かばない。

「神村……？」

　当たり障さわりのない、ごくごく普ふ通つうの自己紹介だったと思う。差し出された手を握り返し、名前を名乗ったんだ。

　なのにこの所長さんは、何な故ぜか訝しげな表情を浮かべていらっしゃる。

「あ～……何か？」

「つかぬ事を聞くけれど」

　えらく難しい表情を浮かべるものだから不安になる。こちらから問いかけると同時に、所長さんからも俺に質問してきた。

「キミはもしや、神村このえさんの身内の方かな？」

「えっ？」

　身内もなにも、それは姉さんの名前じゃないか。どうしてこんなところで出てくるんだ。

「姉さんのことを知ってるんですか!?」

「ああ、もちろん。彼かの女じよは優ゆう秀しゆうな助手だったからね」

「じょっ、助手!?」

　助手……助手だって？　姉さんが？　探偵の助手!?　それじゃつまり、姉さんはここにいたってことか？　ここにいて、探偵なんて真似をしていた？

「いっ、いったいどういう……いや、それよりも姉さんは？　どこにいるんですか!?」

「結論から言えば、僕も彼女がどこにいるのかわからない。姿を消してしまったのは今から四年前だよ。当時の彼女は……そうだな、今の柊くんと同じような立場だった。ただし、役割は少し違うがね」

「役割？」

「すべてを説明するには、キミが状況を理解する必要がある。だが、その情報すべてを今ここで僕の口から話しても理解はできないだろう。そもそも、ひっ迫ぱくした状況なのはキミの方だからね」

「……何の話です？」

「キミがここに連れてこられた理由だよ」

　確かにそれも気になる話だ。学校から有う無むを言わさずに連れてこられて、理り不ふ尽じんに思わないわけがない。

　ただそれでも、単に「ひっ迫した状況だ」と言われたって俺おれ自身に自覚はないし、だったら姉さんの話を詳くわしく聞きたいと思うのは当然のことだ。

「ちょっと失礼」

　けれど所長さんは、何を思ったか俺の左手を取ると、手相でも見るかのように手の平に視線を落とした。今もまだ、みみず腫れは消えていない。

「痛みはあるかい？」

「いえ、別に」

「それはよかった」

　いったい何が「よかった」のか知らないが、自分としては知らないうちに手の平にみみず腫れができている状況は、ちっともよくない。

「どうやらリメイン・マターは、キミのものになってしまったようだね」

「はぁ？」

　そういえば、柊もリメインなんとかがどうのこうのと喚わめいていた。話の流れから察するに、俺がそれをどうにかしちまったようだが──覚えはない。

「何ですか、それ？」

「んー……そうだね。まずはこういうことを理解してもらった方が早いかな」

　そう言いながら所長さんが取り出したのは、学校で柊が俺の左手に押おしつけて破いた紙と同じものだった。二つ折り携帯を広げたサイズの細長い紙切れで、和紙のように少しごわついている。

「これ、刻印護ご符ふと言ってね。まぁ、僕が作ったんだけど、この紙の表面に特定の文字を書いて破くと、その紙が触ふれている対象に記された文字の事象を具現させるんだよ」

「……はぃ？」

　あまりにもさらりと言ってるからアレだが、よくよく考えれば──考えなくてもだが──紙に書いたことを具象化させる？　それを作ったのが所長さん？

　んー……っと、何を言ってるんだろう、この人は。

「まぁ、ものは試ためしだ。やってみようか」

　俺が物凄く曖あい昧まいな表情を浮かべているのに気付いたのか、所長さんは刻印護符と称しようしたその紙に、適当としか思えないような点と線と面の組み合わせらしきものを書き記した。それをテーブルの上に置いてあった灰皿に張り付けて破く。

　瞬しゆ間んかん、その灰皿がどろりと溶とけて液体となり、テーブルの上に広がった。

「……は？」

「手っ取り早く言えば固体を液体に変えただけだよ。文字さえ覚えれば誰にでも使えるからね、柊くんに使わせているんだ」

「柊に……？」

　確かに、俺はここに連れてこられる前に柊がその紙を使うところを見た。見たというか、あいつはその紙切れを俺の手に押し当てて破いている。

　けれど、そのときは何も起きていないじゃないか。その違いはいったい何なんだ？

「分類としては魔ま導どう具ぐになるのかな。点と線と面の組み合わせを文字として書き込み、破けば効果を発揮する。魔導具だから、起動原理は魔まじ術ゆつと同じなんだ。これの場合は道具による代理行使だから、場所を問わず同じ理論で使えるんだけどね。ただ、より強い魔術的な処理が施ほどこされると途と端たんに効力を失ってしまうわけだ。柊くんもキミに試してなかったかなぁ、これを。誰かに使って何も効果が出なければ、その人物がリメイン・マターを持っているということでね。そうだったんだろう？」

　確かに柊は俺の手にその紙切れを押しつけて破いていたが……うん、何も起こらなかった。いや、そんなことよりも──。

「……魔術？」

「さて」

　俺の呆ほうけた言葉をさらりと受け流し、所長さんはサラリーマンが上客相手に愛想を売っているような笑みを、またも浮かべて見せた。

「これでキミはひとつ、理解したね？」

「いや……なんと言いますか……」

　口から出る言葉は曖昧に濁にごしつつ、内心ではちっとも理解していない。簡単にできるもんでもない。

　固体を液体にしたって、そんな氷で出来てるわけでもあるまいし、あり得ない。しかもそれが、紙に書いた文字による……魔術による現象、だって？

　そんな出来事を前にすれば、俺でなくても出てくる台詞はひとつしかない。

「まったくワケがわからないんですけど」

「それでいいんだよ」

　俺が正直に白状すれば、所長さんは呆れるのではなく、逆に納なつ得とくしてくれた。

「キミは今、自分の理解が及およばない出来事が世の中には起こり得る、ということを理解しただろう？　何も刻印護符を使ったパフォーマンスは、伊だ達てや酔すい狂きようで行ったわけじゃないんだ。それを理解してもらいたくてね」

「は……はぁ……」

　確かに……にわかには信じられないことだが、目の前で起こったことは事実として受け入れなければならんだろう。それでも心のどこかでは『何かしらのトリックがある』と思っているのだが、そのトリックに思い至らない以上、この人の言うことを素す直なおに聞いておくしかない。

「それで、ええと……そんな話をして、いったい何が言いたいんです？」

「キミが体内に取り込んでしまったリメイン・マターについて、かな」

　さっきからその単語が繰くり返し出ている。いくら俺でも覚えるってもんだ。

「そのリメイン・マターって何ですか。さっぱり思い当たる節がないんですけど」

「この世の中には、国や地域によっていろいろ伝説や神話があるだろう？」

　それが俺の質問に対する答えなのか、けれどそうとは思えないようなことを、所長さんは唐とう突とつに言い出した。

「あの──」

「まぁ、聞きたまえ。たとえば……そうだねぇ、神話や伝説が世界各地にあるのは知ってるかな？　北ほく欧おう、フィンランド、ギリシャ、ローマ、インド、中国……日本にもある。それら神話には、当然神様やら何やらが登場するわけだが、それに合わせて神様が使っている道具もあるじゃないか。日本で言えば八咫鏡やたのかがみに八や尺さか瓊にの勾まが玉たま、それと天あめの叢むら雲くも剣のつるぎが有名なところかな。名めい称しようくらいは聞いたことあるだろう？」

「ええ、まぁ」

　頷うなずきつつも、頭の中で必死に記き憶おくの糸を紐ひも解といている。確か……古事記に載のってるんだったかな？　日本書紀？　その辺りは曖昧だが、天てん孫そん降こう臨りんのときに授さずけられた三種の神器ってことは知っている。

「そんな三種の神器に限らず、世界各地の神話や伝説には神様と一いつ緒しよにそういう道具も登場しているわけだ。それらが実在するのかしないのかは別として、少なくとも伝えられている話には神器の効果というものも記されている。となると、人というのは探求心旺おう盛せいでねぇ、本物がなければ作ってしまえ、と思うものらしい」

「あの……」

　とつとつとそんな話をされても、先がまったく見えてこない。

「何の話ですか？」

「リメイン・マターとは、そういう神器のレプリカ品のひとつなんだ」

　さらりと、所長さんはとんでもないことを口にした。

「レ……プリ、カ……品？」

「そう、レプリカ品。僕らはそれらを総じて、リメイン・シリーズと呼んでいる。で、話題に出ているリメイン・マターは仏教における虚こ空く蔵ぞう菩ぼ薩さつが左手に携たずさえている三さ昧ま耶やぎ形ようのレプリカ品なんだよ。如によ意い宝ほう珠じゆと呼ばれているものだね。意のままにさまざまな願いを叶かなえる霊れい験げんあらたかな宝の珠たま。そのレプリカ品がリメイン・マターだ」

　いきなりスケールのデカくなった話に、俺はとりあえず、考えるのをやめて固まった。

　神話や伝説の話を持ち出して、そこに登場する神器がどうのという話になり、そのレプリカ品が……ええと、俺のものになっていると、この人は言ってるんだ。そんなこと、自覚はないし記憶にもない。何よりすべての話が信じられ……なくは、ない……の、か。

　ついさっき見せられた刻印護符とかいう実例がある。あれを魔術とか魔導具などと言っていたが、確かにそうとしか思えない代しろ物ものだった。ということは、今の話だって一いつ笑しように付せるようなものじゃないかもしれない。

「所長、何をバカ正直に話してるんですか」

　俺が何をどう言おうか言葉に詰つまっていると、背後から呆れ混じりの声が降ってきた。振ふり返れば、柊がトレーにティーセットを乗せて俺を睨にらんでいる。

「そんなことを言っても、誰だって素直に信じるはずありませんよ。世間一般の人が納得するような在り来たりな話でごまかせばいいんです」

　がしゃん、とやや乱暴にティーセットをテーブルに置いて俺に茶を差し出してくる柊だが、何故だろう、ちっとも嬉しくない。

「在り来たりな話でごまかすってなんだ？　ことは俺の体のことじゃないか。適当な言い訳で納得できるか」

「あらそう？　じゃあ神村、今の所長の話を端はなから全部信用したってこと？　菩薩が持ってる宝の珠とか、刻印護符も全部信用できた？　だとしたらあんた、気を付けた方がいいわ。絶対そのうち、怪あやしい詐さ欺ぎに引っかかるから」

　そう言われると確かにその通りかも……と思わなくもないが、この所長さんは柊の知り合いじゃないか。それを指して詐欺師ってこたぁないだろ。

　まぁ……何も知らずに顔を合わせていれば、多少なりともそう見えそうだけど。

「で、所長」

　俺の横に腰を下ろした柊が、テーブルを挟んで挑いどむように身を乗り出した。

「結局、リメイン・マターはどうなってるんですか」

「たぶん、飲み込んでる」

「はぁっ!?」

　さらりと告げた所長さんの淡たん々たんとした態度と、話を聞いて驚おどろく柊の態度が面おも白しろいくらい対照的だった。かくいう俺は、まったく身に覚えがないので、遠い国のおとぎ話を聞いているような感覚で「へぇ」と思うしかない。

「ちょっとあんた！　なんで飲み込んでんのよ!?　あれか、目に付いたものはとにかく口に入れようってことか。世の中は喰くえるものと喰えないもので分けてるわけか。バッカじゃないの!?」

「うごぁっ！　ちょっ、まっ、おち、落ち着け……っ！」

　えらい剣けん幕まくで人の襟首を締しめ上げて、高速でシェイクされた。目が回るどころか首の関節がおかしくなりそうだ。

「所長、どうすんですかこれ!?」

「んー、まぁそれはそれでいいんじゃないかなぁ」

　俺以上に慌あわてふためいている柊に、所長さんはまったく興味がないらしい。のほほんと、それこそ「どうでもいい」と言外に滲にじませている。

「よくないですよ！」

「何故？」

「な、何故って……」

　なおも食い下がる柊に、所長さんは余よ裕ゆうのある態度で受け流していた。何なんだろう、この二人の温度差は。

　柊が言葉に詰まったその隙すきを逃のがさず、所長さんはため息混じりの追い打ちをかけてきた。

「確かに、本来ならリメイン・マターは口の中に入れるようなものじゃない。けれどそれは先入観なのかなぁ。神村くんを見ていれば、そういうやり方もあったのかと感心するばかりだよ」

　所長さんは納得しているようだが、俺はさっぱり納得できない。

「どういう意味ですか」

「物が願いを叶えるリメイン・マターだ。欲ほしがる連中はごまんと居てね。まずは柊くんに現物を確保させてから、然しかるべき手段を講じて封ふう印いんしておこうと思っていたんだよ」

　確保して封印？　ここは探たん偵てい事務所だろ。なのにどうしてそんなことをするんだ？

「そもそも、どうして所長さんや柊はリメイン・マターを捜さがしていたんですか？」

「それが仕事だからね」

「仕事？」

　ここは探偵業を営んでいるところじゃなかったのか？　それとも、世間の探偵ってのは一いつ般ぱん的てきな事件より、そういう訳のわからないお宝探たん索さくがメイン業務なのか？

「何なんですか、ここは……」

「ちょっと黙だまってなさい」

　人の素そ朴ぼくな質問を、柊はバッサリ切り捨てた。それはそれであんまりだ。

　そりゃそうだ。今はとても黙っていられる状じよう況きようじゃない……のだが、素直に従わなければぶっ飛ばすと言わんばかりの眼光で睨む柊を前にすれば、口数も自然と少なくなる。

「所長は、神村がリメイン・マターを持ったままでもいいって言うんですか？」

「そこの良し悪あしはどうとも言えないけどね。ただ、リメイン・マターの封印について、いろいろと悩なやんでいたんだよ。最適な案が何も思い浮かばなかった。仕方ないからこのビルの地下にある僕のラボに封印しておこうかなぁと思った矢先に──」

　所長さんは、つぃ、っと俺を指さして──。

「キミがリメイン・マターを飲み込んでしまったんだよ」

　咎とがめるでも呆れるでもなく、淡々と事実確かく認にんをするような口ぶりでそう言った。

　もしかしてここは、俺が謝罪すべき場面なのだろうか。あまり非難がましい口調でもないから、どうにも判断し辛づらい。

「飲み込んでしまったものは仕方がない。それはよしとしよう。ただ、柊くんが言うように、それはそれで新たな問題も発生してしまった」

　所長さんは手の平に円を描えがくみみず腫ばれが消えない俺の左手を取って、改めて視線を向けてくる。

「繰り返しになるが、キミはリメイン・マターと同化している。現状では……そうだな、頭の中の願いを叶えてしまう」

「え」

　それは……本当にそうなのか？　話を鵜う呑のみにして考えれば、そのリメイン・マターとやらはどんな願いも叶えてくれる代物なんだろ？　それと同化したってことは、つまり俺の願いは何でも叶うってことでいいんだよな？　事実、所長さんもそう言っている。

「だったら、この状況は何なんですか。俺はこんな状況は望んでないし、むしろ、そろそろ解放してくれって気分なんですけど」

「キミが飲み込んだのはレプリカだと言っただろう。本物ほど融ゆう通ずうの利くものではない。せいぜい、想像した物体を具象化するのが関の山じゃないかな」

「物体を……具象化？」

　つまり……ものが作れる？　考えただけで？

　そう言われてしまうと試したくなるのが人の性さがってヤツだが、あれこれ考えても……それが形になることはなかった。

「できませんよ」

「ほう。何を作ろうとしたんだい？」

「えー……っと」

　所長さんの言葉に返事を濁した俺だが、真っ先に思い浮かべていたのは姉さんのことだった。願いが叶うと言うのなら、姉さんに会わせてくれと思ったんだ。

「もしかして、人間でも作ろうとしたのかな？」

「え？　いや……」

　俺の表情から何を読み取ったのか知らないが、所長さんには俺の考えがお見通しらしい。

「別にごまかさなくてもいいよ。そもそもそういうのは出来ないからね。本物ならできそうだが、さすがにレプリカ品で人間みたいに入り組んで複雑なものまで作り出すことは不可能だ」

　そうか。そりゃそうか。人間みたいな……なんだろう、生物まで作り出せるほど、便利なものが世の中にあってたまるか。

「じゃあ、どういうものが作れるんですか」

「うーん」

　そこまで話をしておいて、なのに所長さんは考え込む素そ振ぶりを見せて言葉を濁らせた。こちらから聞いてもいないことはベラベラと話すくせに、肝かん心じんなところで言いい淀よどむってのは不可解すぎる反応だ。

「もしかして、わからない……とか？」

「うん、まぁそういうことでもいいんだけど……ごまかしたって仕方がないか……」

　ふむ……と、所長さんの口からため息ひとつ。

「だからさ、事はデリケートな問題なんだよ。当然ながら僕はキミのことをよく知らない。お姉さんのことは多少なりとも知っているが、だからと言ってキミと彼女は血のつながりがあるだけの別人だ。お姉さんが信用できる人物でもキミまでそうとは限らないだろ？　いや、怒おこらないでくれ。あくまで一いつ般ぱん論ろんの話なんだ」

「何が言いたいんですか」

「キミがロクでもないものを作り出したりしないかと、不安になるのさ」

　持って回った言い回しをしているが、噛かみ砕くだいて言えば「おまえは信用できないから教えない」と言ってるわけだ。ここはもしかすると怒っていいところなのかもしれないが、逆の立場になって考えれば、そういう慎しん重ちような態度も理解できる。

　この所長さんが言ってることだが、リメイン・マターとやらは考えただけでものが作り出せるものらしい。ただ、人間のような生物は無理なようだが、岩やコンクリート、金とか宝石なら作り出せるんだろう。

　となれば、それらを作り出す方法を知ってしまえば、俺はいくらでも金とか宝石とか作ってボロ儲もうけできるかもしれないわけだ。

　はっはっは……見くびらないでもらいたい。

「俺は別に、こんなケッタイな代物で金かね儲もうけしようとか考えてませんよ」

「そんなことをする程度ならカワイイもんさ。そうじゃなくて、世の中にある兵器の類も作り出せるからね。ハンドガン系の個別殺傷兵器からミサイル、下手すれば核かくミサイルなどの大量破は壊かい兵器もいけるんじゃないかな。キミ個人が自分の利益になるものだけを作るのであれば、こちらに被ひ害がいはない。好きにしたまえ。ただ、無差別破壊兵器は勘かん弁べんしてもらいたい。他ひ人と事ごとじゃなくなるからね」

　な、なるほど、そういうこともできるのか……って、いかん。そんなことを考えると作れてしまうかもしれない。

「で、だ。そうと言っても、今やリメイン・マターはキミの能力。押さえつけるのも無理がある。そこで提案なんだが……」

　随ずい分ぶんと改まった態度で、所長さんが身を乗り出してきた。

「うちで働いてみないかな？」

「…………えーっと？」

「ちょっと所長！」

　あまりにも不意打ちの一言に、どんな返答をするのが適切なのかと思い悩んでいたら、柊の方が先に声を荒あらげて割って入ってきた。こいつの今の表情を見たら、なまはげだって泣きながら逃にげ出すかもしれん。

「どうしてそういうことになるんですか!?　いくらなんでも話が飛びすぎだし……ううん、そうじゃなくても反対です！　神村がウチで働けるわけないじゃないですか！」

　これはまた、人を随分と見下した言い方をしてくれる。が、だからと言って怒いかり心頭になる話でもないな。柊の言い分もわかる。

　所長さんが言うところの『うち』とは、つまりこの探偵事務所で働かないかと言ってるわけだろう？　探偵事務所で働くなんて、できるできないの問題ではなく、やりたくないってのが本音だ。おまけに……はっきりと聞いてないが、話題に出ている神器のレプリカ品の回収がメイン業務みたいじゃないか。

　それはさすがに勘弁してくれ。俺の人生設計に、そんなトンデモルートに進む選せん択たく肢しは含ふくまれていない。

「とにかく僕の言い分を聞いてもらいたい」

　俺の考えが表情にも出ていたんだろう、柊の猛もう反はん対たいもあったせいか、所長さんは慌てて口を開いた。

「キミをスカウトする理由はふたつある」

　と、所長さんは俺の目の前に指を二本立てて見せた。

「ひとつは、つい最近になって一人辞やめてしまってね。人手が足りなくなったからだ」

　つまり……足りない人員の穴あな埋うめってことらしいが、それを高校生にお願いするのはまっとうな物の考え方とは思えない。

「もうひとつが……こっちが重要なんだが、キミがリメイン・マターと同化してしまったことにある。だからこそ、ここで働いた方がいい」

　重要と言っていた理由こそ、こっちにしてみれば意味不明だった。

「俺がリメイン・マターと同化したからって、それでどうしてここで働いた方がいいって話になるんですか」

「これまでの話で理解してると思うが、リメイン・マターは何かと便利な代物なんだよ。当然、それを欲しがる連中もいる。我々が請うけ負っていた仕事は、そういう連中より先にリメイン・マターを確保することだった。そしてリメイン・マターはキミが飲み込み同化している。それを柊くんが先に見つけて保護をした。これで仕事はおしまいだ。ただね」

　一気にそこまで捲まくし立たてた所長さんは、掛かけていた眼鏡の位置を嫌いや味みになるほど様になる仕草で正し、探さぐるように俺を見た。

「それでリメイン・マターを狙ねらっている連中が諦あきらめるとは思えない。いずれキミと同化したことを知り、キミ自身が狙われる危険性は充じゆ分うぶんにある」

「……は？」

　俺が……狙われるって……そんなことをさらりと言うものだから、耳に届いた情報を脳が正しく理解してくれない。けれど所長さんは、物ぶつ騒そうなことこの上ない話題を、近所で起きた日々の情景を世間話のついでだから、とばかりに並べ立ててくれやがる。

「どうにもそういう手合いは穏おん便びんに事を済ませるのが苦手らしい。そこで、キミがうちの所員になり、リメイン・マターの使い方も覚え、かつ乱暴な手合いと渡わたり合える経験を積んでみてはどうかという……提案としてスカウトしているわけだ。どうだい？」

「ちょっ、ちょっと待ってください」

　その話が本当だと仮定しての話だが、となると俺はここで働くこと以外に選せん択たく権けんがないってことになる。それはそれであんまりだ。

「俺は今日、ここに連れてこられたばっかりで……それで働くもなにも、」

「そうだね。そもそも世の中には職業選せん択たくの自由というものがある」

　こっちの言い分を素直に受け入れてくれたようだが、それはただ単に受け入れてくれただけではないらしい。

「無理に働く必要はないよ。まぁ……乱暴な手合いが話し合いのテーブルに着いてくれる保証はないのだけど。ただ、ここで働くとなれば、キミはうちの一員だ。不ふ埒らちな輩やからがおいそれと手を出してくることもなくなるんじゃないかな。この業界ではそこそこ有名なんだよ、うちはね」

　所長さんはそう言ってにっこり微笑ほほえみ、手を組んで身を乗り出してきた。

「僕ぼくは提案こそするが強制はしない。さて、どうする？」

　な、何なんだ、その究極の二択たくっぽい詰め寄より方は？　どっちを選んでも、ロクなことにならなさそうだ。

「そ、それは……そのぅ、今ここで決めなくちゃならないことですか？」

「まぁ、急な話であることは否いなめないね。すぐに決めろと言うのも難しいかもしれないが、今決めてほしいねぇ。先延ばしにはできない問題だし」

「考える時間もなしっすか」

「考えるまでもないわよ」

　即そく答とうを迫せまられる俺に代わって、答えを出したのは柊だった。

「神村、やめときなさい。あんたが探偵って呼こし称ようにどんな幻げん想そうを抱いだいてるのかしらないけどね、うちは真っ当な探偵事務所じゃないの」

　や、今の世の中で「探偵」という言葉の響ひびきには、限りなくアウトローなイメージしかないんだが……それを差し引いて、柊はさらに真っ当じゃないと言うのか。

「そもそも所長、ひとつ隠かくし事ごとしてますね？」

「さて……何のことだい？」

　ギラリ、と光る柊の視線から、所長さんはそれとなく目線を逸そらした。

　隠し事があるのか、あんた。

「神村とリメイン・マターの切きり離はなしができるのかってことを、一言も話してないじゃないですか。できるんですよね？」

　ああ、なるほど。そういう話か。

　さっき所長さんが自分で言ってたが、この探偵事務所の仕事とやらはリメイン・マターを確保することなんだよな？　それが今は俺と同化しているらしいので、俺もここにいるが……そうなれば、まず真っ先に考えるのは『どうやればリメイン・マターと俺を切り離せるか？』ってことを議論すべきじゃないか。

　ただ、それを話さないのは『できないから』と思えなくもない。実際のところ、どうなんだ？

「できない」

　ああ、やっぱりな……と諦めかけた俺だが──。

「……わけじゃないがー……」

　──たっぷり間を空けて、渋しぶ々しぶとばかりに前言をひっくり返しやがった。

「できんのかよ！」

「すぐには無理だね。霊れい子し結合してるから……あー、そんな専門的な話は別として、ともかく切り離しをするには時間がかかる。それ相応の装置も作らなくちゃならない。早く見積もっても……んー、今から取りかかって三日はかかる作業だ。明後日くらいか。でもねぇ、その間、何も起こらないとは僕には思えないねぇ」

　今日を含めて三日……。それが早いのか遅おそいのか解わからないが、その間を我が慢まんすれば、俺はここで働く必要はないってことになる。

　ただ──。

「それまでに何かが起きる……と、所長さんは思ってるわけですか」

「可能性の問題だよ。最悪の事態を想定しておいた方がいいだろう？」

　それは確かにその通りだ。となれば、三日という時間は長すぎる。

「それにね、切り離すなら厳守しなければならないルールもある。ルールというよりも、約束事かな」

「約束？」

「リメイン・マターを使わないことだよ」

　そういうルールか。それなら別にたいした問題じゃないように思う。

「使い方なんて知りませんよ」

「だろうね。だからそれはたいした問題じゃない。起こり得る問題で一番大きいのは、リメイン・マターを狙う連中が手を出してくることだろうね」

　どうやら今の状況では、その危険性が一番大きいことのようだ。得体の知れない連中が現れるなんてことこそ眉まゆ唾つばな話だが、どうやらそれが本当に起こりそうだから困る。

「だったら所長。その間、わたしが神村を護衛します」

「え？」

「ほう」

　思わぬ柊の申し出に、正直びっくりした。所長さんも、少し驚いている。

「確かに柊くんなら同じ学校だ、四六時中の保護も可能だろう。それも悪くないが……それを決めるのはどちらにしろ神村くんだね。さて、どうする？」

　どうするもこうするも、俺の人生設計に探偵という職業に就つく選択肢はない。故ゆえにここで働くのは勘弁したい。そして何より、俺の入所を断固拒きよ否ひする柊の目が怖こわい。

　おのずと、出てくる結論はひとつしかなかった。

「三日……待ちます」

「そうかぁ～……」

「そうしなさい！」

　どこか残念そうに肩かたを落とす所長さんと、してやったりという柊が、実に対照的だ。

「僕としては、キミはなかなか優ゆう秀しゆうな逸いつ材ざいだと睨んでいたんだけどねぇ、そうと決めたのなら仕方ない。とりあえず、キミの基本的な保護は柊くんに任せよう」

　やれやれ、とばかりに落らく胆たんの色を表に出す所長さんは、おもむろに立ち上がった。

「それじゃ柊くん、後のことはキミに任せるよ。それと神村くん、これから三日の猶ゆう予よができたわけだが、その間で考えが変わったら遠えん慮りよ無く申し出てくれたまえ」

　どうやらそれでも諦めていないらしい。考えが変われば……と言ってるが、そんな心境の変化が俺に訪おとずれることはなさそうだ。何しろ今は「どうでもいいから穏便に事が済んでくれ」としか思っていない。

　今はね。
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　あまりにも現実味のない話を延々と聞かされた俺おれは、ようやくケッタイな探偵事務所から解放されて帰宅の途とに就ついた……わけだが、その傍かたわらには柊ひいらぎが並んで歩いている。

　何な故ぜ、こいつがまだ俺に付きまとっているのか。その理由は至ってシンプルだ。

「あんたの護衛をしなきゃならないでしょ」

　それは確かに柊が言い出したことであり、決して口先だけではない言葉であることを今まさに証明しようとしているようだ。

　それは大変有り難がたいことだが、これから俺は自宅へ戻もどるだけだ。もしやそこまで見送ってくれるんだろうか？　それにしては、無む駄だに大きな荷物を抱かかえているのが気に掛かる。

「重くないのか、それ？」

「そう思うなら持ちなさいよ。今日を含めた三日間、あんたの家で世話になるために、わざわざ日用品をあれこれ持ってきたんだから」

「ああ、なるほど……って、なんだと!?」

　ちょっと待て。こいつは何を言ってるんだ？　俺の家で世話になる!?

「家には親がいるんだぞ？　どう言い訳するつもりだ！」

「そこはあんたが何とかしてよ」

「俺に丸投げされても困るんだが……」

「仕方ないじゃない。いつ、どんなときに何があるかわからないんだしさ。何か起こったときにすぐフォローできるように、側そばにいた方がいいでしょ？」

　ああ、そうかい。そりゃもっともな理由だ。わざわざ俺の家まで来て護衛してくれるなんてな。そこまで仕事熱心だと、同い年としても感心するね。

「だからって家にまで来ることはないだろ」

「何で？　もしかしてあんた、家なら大だい丈じよ夫うぶとか思ってない？　それこそ甘あまい物の考え方ってヤツよ」

「甘いって、俺が何を甘く考えてるって？」

「リメイン・マターを狙ってる連中のこと」

「別に甘く考えてないけどさ」

　口ではそう反論したが、実際は……どうだろう、やはり甘くみているかもしれない。

　なにしろ話があまりにも突とつ拍ぴよ子うしもなさすぎる。現実に起こり得るとはどうにもイメージしにくく、気をつけろと言われても、何をどう気をつければいいのかさえわからず終じまいだ。危険度のランクで言えば、住宅街のど真ん中で噴ふん火かが起こるかも、と言われているのと一いつ緒しよのレベルだろう。

　そんなことをぼんやり考えていると、柊は聞いてもいないのに言い訳っぽいことを交えつつ、俺の危機感を煽あおろうとする。

「こっちもリメイン・マターの行方ゆくえを探すので手て一いつ杯ぱいで、それを狙ってた相手もよくわからないのよ。どんな奴やつらかもわからないし、どれほど非常識な連中かも不明なの」

「……下手すりゃ妖よう怪かいや物ものの怪けの類たぐいが出てくるってか？」

「かもねー」

　えらくオブラートに包つつんだ言い方をしてくれた。そもそも、どんな願いも叶かなえると風ふ呂ろ敷しきを広げられるところまで広げたリメイン・マターを狙う連中なんて、存在そのものが胡う散さん臭くさい。そんな胡散臭い連中を商しよう売ばい敵がたきの一言で済ませる柊たちの探偵事務所も胡散臭い。

「柊はどうしてあんなところで働いてるんだ？　何かこう、弱よわ味みを握にぎられてるとか、そういうこと？」

「弱味も何も、事務所の人員が不足してるからよ。動ける人間が動かないと仕方ないじゃない。親もあんなのだしさ」

　それはまた偉えらいというかなんというか……ん？　あんなの？

「あんなの……って、どんなのだ？」

「所長」

「あぁ？」

「父親なのよ、あたしの」

「……父親？」

「そう」

「そう……って、父親なのか？　あの人が？　え？　いやでも、苗みよ字うじが違ちがうよな？」

「そのあたりはちょっと複雑なの」

　詳くわしく話を聞けば、柊には実の両親がいないらしい。不ふ慮りよの事故で亡なくなり、親しん戚せきもいなかったので所長さんが引き取ってくれたようだ。ただ、柊自身は父親と言ってるが養子になってるわけでなく、戸こ籍せき上では他人のまま。だからこそ、苗字も違う。

「なんでも、一番最初の仕事仲間だったらしいのよ。あたしの実の親と所長が。そのときのことはまだ小さかったから、あたしってばさっぱり覚えてないのよね。これも所長から聞いた話だし」

「そうか。そりゃあ……悪いこと聞いたな」

「別に」

　なんとも気まずい思いを感じて俺がそう言えば、柊は予想に反して溜ため息いきを吐はくような口調で素っ気なく受け流し、ひょいと肩をすくめた。

「死んじゃったものは仕方ないもの。泣いて喚わめけば戻ってくるわけじゃないしね。あたしの中では区切りのついたことだし、あんたに気まずい思いをしてもらったって困るわ」

　思わぬ話の流れで自分の身の上話をする羽目になり、照てれ隠しでそんなことを……とも思ったが、柊の表情を見た限りでは、言葉通りの意味で良さそうだ。俺の読心術はそこまで正確じゃないから、実際には何を思っているのかはわからないけども。

「それよりさ、結局どーすんの？　あたしとしては、あんたを一人にするワケにはいかないんだけど。あんたの家がダメなら、あたしの家に来る？　そっちの方がより安全ではあるのよね」

　柊の家……ねぇ。確かにこいつの所なら、あの所長さんもいるわけだ。何がどう厄やつ介かいなのかわからんが、その商売敵とやらがいつ何時、どんな風に襲おそって来ても柊や所長さんがなんとかしてくれるだろう。

　ただ、三日間とはいえ、人様のところに厄介になるのは遠慮したい。しかもクラスメイトの女子の家だ。意識するなと言う方に無む茶ちやがある。

「おまえはどっちがいいんだ？」

「あたし？　そんなのどっちでもいいわよ。むしろ、ここでぐだぐだやってる時間がもったいないわ」

　至し極ごくまっとうな意見で、俺に判断を丸投げしてきやがった。

「んー……どうすっかなぁ」

「あのさー、男なんだから自分でビシッと決めてよ」

　……なんで柊に男としての在り方についてダメ出しを食くらわなければならんのだ？　そこまで言うのなら決めてやろうじゃないか。ああ、そうさ。俺だってどっちでもいいんだ。

「そっちの親公認でうちに来るなら何も言うこたぁない。わざわざ荷物まで持ち出したんだ、勝手にすりゃいいだろ」

「おっ、ちゃんと解ってるじゃない。これであたしの家で～……とか言い出したら、どうしてやろうかと思ってたわ。わざわざ荷物を持ってきてたんだしさ。じゃ、決まりね。早く連れて行きなさいよ」

　なんでこいつは、ここまでやる気があって偉そうに物を言うんだろう……なんてことを考えながら、俺は文字通り尻しりを叩たたかれそうな勢いで柊を家まで案内することになった。

　それにしても、どこまで深いところを考えているんだろうな、柊は。

　家に来るのも、何も遊びに来るわけじゃない。今日から三日間、俺の護衛という理由があって泊とまり込むわけだ。

　そういう理由があるからと言っても、結果として俺は、同い年の女の子を家に連れ込むことになっちまってる。親の目がある下で。

　横を歩く柊にそれとなく目を向ければ笑え顔がおを浮うかべていた。天てん真しん爛らん漫まんと称しようして間ま違ちがいない笑顔を浮かべているのには、どういう理由があるんだろう。そこまでして俺の家に来たかったんだろうか。

　それは……ない、だろうなぁ。

　結局は仕事なんだろう。仕事と思ってるから平気なんだな、こいつは。

　だったらこっちもそういうつもりで接するさ。何より、もうすぐ俺の家が見えてくる。今さらあれこれ考えたって遅すぎる。

「あそこだよ」

　余計な考えを打ち切って、見えてきた俺の家を指させば、柊は物もの凄すごく複雑な表情を浮かべて見せた。目の前の現実が判断できていないように、目をしばたたかせている。

「あそこに住んでるの？　え、ホントに？」

　柊がマヌケなことこの上ない声を漏もらしながら聞いてきた。

「まぁな」

「ここって、けっこうな高級マンションじゃなかったっけ？」

「さあ？」

「もしかしてあんたの家ってお金持ち？　セレブってやつ？」

「おまえの言うセレブってのがどういうイメージに基もとづいているのか知らんが、少なくとも、俺がバイトをしてまで家計を助けなきゃならん環かん境きようじゃないことは確かだ」

「へぇ～……ねぇ、神かみ村むら」

　あまり人様に見せられないようなマヌケ面でうちのマンションを見上げていた柊が、そのままの姿勢で人のことを呼びつけた。

「なんだ？」

「あたしと結けつ婚こんしよう！」

　……こいつはもしかして、いやもしかしなくても、正しよう真しん正しよ銘うめい、天然物のバカなんじゃないだろうか。欲望まみれの汚よごれた瞳ひとみの輝かがやきで、どうしてそんな台詞せりふを言えるかな？　それが世の中のアタリマエとは思いたくない。

「そりゃ別に構わんが、金を持ってるのは俺じゃないぞ。稼かせいでいるのは親の方であって、今の俺は箸はしにも棒にもかからないヤツだってことを忘れないでもらいたい」

「でも、最後にはあんたのとこに転がり込んで来るんでしょ？」

「知るか。うちの親のことだから、残していても仕方がないと言い出して一円残らずどこかにばら撒まきそうだけどな。俺だって、端はなっから親の金は期待しちゃいない」

「へぇ～、親のスネかじりにはならないってわけ？　意外と偉いじゃん」

「くれるってんならもらうさ。ただ、そんな保証がないから期待してないだけだ」

「なんだぁ～……じゃ、いいや」

　どうやら柊との婚こん約やくは、あっさりご破算になったらしい。嬉うれしいやら悲しいやら、何はなくとも、誰だれに許可を取ればコイツを殴なぐっていいのか是ぜ非ひとも教えてもらいたい。

「でもさ、今はあんたもその恩おん恵けいを受けてるわけじゃん？　ってことは、部屋の中もそれなりに豪ごう華かでリッチなの？」

「普ふ通つうじゃないか？」

「なんて言うか、あんたの『普通』がどういう認にん識しきに基づいているのか疑わしいわね。ま、いいわ。行ってみればわかるもんね。んじゃ早く行きましょうよ。こういうとこ、興味あんのよねー。うちはほら、ボロビルだからさ」

　萬よろ屋ずやの事務所ビルのことを言ってるなら、どこと比べてもあそこはボロボロだと思う。

　妙みような道具を使う探たん偵てい事務所に所属しているのに、柊にしてみればこっちの方が気になるらしい。人の手を引っ張って先を急ぎ、エントランスのキーロックを早く打ち込めと急せき立てられ、ロビーに入ればエレベータに一直線だ。

　住んでいるのは十二階の一二〇二号室。そこまでは柊も知らないだろうから俺が階数ボタンを押おし、本当に動いているのか震しん動どうも感じないほど滑なめらかにエレベータが動き出す。

　さて、そろそろ真ま面じ目めに親への言い訳を考えなくてはならん状況になって来たな。

　何故だろう、何も悪いことはしてないのに、隠しようのない悪さをした挙げ句、怒られるのが嫌いやで家を飛び出した子供が、夕飯時になって泣く泣く家に戻ろうとしている気分になってきた。こんな気持ちは幼少時代に感じて以来だぞ。

「何やってんの？」

　エレベータを降りて、玄げん関かん前まえでカギを鍵かぎ穴あなに差し込むのを躊躇ためらっている俺に、柊がどうしてそこまでと思えるような、あっけらかんと何も考えず、平へい々へい凡ぼん々ぼんとした態度を維い持じしつつ、不思議そうに小首を傾かしげて声を掛けてきた。

「……事ここに至り、どんな言い訳をしようか悩なやんでいるんだ。もうちょい待て」

「まだそんなこと言ってんの？　情けないわねぇ。こんな美少女を連れて帰ったんだから、親だって赤飯炊たいて喜んでくれるわ」

　そんな親は願い下げだ。

「ぐずぐずしてないで、ほら行くよ」

　俺の苦く悩のうなんざ、どうでもいいらしい。人からスルリとカギを奪うばい取とり、あっさり玄げん関かんを開けやがった。

「お邪じや魔ましまーす。んもう、あんたもほら、自分の家でしょ？　帰ってきたんだから、ちゃんと挨あい拶さつしなさいよ」

　何で俺は自分の家に帰ってきただけなのに、お客様の柊に怒られてるんだろう。こんな状況に辟へき易えきしつつも、言ってることは間違っちゃいない。

「……ただいま」

　溜息混じりに四文字の定型文を口にすると、俺の声に──というよりは柊の声に反応してか──奥おくからうちの母親が顔を出してきた。

「あら。あらあらあら。ちょっとゆーちゃん、そのお嬢じようさん、どうしたの？」

　おかえりの言葉もなく、柊のことが先に口を割って出てきますか。百歩譲ゆずってその疑問が先に出てくることに納なつ得とくしてやるが、せめて煎せん餅べいくわえながら出て来ないでくれ。

「……ゆーちゃん？」

　一番疑問に思ってもらいたくないところを、柊はピンポイントで食い付いてきやがった。

「……昔っから母さんは俺のことをそう呼ぶんだ」

「……へぇ～……あたしもそう呼んであげよっか？」

「だったら俺はおまえのことを、みーちゃんとでも呼べばいいのか？」

「あー……ないわ。高校生になって、そりゃないわ」

　やっぱりないよな、どう考えても。

「えーっと、母さん。こいつは……」

　ここまで頭脳をフル回転させているのは、いつ以来だろう。母親を前にすれば上う手まい言い訳も出てくるかとタカをくくっていたが、さっぱりだ。高校入試のときでも休んでいた怠なまけ者な脳のう細さい胞ぼうは、休ませすぎでちっとも働いてくれない。

「初めまして、おばさま」

　上手い言い訳が思い浮かばずに脳内で右往左往していたその一いつ瞬しゆんに、柊が『喜色満面という言葉は自分のためにある』と宣言するかのような笑えみを浮かべて割って入ってきた。

「あたし、柊美み鈴すずと申します。神村くんとは親しいお付き合いをしていただいておりまして、えっと、今日から三日間、お世話になります」

　絶句した。いや、そんな言葉では生ぬるい。ある種、柊を除く世界そのものが停止した。俺はもとより、母さんの方もくわえていた煎餅を落としそうなほど、愕がく然ぜんとした面おも持もちを見せている。



    

  
    
      「あ、あれ？　あたし、何かおかしなこと言いました……か？」

　誰がどう考えても常識的におかしい。そもそも、そのお淑しとやかで真面目さを装よそおった佇たたずまいを、正気になれと頬ほおを張はり倒たおして修正したくなるほどおかしい。

「あのぅ、もしかして聞いていらっしゃらないのでしょうか？　今日から三日間、うちの親が旅行に出てしまって、あたしが一人きりになってしまうこと……」

　絶句している俺と母さんを後しり目めに、柊が訳のわからん身の上話を始めやがった。

「神村くん、最近世間は何かと物騒だからって、うちに来てくれると言ってくれたんですけど……でも若い男女が二人きりでひとつ屋根の下って言うのは……その、世せ間けん体ていもありますし、何よりうちの親が厳しくて、それはそれでちょっと困ったことに……。そうしたら神村くん、それならうちに来ればいいよ、って……あの、お邪魔でしたでしょうか？」

　なんというストーリー構成能力。俺が言葉につまっている間に、こいつはそんな話を口が開くに任せて組み上げちまった。

「あー……ええっと、ちょっ、ちょっと待ってくださる？　ちょっと、ゆーちゃん」

　いきなりヘッドロックを掛けられて、玄げん関かん先さきから柊に声が届かない距きよ離りまで引きずり込まれた。靴くつくらい脱ぬがせてくれてもいいだろうに。

「いったいどういうこと!?　お母さん、聞いてないわよ。あの子の言うこと、本当なの？」

「え？　あー……」

　この追及を、果たしてどんな言葉で回かい避ひしようか。柊が口にしたストーリーは多少の無理が感じられるものの、そこまでぶっ飛んだ設定じゃない。が、あいつの話を肯こう定ていすれば、それはつまり、俺と柊が清い男女交際をしている設定が成り立ってしまう。

　ちらりと柊に目を向けて見れば、それはそれは剣けん呑のんな目つきで俺を見ていた。心の声を代弁すれば「あたしがここまで話を振ふってやったのに、それをフイにしちまうようなボケた真ま似ねはしねぇだろうな？」と言ったところか。

　どうやら話を合わせておいた方が、我わが身みに降りかかる災難は少なく済みそうだ。

「うん、まぁ……そういうこと」

「じゃあ何？　あの娘むすめさん、ゆーちゃんのコレなの？」

　ヘッドロックを仕し掛かけたまま、俺の目の前に小指をちらちら見せないでくれ。我が親ながら、それはなんというか下品すぎる。

「ええっと……状じよう況きようから察するにそういう結論に達しても概おおむね間違いではないかと……」

「よくやった！」

　ようやくヘッドロックを解除されたかと思えば、力任せに背中を叩かれた。

「んもー、お母さん心配だったのよぉ～。ゆーちゃん、高校二年生にもなって浮いた話のひとつもないんだもの。もしかして、女の子に興味を持てない倒とう錯さくした性せい癖へきなんじゃないかって心配してたんだから」

「そうかそうか、母さんは俺をそういう目で見ていたわけか。親でなけりゃ訴うつたえてるところだぞ」

「いいわよおっけーよ、ゆーちゃん。そういうことならぜんっぜん問題ないわ。お母さん、歓かん迎げいしちゃうから」

　いや、歓迎しなくていい。頼たのむから歓迎しないでくれ。あれはもう、幽ゆう霊れいやニュートリノのように、目に見えない存在だと思ってスルーしてくれても構わないから。

「それじゃ……ええっと、柊さん。ご免めんなさいね、ゆーちゃんったら何も言ってなかったものだから。今日から三日間ね。いいわよ、全然問題ないから」

　柊の戯ざれ言ごとを真に受けた母さんが、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら俺をぽいっと放ほうり捨てた。

「本当ですか？　ありがとうございます。お邪魔にならないように家事とかお手伝いいたしますので、何でも言ってください」

「いいのよ～、そんなこと気にしなくて。おほほほほ」

　俺もそろそろ、何かにつけて流されやすいこの性しよ分うぶんを改めた方がいいのかもしれん。うちの親と気さくに会話しつつも、こっそり俺に向かってＶサインを見せてる柊を前にすりゃあ、心の奥おく底そこから真しん摯しにそう思う。

「ああ、でも」

　すっかり意気投合している二人だが、ふと母さんが何かに思い至ったような顔をしてみせた。柊がうちに居い座すわることができる第一関門を突とつ破ぱし、次に来るであろう壊かい滅めつ的てきな問題点に、母さんも気付いたんだろう。そこはさすがに親子と言うべきか。

「柊さん、夜はどうしましょう。滅めつ多たにお客様が泊まりに来ることもないから、客室なんてないのよ。うちに来た理由が理由だし、ゆーちゃんと一緒なのはダメよね」

「え？　あ～……ええ、はい」

　さすがに柊も、寝ねるときまで俺と一緒にいることには抵てい抗こうがあるようだ。もしこれで「構いませんよー」とか言いだしやがったら、さすがの俺でも一言物申していただろう。

「どうしましょ。わたしの寝しん室しつで一緒には嫌でしょう？　居間にお布ふ団とん敷しいてもいいけど」

「いいよ、母さん。姉さんの部屋があるだろ。そこを使わせよう」

「えっ？」

　母さんは驚おどろいた顔を見せるが、けれど仕方がない。空いてる部屋と言えば、この家にはそこしかないんだ。

「ゆーちゃんがそう言うなら、それでいいけど……。そうね、仕方ないか。柊さん、このえの部屋を使ってちょうだい。ほら、ゆーちゃん。案内してあげて」

　言われるまでもない。いつまでも玄関先で柊と母さんの四よ方もや山まば話なしに付き合ってるのも不毛だし、切り上げるには頃ころ合あいだろう。

　俺は柊の荷物を取って歩き出し……ふと、最後の難関が残っていることを思い出した。

「そういえば……ええと……父さん、は？」

「あら、聞いてない？　今日から出張よ。今度は中南米だって」

「ああ……そうなんだ」

　父さんが何の仕事をしているのか、詳しく聞いたことはない。聞いてもちゃんと話してくれたことがないからだ。

　おかげで自分の父親の仕事についての作文という宿題に、えらく手間取ったことを覚えている。そのときは『世界を飛び回るビジネスマン』などと、母親に言われたままに書いてお茶を濁にごしたが……何であれ、立派なマンションに親子三人で暮らせるだけの稼ぎを出していることだけは間違いない。

　今回もそんな仕事なんだろう。だから家にいない。母親への言い訳は柊の機転で切り抜けて、父親へは言い訳せずに済むのは有り難い。

「ほら、ここだ」

　四年ぶりに自分の手で開いた姉さんの部屋の中は、主あるじ不在のままでも綺き麗れいに片付けられていた。散らかすヤツがいないのもあるが、母さんがこまめに埃ほこりを払はらっているんだろう。

「あのさ」

　さっさと部屋の中に入った俺と違って、柊は動かない。姉さんの部屋の前で、躊躇ためらいがちに声を掛かけてきた。

「ここ、事務所で話してた……えっと、いなくなったお姉さんの部屋でしょ？　あたしが使っていいの？」

　それはもしや、こいつなりに気を遣つかっての発言なんだろうか。そんなことを言い出すとは、正直驚いた。

「何をいまさら遠慮してんだ？　使われないより使った方がいいんだよ。よく言うだろ、主のいない家は廃すたれるだけってな」

「あー……うん、なんかごめん」

「何が？」

「ん、何となく」

　何となくで謝あやまられてもな、言われた俺は何て答えりゃいいのかさっぱりだ。

　もっとも、柊にしてみれば俺のコメントなんて聞きたいわけでもなく、ただ自分の気持ちの整理でそう言いたかっただけなのかもしれない。

　その一言で踏ふん切ぎりが付いたのか、最初の戸と惑まどいを微み塵じんも感じさせない図ずう々ずうしさで姉さんの部屋に足を踏み入れ、まるで我が家やのようにベッドの上に腰こしを下ろして周囲を見み渡わたし……何だろう、眉まゆ根ねに皺しわを寄せている。

「どうした？」

「何か初めて入った気がしないわ。あたしの部屋に似てるからかな？」

「へぇ」

　自じ慢まんじゃないが、俺はこの歳としになっても未いまだかつて同年代女子の部屋に足を踏み入れたことはない。入ってもせいぜい身内の部屋くらいだ。つまり、この部屋。

　それでも敢あえて言わせてもらえば、お世辞にも色気のある部屋じゃない、と思う。

　ファンシーという言葉とは対極に位置しそうなくらい、シンプルかつ素っ気ない部屋なんだ、姉さんの部屋は。ベッドがあって勉強机があってタンスがあって本ほん棚だながあって……とね。それらの家具も見た目よりは性能重視だし、何より本棚にはマンガの一冊もない。小難しい辞典や実用書ばかりだ。

　そんな部屋と、柊の自室は似ていると言う。まぁ……柊の部屋がピンクできらびやかな乙女おとめちっくな部屋でもドン引きするが。

「なによ？」

　俺の複雑な心境が表情に出ていたのか、柊が不ふ審しんな目を向けてくる。

「あ、いや何でも……ああ、そういえば」

　話をごまかすつもりで、適切な話題がひとつだけ見つかった。

「おまえ、うちの姉さんに会ったことあるのか？」

　柊の義父、萬屋の所長さんの話では、姉さんは所長さんの下で働いていたらしい。だとすれば、こいつはうちの姉と会っていてもおかしくない。実は入学当初からあなたのことは知ってました──なんてサプライズはないんだろうか。

「ううん、あたしは会ったことないわ」

　ないらしい。

「あたしが働きだしたのは、ホントつい最近。人手不足になったから駆かり出されたって話したでしょ？」

「その駆り出された理由が、姉さんがいなくなったから？」

「違うわよ。あんたのお姉さんがいなくなったのって四年前なんでしょ？　あたしが働きだしたのって先月の末くらいからだもの。ええっとね、うちの事務所は基本二人一組で動くことになってるんだけど」

　ベッドの上に座すわっている柊は、会社案内のパンフレットに書かれている内容を記き憶おくの引き出しから探し出そうとするように視線を宙に漂ただよわせつつ、おもむろに枕まくらを引っつかんで抱だきかかえた。

「フォワードとバックアップって感じかなぁ。さっき、あんたも事務所で会った零れいさんがフォワードの一人。もう一人いるんだけど、今はちょっと出張中でさ。そんで、あたしの業務は基本的に二人のバックアップ」

「おまえ一人で？」

「本当は別の人がいたのよ。たぶんそのバックアップが、あんたのお姉さんとあたしの前任の人だったと思うわ。でもその二人がいなくなって、あたしが駆り出されたってわけ」

　うちの姉さんが探偵事務所で仕事をしていることにも驚きだったが、それが人のサポートをする事とはね。何事もそつなくこなす人だったからそういうことも手て際ぎわよくやってたと思うが……実際、何をやってたんだろう。

「バックアップって、何やってんだ？」

「そうね……零さんがぶっ壊こわしたものを直すとか、荻おぎ窪くぼさん……ええっと、今出張中の人が仕事で使う情報を集めたりとか、かな？」

「ぶっ壊したものを直す？」

　探偵ってのは……なんだろう、情報そのものが商売品って感じがするから、情報収集はすんなりイメージできる。だが、壊したものを直すってのが、よくわからない。

　柊の事務所は何かしらの修復作業でも請うけ負っているんだろうか。そういう作業と『探偵』って単語の持つイメージは、俺でなくたって結びつかないだろう。

「あんたももうわかってると思うけど、うちが扱あつかう事件は特とく殊しゆなものが多いの。あんたと同化しちゃったリメイン・マターみたいなものとかさ。そういうものを狙ねらってくる奴らが友好的であることはまずないから、そういうのに対たい抗こうした結果としてちょっとやりすぎることがあるだけ。荒あら事ごと担当は零さんなんだけど、見境ないから」

「あの人が？」

　柊が言う『荒事』とやらがどのレベルのものか知らないが、少なくともあの酔よっぱらいを見る限りでは、そういうのに対応できるとは思えない。

「人は見かけによらない典型なタイプね。あの人が酔っぱらってるのは平和な証しよ拠うこよ。そうでなければ……そうね、あらゆる意味で最強かも」

「最強ねぇ……」

「でまぁ、見境なくぶっ壊すこともあるから、それを直すのがあたしの役目。あんたのお姉さんも、そういうことしてたんじゃない？」

「どうやって何を直すんだ？」

「これを使って」

　そう言って、枕を抱えていた柊が取り出したのは一枚の紙。刻印護ご符ふ──と、その紙のことを所長さんは呼んでいた。

「この紙は書かれてあることを具象化するの。と言っても普通の文字じゃ反応しなくて、点と線と面で表すわけよ。それがまた、えらく繊せん細さいなもんでさ。点の大きさや線の長さ、面の広さが違うだけで意味が変わっちゃうの。ええと、これはあれこれ口で言うより、実際やってみた方がいいかな」

　そう言うと、柊は抱えていた枕を力任せに引ひき裂さきやがった。

「何やってんだよ!?」

「だから、実際にやって見せてあげるっての。こうやってね、壊れたものに護符を張り付けて、適切な文字を書いて……で、紙を破く」

　説明しながら、その通りのことを引き裂かれた枕に施ほどこし、紙を破った──その瞬しゆ間んかん、目の前で枕が引き裂かれる前にまで戻った。

「おおっ、すげえ」

「……なんかリアクション薄うすいなー」

「いや、マジで驚いてる。驚きすぎて、どういうリアクションを取っていいのか解わからんくらいだ」

「対象に張り付ければそれだけを、張り付けずに使えばこの部屋の中っていう空間でものを直すの。ただ、野外だと空間の限定がなされないから効果が曖あい昧まいになるし、下手すれば暴走するから注意が必要よ。あと、護符は護符で直すことができないわね。例外はそのくらいかしら？」

「どうなってんだ？」

「魔まじ術ゆつ……ってことらしいわ」

　そういえば、所長さんも同じことを言っていた。起動原理は魔術と一緒、だったかな。

「魔術って……つまり、ゲームとかに出てくるような代しろ物ものと同じ？」

「そういうこと」

　あっさりと頷うなずかれて、果たして俺はどういうコメントを口にするべきだろう。事ここにいたり、今さら疑うつもりはないが……それでも目の前で造作もなく見せつけられてしまうと、限りなく現実味がない。

「魔術って何なんだ？」

「さぁ？　あたし自身はそんなもの使えないから実感湧わかないけど……そうね、所長が言うには『他よ所そから大きな力を借りてくるもの』って言ってたかしら。それが別世界だろうが超ちよう常じよう的な何かでもいいから、とにかく『そういうものがある』ってことを認識するのが、魔術を使う第一歩なんだって。それを認識し、生命力をフィルターにしてこの世界に引っ張り出したものが魔術──とかなんとか」

　柊の説明は、難しい論文を理解せずにそのまま暗唱しているようでもある。とても本人が理解した上での説明とは思えない。

「今の世の中、魔術を使える人なんていないし、廃れた能力ね。でもそれを眠ねむらせたままにしておくのはもったいないから、こういう道具を使った技術にしたの。誰にでも魔術を使えるようにするために。ああ、そうだ。魔術で思い出したんだけど」

　護符をしまって、柊が次に取り出したのは指輪だった。

「これ、所長から預かってきたの。魔ま導どう具ぐなんだけど、身につけといて」

　いきなり指輪を投なげ渡わたされて身につけろと言われても。しかもそれが魔導具なんぞと呼ばれているものなら、躊躇って当たり前だ。

「どういう代物なんだ、これ？」

「ひみつー」

　人が真面目に聞いてみれば、柊はムカつくくらいふざけた調子で返して来やがった。

「…………」

「ま、呪のろいがかかってるような代物じゃないことは間違いないわ。いいから身につけときなさいって」

　俺が渋しぶい表情を浮かべていたからか、柊がフォローになってるようななってないような言い訳をする。

「とは言うけどな」

　いまいち柊の発言に信用が持てないのだが、拒きよ否ひったところで聞き入れてもらえそうにない。仕方なく、左手の薬指にはめ込んでみた。

「なんでそこなのよ」

「ぴったり合うのがここなんだよ」

「まぁ……だったら仕方ないけど。ともかくそれ、いざというときの緊きんき急ゆう用だから。ヤバイと思ったら外しなさい」

「へぇ」

「って、今ここで外すな」

　俺が指輪に手を掛けようとしたら、柊にぱこーんと小こ突づかれた。

「そんなロクに説明もできないような代物を外そうと思って何が悪い！」

「だからぁ、世の中には知らない方が幸せーってこともあんのよ」

　それは確かにその通りかもしれないが、この指輪についてはちゃんと説明してもらいたいんだけどな。

「使わないで済むなら、それに越こしたことのない効果ってことだな？」

「そゆこと」

　そんなもんを人に渡すってのはどうかと思う。言っても無む駄だっぽいので何も言わないが……それにしても柊は、こういう代物をどう思ってんだろうな。自分で「知らない方が幸せ」と言うようなもんが身近にあって、よく平気でいられると思う。

「なぁ、柊」

「ん？　何よ」

「おまえは何で、あんな事務所で仕事を続けてるんだ？」

「え？　うーん……抜ぬけ出せないのもあるけど……そうね」

　復元した枕を再度抱きかかえるその姿は、はて、どこかで見たことがあるような既き視し感かんを覚える。

「自分の信念を貫つらぬき通したいから……かな？」

「なんだそりゃ？」

「ふっふーん」

　さっぱり要領を得ない言葉で笑う柊だが、その表情と枕を抱かかえる仕草がひとつになって、俺は別のことを思い出した。

　そういえば、うちの姉さんも人にあれこれ話をするときは、こんな風に話していたな。



    

  
    
      三章　気まずい誤解と襲撃者





　さすがに一日目の夜に何かが起きるわけもなく、俺自身、あまり危機感を抱くこともないままで翌日を迎むかえた。

　柊ひいらぎはうまく猫ねこを被かぶってるようで、母親と意気投合しているようだ。思ったよりも気を利きかせて家事手伝いをしてくれている。それでわかったことだが、あいつはかなり家庭的なヤツってことだった。

　料理ができる。掃そう除じもする。それらを要領よくこなして無駄なく動ける。自分と比べても、立派なもんだと思わずにはいられない。

「だってあたし、ほとんど一人暮らしだもの」

　朝の登校中に、思った感想をそのまま述べれば、柊は「できて当然でしょ」と言外に含ふくませてそう答えた。

「事務所ビルの最上階、ワンフロアがまるまる居住スペースになってるんだけどね、そこがあたしの部屋。所長は四階で、三階は空き部屋になってんの」

「所長さんと一いつ緒しよに住んでるわけじゃないのか」

「だって所長、いつも地下のラボにこもってんだもの」

「ラボ？」

「探偵って肩かた書がきだけど、本人は科学者を気取ってるみたいよ」

　なんだかいろいろな仮面を持ってるな、あの所長さん。いったいどんな人生を歩んでああなっちまったんだろう。興味はあるが、自分もああなりたい、と思えないのが幸いか。

「あ、そうだ」

　ふと足を止めて、柊が通学鞄かばんとは別に持っていた巾きんち着やく袋ぶくろを俺に差し出してきた。

「はいこれ」

「何だ？」

「お弁当」

「弁当？　え、俺に？」

「そ。あんた、いつも学食でしょ？　だからさ、たまにはこういうのもいいじゃない」

　確かに俺はいつも学食で、それは親の苦労を慮おもんぱかってのことではなく、単に冷えた食事よりも味がイマイチながら温かい食事の方が好きだから、って理由がある。あるんだが……。

「これ、誰が作ったんだ？」

「あたしに決まってんでしょ」

　だよな。この話の流れから、柊以外の誰が作るんだって話だよな。

　──柊の手作りか……。

　クラスメイトからこうやって弁当を渡される日が来るとは夢にも思っていなかった。そう思うと気き恥はずかしさも感じるのだが、ここは素す直なおに、感謝の言葉を交えつつ受け取るのが礼れい儀ぎってもんだろう。

「ありが──」

「あっ、神かみ村むらくん。柊さん！」

　と、受け取ろうとしたそのタイミングを見計らうように声を掛けられて、俺おれの動きがぴたりと止まった。

「あ、詩し織おり。おはよ～」

　お弁当の受け渡しシーンを目もく撃げきされて固まってる俺とは違い、柊は声をかけてきたクラスメイトにも平然と挨拶をしている。

「おはよう、じゃないわよ。昨日はどうしたの？」

「あー、ちょっとね。ごめんごめん、このバカが困ったことしてくれやがってさ。まぁ、でもそれは何とかなったから」

「そうなんだ。えっと……」

　柊の適当極きわまりない言い訳でも納得する姿勢を見せている坂さか崎ざきは、どうやら別のことに気を取られているようだ。笑え顔がおを維持しつつも、どこかしら困ったニュアンスを漂わせて固まっていた。

　こいつが何を考えているのか、俺にはわかる。

「どうしたの？」

　けれど柊はわかってないらしい。

「えっと……柊さん、神村くんに何を渡そうとしているの？」

「ん？　ああ、これ？　お弁当」

「それって……何で？」

「何でって、そりゃだって今は神村の家で、」

「おおおぉぉぉいいいぃぃっ！」

　さらりと爆ばく弾だん発言を投下しそうになった柊を、俺は問答無用で羽は交がい締じめにした。いったい何を言い出すつもりだったのかは聞くまでもない。聞きたくもない。

「……おまえは守秘義務を堅けん実じつに守るタイプじゃなかったのか。坂崎に何を言うつもりだったんだ、こら」

「……なに心配してんのよ。リメイン・マターのこととか、詩織に話すわけないでしょ」

「……そういうことじゃなくて、それ以外のところにも注意を払えよ」

「あ、あのさ、二人とも」

　俺と柊がこそこそ話をしていれば、坂崎は決まり悪そうに声を掛けてくる。こっちもかなり気まずい。

「もしかして二人……付き合ってたり、とか？」

「それはない」

　探さぐるように、あるいは言葉を選ぶように、はたまた遠えん慮りよがちとでも言うのか、問いかけてくる坂崎の言葉を、俺は即そく座ざに否定した。

　そりゃそうさ。刺し激げきの少ない学園生活を送っている健全な高校生にとって、色いろ恋こい沙ざ汰たの話題は格好のゴシップネタになる。その手の話で注目の的になるのは本意ではないし、事実として俺と柊の間に甘あま酸ずっぱいストーリーは存在しない。

　だいたい、うちに柊を居させるために母親を納得させる……ええと、俺と？　柊の？お付き合い？　みたいな設定は、柊自身が作ったフィクションなんだ。事実とは明らかに異なっているじゃないか。それを家の外にまで持ち出すのには抵抗がある。

「俺と柊は別にそういう関係じゃなくて……なぁ？」



    

  
    
      「……ま、そーね」

　同意を求めて話を振れば、けれど柊はご機き嫌げん指数を急降下させているような、憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべていた。何だこれ？

「あー……なんか、ごめん。二人が付き合ってるのって内ない緒しよの話だった？」

「あー、もう違ちがうって」

　柊の急な不ふ機き嫌げんに俺が戸惑っている暇ひまもなく、何かを吹ふっ切るように、申し訳なさを醸かもし出す坂崎に、柊は笑顔で応こたえた。

「あたしが神村と付き合ってるわけないじゃない。一緒にいるのも偶ぐう然ぜんよ、ぐーぜん」

「え、で、でも……」

「いいからいいから。ほら、早く行かないと遅ち刻こくしちゃうよ」

　つまらない話はこれまでと言わんばかりの柊は、言い淀よどむ坂崎の背中を押してさっさと校門をくぐり、俺を置いて行ってしまった。

　えーっと……まだ弁当を受け取ってないんだが……昼はどうすりゃいいんだ？





　どうするのか結論が出る間もなく、午前中の授業はあっという間に過ぎ去った。

　もともとそうするつもりだったのか、それとも朝の一幕があったからなのかはわからないが、柊は教室内ではいつも通りの対応で俺に接していた。接していた、と言っても、これまであまり会話もなかったんだから、有あり体ていに言えばお互たがいに不干かん渉しようを決め込んでいるようなもんだ。

　それであいつはいいのかもしれないが、こっちとしては、それだとどうにも落ち着かない。何しろ俺は、リメイン・マターとかいう訳のわからないものと融ゆう合ごうしかけていて、それを狙う奴やつらがちょっかいを出してくるとまで言われているんだ。

　そんなのが本当に現れるのかわからないが、それでも護衛役の柊に素っ気ない態度を取られていると、胸の奥おくにモヤモヤとした不安が募つのってくる。

　別に弁当のことはどうでもいいんだ。それはどうでもいいから、護衛役を自ら名乗り出た以上、それらしい態度を取ってくれと言いたい。言ってやりたい。

「ふぅ……む」

「あの、神村くん」

　俺がため息を吐はき捨てるのと坂崎が声を掛けてきたのは、ほぼ同時だった。

「ん、なに？」

「ちょっと……いいかな？」

　声を掛けてきた坂崎は、伏ふし目がちの遠慮がちという、いつにないよそよそしい態度を見せていた。

「別にいいけど、なに？」

「えっと……その、午後の授業で使う教材をね、今から取りに行くの。手伝ってもらえないかな～って……ダメ？」

「えー……」

　俺はちらりと教室を見渡した。もっとピンポイントで言えば、柊の姿を目に留とめる。あいつはあいつで、他のクラスメイトと談だん笑しようしながら昼食中だ。それで気付いたんだが、広げてる弁当は朝に俺へ渡そうとした弁当じゃないか。

　ほほう、そうか。そうかそうか、そういうことをするわけか。

「いいよ、そんくらい。購こう買ばいで何か買ってこようと思ってたしな」

「そうなの？　じゃあ、そっち寄ってからでいいから……ごめんね、ありがとう」

　心底申し訳なさそうに重ねて礼を言う坂崎だが、そこまで低姿勢で来られるとこっちの方こそ申し訳なく感じてしまう。クラスメイトにそこまで気を遣う必要もないのに。

「んじゃ、さっさと行こうぜ」

　俺は坂崎と一緒に、教室を後にした。出る間ま際ぎわ、もう一度だけ柊をちらりと見たが、あいつはこっちのことを微み塵じんも気にしてないようで、目が合うことさえなかった。

「やっぱり気にしてるね」

　購買で余り物としか思えないコッペパンの支し払はらいをしていると、坂崎がそんなことを言ってきた。

「え、何が？」

「あのね、朝のこと、柊さんも言ってたの」

「朝？　ああ……」

　気にしてるって、朝の弁当の受け渡しのことを言ってるのか。あまりにも時間が経たちすぎて、何のことを言ってるのかすぐにはわからなかった。

「朝、神村くんと別れた後に柊さんったら必死になってたのよ。あたしたちは何でもないんだ、お弁当だって見せてただけだ……って」

　それで柊は、あの弁当を自分で食べてたわけか。そういうことなら……まあ、俺に渡せなくなってるよな。

「でも、それってホント？」

「柊がそう言ってたんだろ？」

「そうだけど……神村くんも、そう言うの？」

「そりゃそうさ。実際、柊はあの弁当を喰くってたじゃないか」

「そっか……そうだね、あのお弁当だったよね……よく、見てるんだ……柊さんのこと」

　問われて俺は、そっとため息を吐いた。坂崎が何を気にして、しつこいくらいに俺と柊のことを問い質ただしているのかさっぱりわからん。

　確かに俺は、昨日より柊のことを気にしてる。けれどそれは状況がそうさせているのであって、気にしないで済むならそうしていたい。

　けど、その辺りの事情は人に言えるもんじゃないんだ。ただのクラスメイトである坂崎が相手なんだから、尚なお更さらだ。言えない話をしつこく聞いてこられても、こっちのフラストレーションが溜たまるだけで、双そう方ほうにとっていいことにはなりゃしない。

「ほっといてくれ。坂崎には関係ないだろ」

　だから俺の口を割さいて出てくる言葉も、突つき放はなしたような辛しん辣らつなものになっちまう。

「関係ないって……そんな……そっか、そうだよね……」

　震ふるえる声こわ音ねに、息が止まりそうになった。まさか今の一言で坂崎がそうも落ち込んだ声を出すとは想像もしていなかった。

「いや……だから、」

「あ、そうだ！」

　我知らず、自分の行いをフォローしようとする言葉を口にしようとしたが、坂崎は無理に元気を出しているような声で遮さえぎってくる。

「資料室のカギ、先生から借りてくるの忘れちゃってた。ごめん、先に行ってて」

　そんな言葉を残し、こっちが何かを言う前に坂崎は小走りで去って行ってしまった。

　失敗したな、と。

　心の奥底からそう思う。できることなら時間を巻まき戻もどしてやり直したいが、けれどそういうことができるわけもなく、ただただ後こう悔かいの念だけが、ぼた雪のように心の奥底に重く降ふり積もっていく。

　いくら何でも、坂崎にああもキツく当たる必要はなかった。適当に笑いながら受け流しておけばよかったし、いつもの俺ならそうしていたはずだ。

　にもかかわらずそれが出来なかったのは……どうなんだろうな、やっぱりリメイン・マターとか柊のこととか、そういう厄やつ介かい事が我知らず重圧に感じているのかもしれない。

　そんな自己分ぶん析せきを行ったところで後の祭りだ。とにかく今は、言われたとおり資料室に向かっておこう。それで坂崎が戻ってきたら謝っておくか。

　購買で買ったコッペパンを紙パックの牛乳ともども胃の中に押おし込み、こういう用事でもなければ人が来ない校舎の外れにある資料室前までたどり着く。

　昼休みで生徒がざわめく音も、どこか遠い。坂崎もまだいないが、職員室に寄ってくるんだから当然だ。もうすぐ来るだろうし、それまでには謝罪の言葉を考えておこう。

「はぁ～……」

　多くなるため息も、これで何回目だろう。資料室のドアに寄りかかって肺の空気すべてを吐き出すような特大のため息を吐いたそのとき。

　がらり。

　と、寄りかかっていた資料室のドアが開いた。

「ぉわっ！」

　無防備に全体重を預けていた俺の体が、背中を床ゆかに打ち付けるほどの勢いで倒たおれた。

「痛ってぇ～……なんだよ、開いてんじゃねぇか」

　打ち付けた背中をさすりつつ、愚ぐ痴ちにもならない台詞せりふをぼやいて体を起こす。埃っぽい資料室の中は多た彩さいな教材が放ほうり込まれていて窓を遮り、そのせいかやけに暗かった。

　電気を付けようと入り口側にあるスイッチに手を伸のばそうとして──カツン、と室内から響ひびいた音に動きが止まる。

「こんにちは」

　響いたのは女の声。視線の先に、その女はいた。

　生徒じゃない。制服を着てないから、それは間ま違ちがいない。かと言って教師にも見えなかった。モデルのように整ったプロポーションに、そのことは本人も自覚済みと言わんばかりの扇せん情じよ的うてきな格好は、目のやり場に困る。何より、そんな格好をしている教師の姿は、俺の記憶の誰だれとも合がつ致ちしなかった。

「ええっと……どちら様でしょう」

　口にして、胸中に広がるのは嫌いやな予感。何かの話で耳にしたか目にしたか忘れたが、美人とバラにはトゲが付きものだってことを、今のこのときになって思い出した。

「自己紹しよ介うかいをしたいところではあるけれど、世の中には知らない方がいいってこともあるのよ、ボウヤ」

　少し前に柊が言ってたような台詞を口にする。嫌な予感がますます現実味を帯びてきた。

　こいつは……まさかとは思うが、ひょっとして……。

「あなたが持っているんでしょう？　リメイン・マター」

　その単語を口から自然に滑すべり出させ、ニッコリと笑えみを浮うかべる美女を前に、俺が何をしたかと言えば脱だつ兎とのごとく逃にげだそうとしたことだ。

　冗じよ談うだんじゃない。まさか本当にリメイン・マターを狙う相手が現れるとは思っていなかった。しかも現れた場所が学校だぞ!?　俺がリメイン・マターを持っていることを、どうしてこいつは知ってんだ？

　今はそんな疑問も後回しにした方がいい。一刻も早く柊に……って。

「なん……？」

　体が動かなかった。逃げだそうと動かした足も、起きあがろうとして地面を押そうとしていた腕うでも、それどころか瞼まぶたさえピクリとも動かせない。金かな縛しばりというより、動こうとする俺の筋肉が、より強きよ烈うれつな力で押さえ込まれている感じで動けなかった。

「驚いた？　こういうことは初めて？　でしょうね。一いつ般ぱんの世にはあまり広まってないものだし、怯おびえるのも無理はないわ。だからこそ、どうして自分がそんな目に遭あっているのか考えて。すべてはあなたがリメイン・マターを持っているからなの。それを渡してさえくれれば、もうこんな恐きよ怖うふを味わうこともなくなるのよ？」

　焦あせる俺とは対照的に、とつとつと落ち着いた声音を聞いて、この女はヤバイと思った。しいて言えば、鎖くさりに繋つながれてない腹を空すかせたライオンの前に座らされている気分に近い。理由も根こん拠きよもないが、こいつは笑顔で人の首をはね飛とばしそうな雰ふん囲い気きを持っている。

「それじゃあ、リメイン・マターを……あ、そうか」

　まったく予備動作も何もなく、美人さんが何かに気付いたような言葉を漏もらした途と端たん、体の自由を奪うばっていた圧力が一気に消えた。



    

  
    
      「そのままじゃ喋しやべることもままならないものね。今はひとまず自由にしてあげる。でも、だからって逃げようとしても無駄よ。また拘こう束そくしちゃうから。それじゃあ……」

　それが起きたのは、得体の知れない女が悠ゆう々ゆうとした態度を見せているときだった。

　バチンッ！　と爆はぜる音が聞こえたかと思えば、資料室の中に積み上げられていた雑多な教材がドミノ倒だおしで一気に崩くずれて来た。それも一気に突き崩され、視界を覆おおうほどの埃ほこりが視界を奪うくらい盛大に舞まうほどの勢いで。

「ふがっ！」

　そんな埃の中で、背後から口元を押さえられて無理やり引っ張られた。資料室から溢あふれる埃で俺の視界はゼロだが、引っ張るそいつには周囲の状況が見えているらしい。迷いも無く走るような速度で駆けているが、こっちは襟えり首くびを絞しめられて苦しいことこの上ない。

「暴れんな、バカ！　何やってんのよ、とっとと逃げるわよっ！」

「あ？」

　聞き慣れた声。それが誰かと言えば、柊美み鈴すずを置いて他にない。

「おまえ、なんで？　てか、さっきの女はいったい、」

「やかましいわねっ！　いいから移動するわよ！」

　俺の疑問を突っぱねる柊に一いつ喝かつされたが、だからといって黙だまるわけにはいかない。今まさにリメイン・マターを狙う輩やからが現れたんだ。黙っていられるか。

「あいつはいったい何なんだ!?」

「確かあいつ、ギフト・キャリアの千ちぐ草さあ茜かねだったわね」

「……知り合いか？」

「話に聞いたことがあるってだけよ」

　応えて、柊は非常ドアを開けて階段を駆け上のぼる。

「上に逃げてどうするんだよ！」

「まだ昼休みだからよ！　一般の生徒が多いところに逃げて、それで手を出してこないならいいけど。でも、そうじゃなかったら大だい惨さん事じになるわよ？　わかってんの!?」

　言われてみれば、確かにその通りかも──と納なつ得とくできなくはない。ただ、屋上に行くということはこっちの逃げ場ばがなくなるってことと同義だ。まさか、とは思うが……。

「……やるつもりか？」

「とーぜん」

　俺としては安全な場所に避ひ難なんしたくてたまらないってのに、なんて血気盛んなヤツだ。

「穏おん便びんに済ませられないのか？」

「出来るならそうしたいけど、相手がギフト・キャリアならそうも言ってられないわ」

　あの女──柊が言うには千草茜ってのが名前らしいが、それとは別に、ギフト・キャリアってのは初耳だ。

「そのギフト・キャリアが……柊のとこの商しよう売ばい敵がたきってヤツか？」

「違う。ギフト・キャリアってのはＧＩＦＴって能力を持ってるヤツの総そう称しようなの。正式には『Gene of Idiosyncrasy Factor having Trinity』って言うらしいわ」

「じーんおぶ……なんだって？」

「あんた、英語はぜんっぜんダメなの？　国際社会の今、多国語を操あやつれなくてどうすんのさ。ん～……ざっくばらんに要約すると、超ちよう能のう力りよく者ね」

「ちょう……っ!?」

　魔術や神器の話だけでもこっちの許容範はん囲いギリギリの世界だってのに、そこへさらに超能力者だと？

　なんてこった。それを冗談だと思えない自分が嫌になる。なにより、ギフト・キャリアのことを話してくれる柊の話は、無駄に生々しい。

「遺伝子のね、塩基配列ってあるでしょ？　あれの繰くり返し回数を人工的に組み替かえることで、俗ぞくに言う超能力みたいな力が先天的に発現するのよ。能力は三つあるけど、一人に一つしか発現しないわけ。触さわらずにものを動かせるPhysical Interference、空間を飛び越こえるDimension Jump、相手の心に直接干渉するMental Interference能力ね。さっきの千草茜はPhysical Interference、ＰＩよ。んー……よし」

　柊が屋上のドアを開ければ、そこには誰もいなかった。時折、ヤンチャなヤツらが悪さをしていたり、俺みたいなのが昼ひる寝ねしてたりするかもだが、そういうことがなくて幸いだ。

「ひとまずここで大人しくしてましょ」

　そう言った柊は携けい帯たいを取り出してキーをポチポチ押している。メールを送るのを邪じや魔まするなと言外に表している雰囲気だが、今の話を聞いた上で口を閉ざしていられるほど、俺はそこまで場慣れしてるわけじゃない。

「遺伝子組み替えとか言ってたが、そんなことができるのか？　いや、倫りん理り的てきに許されるもんなのか!?」

「許されないんじゃないの？　だから世間には発表されてないわけだし。知られたら世論の反発は大きいでしょうね」

「そりゃそうだろ」

　つまりあの人は、遺伝子組み替えで人工的に造られた……なんだ、人造人間ってことになるのか？　もしくはクローンか？　その辺りの違いが俺にはよくわからんが、家か畜ちくや植物じゃない、人間だったんだぞ。

「……いいのか、それは」

「良し悪あしはあたしらにとってはどうでもいいの。世の中の不条理をあれこれ言ったって、あるものはあるし、いるものはいる。それに気付いているのなら、それを受け入れてどうするかがあたしたちの仕事なのよ」

　ぱたり、と二つ折りの携帯をポケットの中に仕し舞まい込みながら、柊はつまらなさそうにため息を吐いた。

「それよりも……さ。何か悪かったわね」

　藪やぶから棒ぼうにそんなことを言われて、さすがに面食くらった。

「なにが？」

「んー……だから……なんて言うのか、いつもはあたし、メインの二人のバックアップで、一人で動くのは今回初めてなのよ。それを言い訳にするつもりはないけど、敵が学校の中にまで入り込む事態にしちゃったし」

　謝罪と言いつつも、柊は俺から目を逸そらしながら、口の中で言葉を転がすようにぶつぶつ言っている。そんなことを今さら言われても、どうしようもない。

「いいさ、別に。それでも絶ぜつ妙みようのタイミングで駆けつけてくれたじゃないか。よく気付いたよな」

「それは……だってあんた、坂崎と二人でいなくなるし。気になって……」

「気にするのは、別のことじゃなくて？」

　空から──文字通り空から──降ってきた声に、俺はもちろん、柊も驚おどろいた。ギョッとした面おも持もちで空を見上げれば、そこに人が一人、ぽっかり浮かんで佇たたずんでいる。

　資料室にいた、あの女だ。千草茜とかいう女が、支えも無しに空に浮かんでいやがる。そもそもここは学校の屋上であり、そのさらに上から吊つるせる仕し掛かけなんぞありゃしないわけだから、間違いなく浮かんでいるとしか思えない。

　あれもＧＩＦＴって能力なのか？　空に浮かぶことさえできるのか。

「さっきは驚いたわ。いきなり埃まみれにされたんですもの。粉ふん塵じん爆ばく発はつでも起きたらどうするつもりだったのかしら？　ねぇ……萬よろ屋ずやの新米さん」

「あら、あたしのことを知ってるの？」

　千草の余よ裕ゆうある態度を前にして、柊も後おくれを取ってはいない。一向に怯ひるむことなく、それどころか千草の言葉を鼻先で嘲ちよう笑しようする余裕さえ持って、俺をかばうように立っていた。

「さすがにね、萬屋クラスになれば知りたくなくても耳にするわ。妙みような護符を使うルーキーがいるってね」

「そういうことまで知ってるのね。ま、あたしもあんたのことは知ってんだけど」

　ふん、と鼻を鳴らして柊は千草を睨にらみ付ける。

「映はえるさんから聞いているわ。ＧＩＦＴ養護施し設せつが瓦が解かいした後、行方ゆくえを晦くらませたギフト・キャリアの中でも特ＳクラスのＰＩ能力者らしいわね。その能力だけなら自分より上かもしれないって言ってたわ」

「あら、そう？　あの奇き跡せきの存在と言われてた高たか瀬せ映がわたしのことを……それは光栄だわ。彼かれはまだ生きてるの？　生きているなら、一度ゆっくり話をしてみたいものね。どこにいるのかしら？」

「教えたら、リメイン・マターのことは諦あきらめてさっさと帰ってくれる？」

「それとこれとは話が別ね、お嬢じようちゃん」

「あっそ」

　話だけを聞いていれば、そこまで殺さつ伐ばつとしたものじゃない。けれど柊の両手には刻印護ご符ふが数十枚と握にぎられ、相対する千草も、周囲の風が不自然な吹き方をして砂すな埃ぼこりを舞わせている。

　どちらが先に動いたというわけでもない。ただ、目に見える形で動いたのは柊の方だ。

　手に持っていた刻印護符を、千草にぶつける勢いで空中にばらまく。それは破くことで効果を発揮するのに、そのままではやはり紙切れのままだ。

　けれど千草は用心深い。紙切れのままとは言え、柊がばらまいたものは近付くことも許さないとばかりに、無動作で何かをやらかした。

　何か、としか言いようがない。何しろ俺には、千草の能力が目に見えているわけじゃないから当然だ。ただ、もしＧＩＦＴ能力が目に見えるものであるのなら、巨きよ大だいな団扇うちわで風を巻き起こしたのかもしれない。あり得ないような突とつ風ぷうが、護符どころか俺たちの体をも小枝のように巻き上げようとする。

「それがあんたの限界か」

　目の前の超ちよう常じよう的な出来事に及および腰ごしになっている俺と違って、柊の態度に揺ゆるぎはない。手元には、新たに取り出した刻印護符が一枚。それを破り、手前に放り投げた瞬間に光が走る。その輝かがやきが他の護符にも伝でん播ぱした。

　光が帯となり、護符同士が連れん鎖さして輝いた。かと思えば鼓こ膜まくが破れるほどの轟ごう音おんが鳴なり響く。逃げ場などないと言わんばかりに四方八方から迸ほとばしる稲いな妻ずまが千草を貫いた。

「よっしっ！」

　無む邪じや気きにガッツポーズを取る柊の前で、光に貫かれた千草がバランスを崩して頭から落下した。嫌な方向に首が捻ねじれているようにも見える。

「おい、それってもしかして……死んでんじゃないか？」

「かもね」

　そのことにまるで興味がないと言わんばかりに、柊は適当な返事をしてきやがった。

「って、おまえがやったんだぞ!?　人殺しじゃないか！」

　思わずそんな言葉が口を割いて出た瞬間、柊はドライアイスよりも冷ややかで凍いてつくような眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「だから何？」

　感情を押し殺ころしているような平へい坦たんな声音は、喜き怒ど哀あい楽らくの落差が激しいこいつの声とは思えないほど、機械的なものだった。

「あたしだって別に殺したくて殺すわけじゃない。そうしなければ、自分がいつ殺されるかわからないから、そうせざるを得ないだけ。あんた、あたしがそこまで強いとか思ってんの？　ここで千草を見み逃のがせば、いつどこでどういう手段を用いて再び襲おそってくるかわからないわ。そのときにあたしがまた、無事に切り抜けられる保証もない。だから今、殺せるときに殺しておくの」

　それはそうかもしれないが……だからと言って、簡単に殺していいもんでもないだろ。

「俺にはそこまで割り切れない」

「割り切るしかないの。自分が死にたくないのなら、手を出さなければいい。手を出して来たのなら、自分が返り討うちに遭うことも覚かく悟ごしなくちゃならない。そんな覚悟もなく手を出してきたのなら、そいつは平和ボケしたお気楽な殺人者よ」

「確かにその通りね」

　柊の言葉に同意する声が、背筋をぞくりと凍てつかせる。まさかと思って俺と柊が千草茜の遺体へ同時に目を向けたそのとき、まったく的はずれの方向から何かが高速で飛んできた。

　その音が何だったのかを確かめる暇もない。

「か……っ」

　柊の脇わき腹ばらに赤黒いインクが染しみ渡わたるように広がっていく。弾はじけるように、耐たえきれずに、口の中に溢れた血を吐き出して、柊の体が地球の引力に引っ張られるがままに倒れた。

「立場は違えど、あなたの意見には同意するわ」

　声も出ない俺と違って、すらすらと滑なめらかに舌を動かしているのは千草茜だった。

「わたしも死にたくないから、あなたを殺せるうちに殺しておこうと思うの」

　五体満足どころか、衣服に傷ひとつない。それどころか、稲妻に撃うち抜かれて倒れている人ひと影かげとは別に千草茜がそこにいる。

「な……ん、で……？」

「あなたのことは知っていると言ったでしょう？　萬屋の新米さん。妙な護符を使うことも知っている。知識としてはあったんだけど、どんなものかわからないから様子を見させてもらったわけ」

　千草がそれとなく視線を向けた先には、やはり黒い物体と化している塊かたまりが転がっている。あれこそ柊が刻印護符を使って電でん撃げきみたいなもんで黒こげにした千草で間違いない。

「ダミー人形相手に、手の内を見せてくれてありがとう」

　人形？　人形だったのか、あれは。けれどあれは普ふ通つうに動いて喋っていた。人形とは思えない動きをしていたんだ。

　それを……動かしていた？　ＧＩＦＴを使って、人形を人間と見み間ま違ちがえるほど滑らかに完かん璧ぺきに、そして精密に動かしていたのか、こいつは。

「ＧＩＦＴはもともとコミュニケーション能力が退化したものだから、自分自身には使えないの。知らなかった？　無知って時に残ざん酷こくね」

　つまらなさそうに呟つぶやいて、千草が何をしたかと思えば──。

「っ！」

　──サッカーボールでも蹴けるように、倒れている柊の脇腹を蹴りやがった。血が止めどもなく溢れている柊の脇腹を、だ。

「て、めえっ！」

　ムカついた。本気でムカっ腹が立ってきた。柊がこんな血まみれになってるのもこいつのせいなら、その柊の傷口を無む慈じ悲ひに蹴り飛ばすその態度にもムカついた。

「なぁに、ボウヤ？」

　針のように鋭するどく、氷のように冷たい眼差しを俺に向けて、千草は淡たん々たんとした声を突き刺さしてくる。

「感情にまかせて暴れて何かが変わるというのなら、苦労はしないものよ。ボウヤに出来るのは逃げ出すことだけだと思うけど……これがいい人ひと質じちかしら」

　落ちている荷物を拾うようなぞんざいな仕草で、千草が柊の髪かみを鷲わしづかみにして俺の前に突きつけてくる。その顔色は血の気も失うせて、遠目にでもはっきりわかるほど真っ青になっていた。

「これを置いて、逃げられる？」

　この女が怖こわいと、改めて思った。どうして人を平気で傷つけることができるんだ？　どうして傷つけた人間を物みたいに扱あつかうことができる!?　妙な力があるとか、そういうことは関係ない。ただ、倫りん理りも常識も何もなく他人を傷つけられる千草が、人ではないバケモノに見えて怖かった。

　本音を言えば逃げ出したい。この女から可能な限り距きよ離りを置きたい。何よりも俺の生せい活かつ圏けん内に存在しないで欲ほしいと思うし、もし生活圏内にいると言うのなら俺の方から離はなれてもいい。

「か……み、むら……にげ……」

　でも、息も絶え絶えで、それでも俺に『逃げろ』と言ってくれる柊を置いていけるほど、俺は物事を冷静に割り切れそうになかった。

「さて」

　くすり、と千草が笑う。予感というよりも、確信に近い考えが脳のう裏りを過ぎる。千草は傷ついた柊を『人質』と言うが、人質なんてものは圧あつ倒とう的てきな戦力差の前では必要ない。

　こいつは次の瞬しゆ間んかんにでも、柊の息の根を止めるつもりだ。

「少し待っててね、ボウヤ。すぐにこれは片付けて、」



　ぴりりりり──。



　不意に鳴り出した電子音に千草の気が一いつし瞬ゆん削そがれる。その隙すきを逃のがさず、柊は掴つかまれている髪が千切れようとお構いなしに身をよじり、残る力を一気に爆ばく発はつさせて千草を蹴り飛ばした。

　急場にしては上う手まい方法を取ったと感心せざるを得ない。何しろ千草を蹴り飛ばすと同時に、その反動を利用して自分からも千草から離れることができたんだ。

「柊っ！」

　すぐさま柊に駆かけ寄って抱だき起こすが……これはまずい。息が荒あらく、顔から血の気が引いている。出血によるショック症しよう状じようが出てないことこそ幸いだが、だからと言って楽観できる状態でもない。

「おい、しっかりしろ！」

「け……けい……たい……」

「携帯？」

　千草の気を逸らした電子音は、柊の携帯が鳴らした音だったのか。

　けれどその携帯は、蹴り飛ばした衝しよ撃うげきで落ちたのか、ちょうど俺たちと千草の中間地点で転がっている。

　こんな状じよう況きようで携帯の心配なんかしてる場合じゃないと思う反面、こんな状況であるからこそ携帯が必要なのかもしれない、とも思う。俺よりは荒あら事ごとに慣れているであろう柊が言うのだから、ないと困るのかもしれない。

「これが、どうしたの？」

　けれど俺が携帯を拾い上げるより先に、千草の手に柊の携帯は渡ってしまった。

「もしかして助けを呼んでた？　でも無む駄だに終わったみたいで、」

「でもないよ～ぅ」

　千草の声に、あまりろれつのよくない声が被かぶる。屋上のフェンスの上に、妙に細長くて布に包まれた棒状の物を持つ麗れい人じんが一人。

「零れいさん!?」

　太た刀ち鞍くら零が、そこにいた。

「緊きん急きゆうメールのあとにこっちからのコールを五回鳴らしても繋がらなければ、返事もできない大ピンチってことにしてるのよねん。繋がらないことこそ重要ってわけ」

「あ、そう」

　ごぅんっ！　と急激に風が舞う。振ふり向き様、千草は零さんの姿を確かく認にんする前に攻こう撃げきを仕掛けた。人どころか家や自動車さえ巻き上げる竜たつ巻まきのような突風が、牙きばを剥むいて零さんに襲いかかった──が。

「……突とつ然ぜんだなぁ」

「……なっ!?」

　自分の能力がかき消えたことが、千草には信じられなかったのかもしれない。改めて零さんの方を振り向き、その姿を前にして表情を強こわ張ばらせていた。

　それと同時に、風が止やんだ。すべてが幻まぼろしだったと言わんばかりに自然に巻き起こる風の流れも滞とどこおる。周囲のすべてが息を殺して様子を窺うかがっているように静まりかえれば──零さんが今まで醸しだしていた穏おだやかな雰囲気が激変する。

「そうか、おまえが敵か」

　凍てつく波動のような声の響きに、世界が震えた。それが何の気配なのかわからないが、けれど目に見えない『何か』がぎゅるぎゅると蠢うごめいているような錯さつ覚かくを覚える。

　いや、それは本当に錯覚なのか？　事実、目には見えない何かが渦うず巻まいている。何も知らず何も見えない俺でさえ、それだけは肌はだを通して感じ取れる。

「ま……さか……」

　歯の根が合わないのか、千草が怯えている。俺が「バケモノみたいだ」と思った千草でさえ、怯えておののいている。

「まさか、おまえが……？」

「太刀鞍」

　しゅるり、と。

　衣きぬ擦ずれの音を立てて、棒状のものをくるんでいた布がはらりと落ちる。中に収まっていたのは純白の白しら樺かばでこしらえられた鞘さや──刀だ。

「『絶ち苦楽』と呼ばれている」

　俺よりも背の高い零さんに匹ひつ敵てきするほどの長さの刀が、音もなく鞘から抜ぬき放たれた。

　校舎が建つ地面のさらに底から、何かが突き上げてくるような衝撃が走った。地じ震しんというよりも、強い力で大地の奥おく底そこから突き上げられたような衝撃だ。

　それほどの衝撃が走ったにもかかわらず、校内から悲鳴が聞こえてこなかった。いや、聞こえないのではなく、音が……なんだろう、音さえも逃げだしたんだろうか。今のこの状況は、あり得ないことさえ当たり前に起こりそうだ。

　それは、気配だけで人の心の奥底を押し潰つぶそうとしていた。

　怖いとか恐おそろしいとかではなく、何かが決定的に違う。感情で理解できるものではなく、本能的な部分で拒きよ否ひしている。

　理論や理り屈くつじゃない。

　ただただ純じゆ粋んすいに、細さい胞ぼうの一片すら例外なく、この場から逃げるべきだと訴うつたえかけている。

「じょ……冗談じゃないわっ！　どうしてこんなことで太刀鞍なんかが出てくるのよ!?」

　この状況においてなお、千草茜は叫さけんだ。叫ぶどころか、あいつはＧＩＦＴの能力さえ使って見せた。加減なんか考えていなかったんだろう、校舎の一角を丸ごと削けずり取とるほどの衝しよ撃うげ波きはが走る。



    

  
    
      　粉ふん塵じんが暴走トラックのように零さんへ突っ込んだ。直後、埃を混ぜる風が奇きみ妙ような軌き跡せきを辿たどる。掃そう除じ機きで吸い取られるかのように、力の波動が零さんの持つ太た刀ちに吸収されている。

　零さんはまるで無傷だ。傷どころか埃すら付いていない。立ち上る煙けむりもすぐに消え、それと同時に千草の姿も消えていた。

　あいつ……逃げた、のか？　今の一いち撃げきは零さんへの攻撃ではなく、逃げるための目くらましのつもりだったのか。

　だとすれば、もういいじゃないか。これで充じゆ分うぶんなはずだ。

「零さん！」

　叫べた自分が、ある種、信じられない。それでも声が出せた自分を褒ほめるべきだろう。

　精せい一いつ杯ぱいの叫び声で零さんを呼ぶが、けれど零さんはこちらをちらりとも見ようとはしなかった。鞘から抜き取られた刀が、心なしか初見より輝きを増しているように見える。

　もしかして、この現象はあの刀のせいなのか？　あれがこの状況を巻き起こしているのか？　鞘から抜いただけでああなら……もしあれが振り下おろされれば、いったいどうなっちまうんだ!?

「……はっ……、……ふ……」

　耳に届く弱々しい声で、俺はハッと我を取り戻した。その声が聞こえなければ、自分の存在そのものを見失っていたかもしれない。

「ひ、柊。おい柊、大だい丈じよ夫うぶか？」

　揺り動うごかすが、けれど反応がない。それどころか、柊の首がかくんと落ちた。

　まさか……と、一いつし瞬ゆん絶望的な考えが脳裏を過よぎったが、けれどまだ大丈夫なようだ。予断は許さないが、まだ息をしている。

　一刻も早く病院へ連れて行かなければと思う。思うのだが、何な故ぜか足に力が入らない。立っていることもできない。体中から力を抜き取られているような錯覚を覚える。

　このままじゃ……柊が……！

「零さん！」

　再度、呼びかける。それでようやく零さんの耳に声が届いたのかもしれない。ゆるりと首を巡めぐらせて俺を見る零さんの眼差しは、ガラス玉でもまだ温かみが感じられるであろう眼差しだった。

「おまえも、敵か」

「……は？」

　目つきがまともじゃなかった。事務所で見た酔よっぱらい同然の重たげな眼差しでもなく、生気に満ちた人間らしい温ぬくもりもない。まるで油性マジックで乱暴に塗ぬりつぶされた硬こう質しつガラスのような目の輝きだった。

「……っ、……！」

　一歩ずつ、零さんが近付いてくるたびに呼吸もままならなくなってくる。口を開いて声を絞しぼり出そうとしても、音にならない。感覚さえも麻ま痺ひしている。

　人に魂たましいというものが本当にあるのなら、零さんの持つアレはそれすらも打ち砕くだく。理り屈くつ抜ぬきで理解できた。

　消し去ってしまう。体も心も打ち砕かれる。絶ち切られる。

　そんなものを前に──。

「……や」

　──来るな。こっちに来るな！　と。

　その気持ちを声に出して言いたかったが声にはならない。それでも俺は、せめて頭の中でその言葉だけを繰り返した。それしかできなくても、それだけはできるから。そうしなければ自分自身が消されてしまいそうだから。

　ただそれを、それだけを、ただただ一心に。

「やめろ！」

　まるで『死んでいた』としか言い表すことしかできない空間に響く声。安物のアナログ録音機器に吹ふき込んだような声音は、誰のものとも知れず、もしかすると俺自身の声だったのかもしれない。

　その声が引き金だったんだろうか。

　零さんが、震える白銀の刃やいばを振り下ろす。その刃が、俺の目の前に展開する青白い光に阻はばまれた。

「……え……？」

　何が起きたのか、もちろんわからない。そもそもすべてが俺の、いや世間の一般常識を遥はるかに越こえている。理解できるはずもない。

　ただ、目の前に見えるその青白い光は、あまりにも唐とう突とつに現れた。見たままをそのまま言えば、まるで大きな人の手のようだ。幅はばは２メートルくらいもあり、力任せに零さんを押しのけようとしている。

　ただその鍔つば迫ぜり合あいも、わずか一瞬のこと。いや、一瞬でも保もったことこそ凄すさまじいと言うべきか、青白く輝く光の手は、すぐさま雲うん散さん霧むし消ようしてしまった。

　その隙に逃げられればどれほどよかったか。逃げられるほどの時間もなかったが、それでも一瞬とは言え零さんの意識が別なところに逸れた隙に、何かができなかっただろうかと考えてしまう。

　すべてがもう遅おそい。鼻先に、刀の切っ先を突きつけられている今のこの状況では。

　ドッと汗あせが噴ふき出してきた。今になって、恐怖が背筋を走り抜けて全身に行き渡る。ただ、刀から感じられていた極ごく悪あくな威い圧あつ感はもう、感じない。

「おまえは御みは柱しらを築く者か」

「……え？」

「世界を構築し、ただ生み続ける者か。されど断たち切る術すべを持たぬ者か。それでは世界が成り立たない」

　何を言ってるんだ──と、思う暇もなく。

　一いつ閃せんされる太刀。目にも留とまらぬ神速とでも言うのか、煌きらめく刃が俺の視界を真っ赤に染め上げるくらいに深く、額を横一文字に切り裂さいていた。

「────っ！」

　悲鳴を上げる暇さえ与あたえちゃくれない。俺が騒さわぎ出すよりも早く、零さんの手が人の頭をハンドボールを鷲づかみにするようにガッチリとキープしたかと思えば、自分が切り裂いた人の額に唇くちびるを押し当ててきた。

「な……に、を……？」

「存在するだけでは意味がない。生まれ出るならば滅ほろびる様も覚悟しなければならない。その役目を、わたしが担になおう。故ゆえに、おまえも担わなければならない」

　零さんは、手に持つ刃を鞘に収めながら言葉を紡つむぐ。

「わたしの担い手はおまえだ」

　かちん、と冗談みたいな音を響かせ、刃が鞘の中にすべて収まると同時に、零さんは糸の切れた操り人形のような勢いで俺の上に倒れ込んできた。

「な……何なんだ、いったい……」

　俺は額の汗を拭ぬぐった。拭って、視界を覆うほどの傷口がなくなっていることに気付いた。血の痕こん跡せきすらありゃしない。

　幻……だったのか？　いや、そんなことで頭を捻らせている場合じゃない。俺や零さんのことよりも、先にどうにかしなけりゃならない切せつ羽ぱ詰つまった状況なのは柊だ。

　いったい何がどうして脇腹に穴が開いて血を垂れ流すことになってんだ。いまだによくわからないが、それでも柊が致ち命めい的てきな怪け我がを負っていることだけは間違いない。

　早く止血しないとまずい。いや、すでに手て遅おくれな状態かもしれない。

「柊、おい柊！　しっかりしろ、おい！」

　ここでこいつの意識を途と切ぎれさせれば、そのまま黄よ泉み路じまで旅立ちそうで怖かった。覆い被かぶさる零さんを横に放り投げ、気絶しないように何度も柊に呼びかけているが、けれどこちらの呼びかけに応こたえることさえできなくなっていた。

　これは……どうすりゃいいんだ？

　目の前で命が抜け落ちて行く様をありありと見せつけられて、自分がこれほどまでに無力だったのかと打ちのめされる。が、そんなことで落ち込んでいる暇はない。最善の手を探し出さないことには、最悪の結果しか残らない。

「うー……」

　絶望的気分を味わっている俺の耳に妙なうめき声が聞こえ、頭を抱かかえながらのっそりと零さんが起きあがった。

　さっきの今だ、思わず身構えてしまったのだが──。

「……頭いたい……」

　──身を起こした零さんに、刀を振り回していたときのような底知れ無さは感じられなかった。事務所で寝ねこけていたときの雰囲気に戻っていた。

「れ、零さん、正気ですか？　大丈夫なんですよね!?」

「あー……あぁ、悠ゆうくんだぁ」

　人の姿を目に留めるや否いなや、甘あまったるい声を出して零さんがしなだれかかってきた。

「ちょっ！」

「ううぅぅぅ……頭痛いよ気持ち悪いよムカムカするよぅ～……ぅぅううう～……」

　人のことを逃がすまいとがっちりホールドして、そんなことを喚わめきだした。聞いた分には二ふ日つか酔よいの症状みたいだが、酒なんて呑のんだことのない俺にしてみればそれがどれほど辛つらい症状なのかさっぱりわからん。

　ただ、辛いってことだけは理解した。状況が許すのならば心配もするし介かい抱ほうもする。けれど今は、それ以上に優先させなくちゃならない事があるんだ。

「いいからとりあえず柊を見てください！」

「へ……？　わわっ、なんじゃこりゃ!?」

　まるで今になってようやく状況が飲み込めたと言わんばかりに、零さんが目を丸くしている。ワンテンポ遅おくれてると思うが、そんなことを言う暇さえ惜おしい。

「すぐに病院へ連れていかないと！」

「うあー……美鈴ちゃん、痛そうだなぁ～……」

「だから病院に、」

「護符は～？」

「……え？」

「刻印護符だよ。使えば？」

　言われて思いだした。柊が、俺の家で見せてくれた刻印護符のデモンストレーションでは、壊こわした枕まくらを直していた。護符を使えばすぐに治せるじゃないか。

「そ、そうか。ええと、ええと……」

　早さつ速そく護ご符ふを使ってと思ったが……柊のヤツ、護符をどこに仕舞い込んでんだ？

「わたし、持ってるよー。治せるやつ」

「早く出せよ！」

「うー……だってぇ、いざというときのだもん」

「今がいざって時じゃなくて、いつがそうだってんですか！」

　零さんからすでに文字が刻まれた護符を奪い取り、柊の傷口に当ててすぐに二つに破いた。これで治るはずだ。

「…………か、……」

　血の気も失せて紫むらさ色きいろになっていた柊の唇が、ピクリと動いた。それを見て、喉のどから胃の底まで鉛なまりが落ちるような感覚に近い安あん堵どを覚えたのは言うまでもない。見る見るうちに蒼そう白はくだった顔色が血色もよくなり、荒かった呼吸も落ち着いてきた。

「柊？　おい、柊！　零さん、柊のヤツ、目を覚ましませんよ？」

　傷口は確かにふさがっている。顔色も元に戻った。なのに意識を取り戻さない。

「それ、活性再生の文字が刻んでたから」

「活性……？」

「そー。わたし、それのことよく知らないけど……美鈴ちゃんがいつも直すのは、対象物に魔まじ術ゆつ的てき要素で注つぎ足たしする……よくわからないけど、そういうやり方なんだって。でもそれだと、わたしの場合は魔まり力よくも吸収しちゃうから、本人の治ち癒ゆ能力を活性化させる方法じゃないと効かないの。文字は所長が書いてくれてるけど、それはわたし専用」

「じゃあ、」

「あー、大丈夫よぅ。生き物だったら傷ついても自然に治癒しちゃうでしょ？　要はその機能をブーストさせるわけだから。今は自分で一いつし生よう懸けん命めい治ろうとしてるの」

　詳くわしい理屈はいまいち理解できないが、とにかく零さんが「平気」と言うのであればそれを信じよう。

　ようやく、本当にようやく、今になって安堵のため息が出てきた。ため息が出て、それで起きた出来事を改めて考える余裕も出てきた。

　リメイン・マターを狙ねらっていた千草茜のこと。駆けつけてくれた零さんのこと。そして零さんが俺おれにしたこと──。

　特に最後の疑問が一番大きく頭の中に引っかかっていた。

「零さん、さっきの……」

「うわっ！」

　零さんが、今度は周囲の状況を目に留めて変な声を出した。

「うあー、これさすがにごまかせないよねぇ。学校だもんなぁ……うあーうあー人も集まり始めてるなぁ。まずいなー、うん、まずい」

　この人は……自分でやらかしといて、今さら何を慌あわててるんだ。

「学校の状況よりさっきのことなんですけど、」

「ごめん悠くん！」

　こっちが話を切り出したのに、零さんはまるで聞いちゃくれない。顔の前で両手をぱんっ！　と合わせると、頭を深く下げて来た。

「これはさすがにごまかしきれないから、わたしはちょっと撤てつ収しゆうするね。美鈴ちゃんが起きたら事務所に来て。そいじゃっ！」

　そんな言葉を矢や継つぎ早ばやに残し、呼び止める暇もありゃしないほどの勢いで零さんは屋上からひらりと飛び降りて、一目散に学校から逃げ出してしまった。

　あの人の身体能力はどうなってんだろう。



    

  
    
      四章　大きな失敗とささやかな本音





　謎なぞの爆発事故。

　今日、学校で起きた出来事は、テレビや新聞、ネットのニュースなどのメディアではそう報じられている。謎だと言ってるくせに事故と称しようすることを矛むじ盾ゆんに感じるが、魔まじ術ゆつだ神器だＧＩＦＴだと、非常識な話を抜きにして誰もが納得できる理由をでっち上げるとすれば、そういう話でまとめることが手っ取り早い。当事者の俺がそう言ってるんだから、それでいい話だと思う。

　ともかく学校は、辻つじ褄つまも合ってないようなもっともらしい理由で騒そう然ぜんとなり、山のように救急車や消防車、それに警察もやって来た。そんな中に上手いこと紛まぎれ込んで柊ひいらぎを救急車に乗せることに成功した俺は、一いつ緒しよに病院へたどり着き、今に至る。

　医者の話では、柊は眠ねむってるだけらしい。病名と言えるのかどうかわからんが、あえて症状を付けるなら脳しんとうとか失神状態とか、そういうことになるようだ。実際には──検査とかあるのかもしれないが──目を覚ませばすぐに帰れる状態であることは間違ちがいない。

　目を覚ませば……なんだけどな。本当にちゃんと目を覚ましてくれるんだろうか？

「……ん……う……っ」

　このまま眠り続けるんじゃないか……などと、そんな得も知れぬ不安を感じていれば、柊の口から漏れる微かすかなうめき声が聞こえた。悪夢を見ているように眉まゆ根ねを寄せ、寝ね汗あせもひどい。もしかして熱でもあるんじゃないかと額に手を伸ばしてみれば──。

「……何する気よ、ヘンタイ」

　額に触ふれて熱でも診みようかとしている俺を射い抜ぬくように睨み、開口一番が罵ののしりの台詞とは、いかにも柊らしい。

「おまえなぁ……」

　差し伸べた手をどうするべきかと考えたが、素す直なおに引っ込めつつ、それよりも柊が無事に目を覚ましたことでホッとした。

　見た目は確かに元通り、健康そのもので傷きず痕あとすら残っちゃいなかったが、実際に目を覚ますまでは気が気じゃなかったんだ。

「心配してたんだぞ、これでも」

「あー……うん、ごめん」

　素直に謝あやまるなんて柊らしくもない。逆を言えば、それだけ弱ってるのかもしれないな。

「気分はどうなんだ？　脇腹に穴が空いてたんだぞ、おまえ」

「……それを言うかなぁ……思い出したくもない」

　そりゃあ、自分の脇腹にぽっかり穴が空いてたことなんて、我わが身みに降ふりかかりでもすりゃ俺だって思い出したくない話だ。でも、実際そうだったんだから仕方がない。

　柊はそっとため息を吐はいて、脇腹に手を当てた。思い出したくなくても、気にはなるらしい。

「刻印護符使って治してくれたの？　よく文字がわかったわね。間ま違ちがえればとんでもないことになるのに」

　……そういう代しろ物ものなのか、あれは。

「零れいさんが持ってたヤツを使ったんだ。活性再生とか言ってたけど」

「それで体がだるいのか……。でもまぁ、大丈夫」

「大丈夫っつっても……千ち草ぐさに何をやられたんだ？　俺にはさっぱりだったんだが」

「あたしだってよくわかんない。けど……たぶん、相手がＰＩのギフト・キャリアだから、石いし粒つぶでも高速で飛ばして来たんじゃない？」

　柊はあっさりとそう言うが、石粒を高速で飛ばしたって……それがぶつかっただけで人の体に穴が空くもんなのか？　実際にそういうことが起きているんだが、それでもにわかには信じられない。

「銃じゆ弾うだんと一緒よ。速度は銃弾よりも速かったみたいだけど」

　応えた柊は、どこか憎にく々にくしげでもある。どうもこの話題を引っ張るのは、病やみ上がりの柊にもよろしくないみたいだ。

「そういえば、零さんが『事務所に来てくれ』みたいなこと言ってたぞ」

「あ、そうなの？　じゃあ行かないと」

　柊は目を覚ましたばかりだというのに、体を起こそうとする。

「行く……って、おい！」

　なんでこいつは、仕事ってなるとこうも真ま面じ目めなんだ？　傷もふさがってるし、医者の見立てでも『問題なし』と言われているが、それでも今はゆっくり休んでくれ。

「無む茶ちやされても、こっちが困るんだ」

「…………」

　人がそうやって気き遣づかっているというのに、何故か柊はジト目で睨んで来やがった。

「それ……心配してくれてんの？」

「当たり前だろ」

「……そっか。うん、そっか」

　何を一人で納なつ得とくしたのか知らないが、こっちの制止をまるっきり無視して、結局ベッドから飛び起きた。俺の意見は聞かなくていい、とか思って納得したんじゃないだろうな。

「だからおまえ……」

「平気だってば。刻印護符を使ったんでしょ？」

　確かに護符を使ったし、今さらその信用性を疑うつもりはない。それでもやはり、あんなことがあった後では気が気じゃないんだ。

「あんたに心配されたくないから、無茶なことはしない。だから、これは無茶じゃないの」

「ホントかよ？」

「あんたが心配してくれるなら、って言ってるじゃない。……して、くれるんでしょ？」

　そんなことを聞きながら、不安気な表情を見せないでくれ。

「ちゃんと心配してやるから、本当に無茶はするなよ」

「うん」

　素直に頷うなずく柊に、俺は制止するのではなく、代わりに手を差し伸のべた。





　柊はすぐに病院から出ることができた。そりゃどこも悪くないんだ、病気や怪我もしてない人間を寝かせておくベッドがあるはずもなく、医者も体面的には躊躇ためらいを見せたものの、柊の押おしの強さに負けるという体てい裁さいを取ることで、退院を許可された。

　その足で俺たちが向かったのは、もちろん萬よろ屋ずやの事務所だ。日も暮れて、すっかり夜の帳とばりが町を包つつんでいる中で事務所のドアを開くと──。

「あー、悠ゆうくんだぁ」

　──寝ね惚ぼけたような声こわ音ねとともに、覆おおい被さるように零さんが俺に飛びついてきた。

「なっ……!?」

「ちょーっ！　何なんスか、いったい!?」

　柊が顔を引きつらせているが、俺だって似たようなもんだ。学校での一幕から、何なに故ゆえに俺はこの人にこうも懐なつかれてんだ？　猫ねこみたいにじゃれつかないで欲しい。

　いや、猫というよりも、大きさといい凶きよ暴うぼうさといい、トラかライオンと称した方がより適切だ。本人は遊んでいるつもりでも、こっちは必死に抵てい抗こうしなけりゃ身が保たない。

「冷蔵庫に安物のチューハイしか入ってないんだよ～ぅ。しかも一本だけでぇ。日本酒でいいから買いに行こうよぅ」

「そんなこと言われても知りませんよ！」

　首元に手を回して耳元で囁ささやかないでくれ。酒さけ臭くさい上に妙にくすぐったくて、というか何やらふくよかな膨ふくらみも押しつけられているんだが、それがいったい何なのか考えて見ようと思っても考えない方がいいような気もする。

　とにかく、この人を引き離したくても無駄に怪かい力りきなのでウンともスンとも言わないんだ。それは決して感かん触しよくのよさに甘んじて受け入れているわけではないと断言したい。

「あ～ん～た～ら～……人の目の前で何やってんだこらーっ！」

「ごっふ!?」

　腰こしの入った柊の右フックが、放ほうり投げられた槍やりのように脇腹へ突つき刺さった。どうして俺が殴なぐられなくちゃならないんだ。

「まぁまぁ、柊くん。少しは大目に見てあげようじゃないか。ヤキモチは焦こがしすぎると食べられなくなるよ」

　悶もん絶ぜつして何も言えない俺に代わって、柊をたしなめたのは所長さんだった。事務所に入って正面にある自分の席に腰こし掛かけて、今日の夕刊を広げていた。

　それが何故、夕刊なのがわかったのかと言えば、理由は簡単だ。一面にデカデカとカラーで掲けい載さいされていたのが、校舎の一部が崩くずれたうちの高校だったからだ。

「あ、あたしは別にヤキモチとか……風紀の問題です！」

「そうかい？　じゃあ、そういうことにしておこう。それよりも今回のことだ。話は太た刀ち鞍くらくんからあらかた聞かせてもらったよ」

　読んでいた新聞をめくりながら、所長さんは椅い子すに深く体を預けて一言。

「柊くん、キミはこの仕事を降りたまえ」

「……え？」

　唐突すぎる一言に、柊は呆ほうけた声を出し、俺は固まり、零さんはまるで関係ないとばかりに俺の背後に移動して抱きついている。

「ど……どういうこと!?」

　真っ先に立ち直ったのは、通告を受けた柊自身だった。カツカツと大おお股またで所長さんの事務机の前に詰つめ寄るや否や、バシバシとデスクの上を叩たたいて怒ど声せいを張り上げた。

「昨日の今日で仕事を降りろ？　冗じよ談うだんじゃない、そんなこと承しよ伏うふくできません！　確かに今日は……その、油断があったかもしれないけれど、だからって……っ！」

「そういうことじゃない」

　感情にまかせて捲まくし立てる柊とは対照的に、所長さんは落ち着いていた。新聞を折り畳みながら、怒ど鳴なる柊の言葉に割って入った。

「別にキミが死にかけたからとか、油断するなんて言語道断だ、とか、そういうことを言うつもりはない。この世界は結果がすべてだからね。過程がどうあれ、事件を収めることができればそれでいい」

「だったら何で!?」

「状況がね、悪い方向に転がったんだよ」

　ポンッと折り畳んだ新聞をデスクの上に放り投げ、椅子に深く体を預けながら所長さんは一言で返した。

「状況って……何も変わってないじゃないですか。むしろ相手が姿を見せたことで対処しやすくなって、好転してるじゃないですか！」

　確かにその通りだ。今まで『敵』という言葉だけで括くくられていたリメイン・マターを狙う存在が、一人の確固たる存在として目の前に現れている。千草茜あかねという、一人の人間だ。

「柊くん、今回のキミの仕事は何だ？」

　けれど所長さんは、呆あきれたような嘆たん息そく混じりに言い返した。

「神かみ村むらを守ることです」

「他ほかには？」

「……はい？」

　首を傾かしげたのは柊だけでなく、俺もだった。

　もしや俺を守ることが主目的ではなく、俺が飲み込んじまったリメイン・マターを守ることだと言いたいんだろうか？　けれどそうだとしても、俺とリメイン・マターは同化しかけているんだから、だったら俺を守ることとリメイン・マターを守ることはイコールで結ばれる。

　となれば、所長さんの言葉は単なる言いがかりとしか思えない。

「言っただろう？　柊くん、キミの役目は神村くんを守ることと、彼かれにリメイン・マターを使わせないことだよ。注意事じ項こうとして伝えてたじゃないか」

「それは……え？　ま、待ってください。神村、あんたリメイン・マターを使ったの!?」

「いや、そんなこと言われても……」

　いきなり問い詰められたって、俺自身にそんな自覚はない。いや、はっきりと『何もしてない』と断言さえできる。

「手……だったそうだね？」

　唐突に、所長さんがそう言った。言われて、俺はハッと息を呑む。

　零さんと鍔迫り合いをした、あの幻のような巨きよ大だいな手のこと……なんだろうか。あれは本当にあったものだったのか。

　それが……俺の作ったものだと所長さんは言いたいらしい。

「いやでも……それでも身に覚えがなくて……」

「だからこそ問題なんだ」

　所長さんは、しどろもどろに言い訳する俺の態度を見て、改めてため息を漏もらした。

「無意識に使っているということは、それだけ深くキミとリメイン・マターは融ゆう合ごうしている証拠だよ。挙げ句、作り出したものが霊れい子しエネルギー体とはね。神とか悪あく魔まレベルの存在が具象化する際の入れ物だぞ」

　いきなり話の次元を妙みようなところに飛ばされた。

「……何ですか、それ？」

「前にも言ったと思うが、キミが飲み込んだリメイン・マターは如によ意い宝ほう珠じゆのレプリカだ。本物ならあらゆるものを作り出すが、レプリカには制限がある。人間が作れない、とかね」

　確かにそんなことを言っていた。話を聞いていたイメージとしては、人間とか動物とか……なんだろう、有機的なものが作れないってことだと俺は思っていた。

「その認にん識しきは少し間違っているよ。僕ぼくは『人間は作れない』と言ったんだ。有機的なもの──それこそ人の肉体だって突き詰めればものだから、作ろうと思えば作れるよ」

　それは……どういうことだ？　人間は作れないけど肉体は作れる、だって？　その違いがよくわからずに首を傾げていれば、所長さんはより具体的に話してくれた。

「まさかキミは、肉の塊かたまりイコール人間だと言うつもりかい？　そうじゃないだろう。神村くんや柊くんが『個』としての感情があるように、肉体に精神と魂が宿ってこそ、初めてそれは人と言える。本物の如意宝珠であれば人の心や魂さえも作り出せそうだが、レプリカであるそれにそこまでの力はない。だから僕は『人間は作れない』と言ったんだ」

　じゃあ……何か？　俺が飲み込んじまったもんは、そんな考えるだけで肉体のクローン培ばい養ようができるほどの、とんでもない代物だったのか？

　……俺と融合しかけているものは、それこそ常識外のとんでもない代物じゃないか。

「リメイン・マターの使い方とか、そういう余計な情報を与えていないのはそういうこともあってだよ。そんなことができると考えないように、最初から情報を与えずにいようと思っていたんだ……けどねぇ」

　そこまで話して、所長さんは『絶望した』と言わんばかりの深いため息を吐いた。

「なのにキミが作り出してしまったものは、人の肉体なんて可愛かわいらしいレベルのものじゃなかった。世間一いつ般ぱんで言われている神とか悪魔とか、そういうものが地上で具象化する際に必要となる容いれ物ものを作り出してしまったんだよ」

「……えーっと」

　いきなり神や悪魔と言われても、戸と惑まどいしか生まれない。だいたい、その容れ物ってのは何なんだ？　仮に神や悪魔とかいうものが存在することを、百歩譲ゆずって受け入れたとしても、容れ物って概がい念ねんがまずわからない。

「神様に容れ物なんて必要なんですか？」

「もともとそういう存在には物質的実体がないからね。この国で生まれ育ったキミならわかるんじゃないかな？　付喪つくも神がみというのがいるだろう。針一本でも、数十年、数百年と経たてばそこに神が宿る。この国では神は『在る』ものじゃない、『宿る』ものなんだよ」

　何故宿るのか。それはつまり──。

「実体がない……から？」

「そう。つまるところ、神や悪魔というのは意識あるエネルギー体だ。エネルギーに自じ我ががあるもの、それを総じて神や悪魔と名付けている。で、神や悪魔と称される自我エネルギーが具象化するためには、この世界に存在する物質に宿るしかない。キミが作り出したものは、その自我エネルギーと一番相あい性しようのいい霊子エネルギー体というわけさ」

　それを……俺が作った？　いつ、どこで？　まったく身に覚えがない。そもそも、それがどういうものかさえ、俺にはイメージすら抱けていない。

　リメイン・マターはイメージしたものを作るんじゃないのか？　イメージもできないのに、どうして俺がそんなものを作れるんだ。

「何かの間違いじゃ……？」

「いいや、作っている。それがキミ自身の資質なのかもしれないね。だからこそ、太刀鞍くんはキミを担い手に選んだんだろう」

　断言する所長さんの言葉を受けて、俺は傷痕すら残っていない額に無意識のうちに手を当てていた。

「この人は……」

　と、いまだに俺に抱きついている零さんを指さして。

「何なんですか」

「そこの太刀鞍くんはウチで雇やとっているものの、本来は荒こう神じん退治を生なり業わいとしている巫み女こさんなんだよ。他よ所そ様の家系の話だから真しん偽ぎのほどもわからないが、なんでも一族の起源は八やま岐たの大蛇おろち退治の素す戔さの嗚おの尊みことだそうだ。神話の時代から連綿と続いているらしい」

「はあ？」

　スサノオノミコトって……それはいくら俺でも知っている。古事記とかに出てくる日本の神様じゃないか。しかもかなりメジャーな神様だ。そんな存在が一族の起源って、じゃあこの酔っぱらいは……神様、になるのか？

　首を巡らせて零さんの顔を改めて見る。俺に見られて、にへっと笑う零さんだが、とてもそこまで有あり難がたい存在には見えない。

「何かの間違いじゃ……？」

「かもね。でも、起源に深い意味はないんだよ」

　にわかには信じられない俺に、所長さんがそんな言い訳をする。

「彼かの女じよが持っている刀は、八やま岐たの大蛇おろちの鱗うろこを精製して作られた大太刀……らしい。それこそ眉まゆ唾つばものだけどね。それでも、事実その刀にはあらゆるエネルギーを喰くらう性質がある。火力、風力、水力、電力、核かくも例外じゃない。生命エネルギーやＧＩＦＴ、さらに言えば神や悪魔と称される自我エネルギー体さえも、その刀は喰ってしまうわけだ」

　ホントかよ？　と疑う俺だが、そういえば……と思い直す俺もいる。零さんが学校の屋上で刀を抜いたとき、波が引くように風も音も千草のＧＩＦＴ能力さえもかき消えた。

　それはつまり、刀がそれらのエネルギーを喰っていたから……？

「その太刀鞍くんが神村くんを担い手に選んだ。担い手とはつまり、太刀鞍くんが自身の力を扱あつかう権利を、神村くんに一任したということだ。ある種それは婚こん姻いんに近い」

　その言葉の意味を理解するのに、たっぷり一〇秒。

「「えええええええええっ!?」」

　響ひびいたのは俺だけの悲鳴じゃなかった。柊の悲鳴も見事にハモった。



    

  
    
      「なっ、ちょっ、待ってください！　婚姻って……そんな、何ですかそれは!?」

「ああ、もちろん法的な効力は一いつ切さいないよ。ただ、これまで暴走しがちだった太刀鞍くんは今後、神村くんの命令がなければ一切力を使わないと、そういうことなんだよ。身も心も捧ささげますってわけだ。そういうのは婚姻と大差ないと僕は思うわけだが」

　捧げます……って言うけどさぁ。それは本当に零さんの能力だけに限った話なのか？　なんだかこの事務所に来てからずっと俺にひっついている零さんを見ると、本当に『それだけ』って気にならない。

「だいたい、どうして俺なんですか!?」

「だからね、太刀鞍くんの家系は、嘘うそか誠まことか荒神退治を生業としている家系であり、その役目は『終わらせる』ことなんだ。そして神村くんは、神や悪魔を受け入れる器うつわを作り出す『始まり』なんだよ」

　そういう理由付けをされても、零さんはどうか知らないが、俺にはまるで自覚がなく、何を言うべきかさえ見失ったままだ。

　そんな俺を前に、所長さんは煙草たばこに火を点つけて話を続ける。

「何事においても始まりがあれば終わりがある。キミは人の心とか魂以外のものなら作り出せるが、逆を言えば作ることしかできない。それだけでは……そうだな、バランスが悪い。太刀鞍くんだけでもそうさ。だから彼女は自分にないものを持つキミを選んだのさ。理にかなってるねぇ」

　順序立てて話をすればそういうことになるのかもしれないが、当事者たる俺にはどこも理論的とは思えず、どちらかというと、強ごう引いんなこじつけを押しつけられている気がしてならない。

「さて、そういうことを踏ふまえた上で話を戻もどそう」

　紫し煙えんを燻くゆらせ、煙草の灰を灰皿に落としてから、所長さんは最初の勢いもすっかり消え失うせて茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっている柊を見み据すえた。

「柊くん、理解していると思うが、神村くんがリメイン・マターを使わざるを得ない状況を作り出した原因はキミにある。そしてキミが考えていた『神村くんを守る』という役割は、キミよりも太刀鞍くんの方が適任だ」

「で、でも……所長はさっき言ってたじゃないですか。今回の仕事は神村を守ることだけじゃないって」

「そう、リメイン・マターを使わせないことだ。クライアントである彼の依い頼らいは『自分とリメイン・マターを切り離すこと』であり、となればリメイン・マターを使わせてはならない。けれどキミは、結果的に彼にリメイン・マターを使わせてしまった。では何故、リメイン・マターを使わせてはならなかったのか。理由は簡単だ。今、彼とリメイン・マターは融合しかけている。使えば使うほどその融合は深くなり、切り離すのが難しくなる。つまり……キミは仕事に失敗しかけている」

　反論する余地がないほど順序立てて、理論的に『失敗』の理由を並べ立てる所長さんを前に、柊は唇を噛かみ千切らんばかりに噛み締しめて押し黙だまっていた。顔色も、瀕ひん死しの重傷を負っていた先ほどよりずっと青白くなっていた。

「幸いなのは、今後二度と彼にリメイン・マターを使わせなければまだ切り離せる可能性が残っていることだろう。だから柊くん、キミはまだ完全に失敗しているわけじゃない。ただ、もし今一度、敵勢力がリメイン・マターを奪うばおうと手を出してきたときに……キミは彼を守れるかい？」

「…………」

　長い沈ちん黙もく。長い長い沈黙の中、俺が目を向けていた柊の背中は、小さくぷるぷると震ふるえていた。怒いかりを我が慢まんしているのか、あるいは泣くのを耐たえているのかわからないが、それでも追いつめられた小動物のように震えていた。

「…………わかりました……」

　かき消えるような、か細い声で一言だけ残し、くるっと踵かかとを返した柊は、俺の方をチラリとも見ず、顔を伏ふせて一直線に事務所の外に出て行ってしまった。

　あとに残されたのは、とてつもなく気まずい沈黙だけなんだが──。

「でもぉ、しょちょー」

　──そんな空気をまるで読まない人がここに一人。零さんが、ずいぶんと間延びした声を出して沈黙を破った。

「わたし、悠くん守るつもりなんてないですよ？」

　…………おい。

「あー、それを言っちゃダメじゃないか」

「え～っ。でも、そういうことは言っておかなくちゃだしー」

　待て、おまえら。それじゃまるっきり話が違うぞ？

「……どういう……ことですか……？」

「だからぁ」

　俺から離れて、ソファの上にごろんと横になった零さんが甘ったるい声を出す。

「わたしは悠くんの太た刀ちだよ？　別に悠くんが殺されそうになったときに、それでも悠くんがわたしを使わないっていうのなら、わたしは何もしないし」

「そういうときは自分から率そつ先せんして動いてくださいよ」

「だからぁ、わたしは太刀なの。道具なの。道具それ自体には善悪もないし、持ってることで抑よく止しり力よくにはなるかもだけどさぁ、いざ襲おそわれたときに悠くんが『使わない』って選せん択たくしたら、わたし何もしないよ？　でも『使う』って決めてくれれば、何でもするぅ」

「だったら使う。使わせていただきます。思う存分酷こく使ししてやる」

「じゃあ頑がん張ばる～」

　俺より体がデカイくせに猫がじゃれつくみたいにまとわりつくのは勘かん弁べんしてほしいが、俺の身を守ってくれる『刀』なのだからぞんざいには扱えない。とにかくこの人を使って身を守れば、核シェルターに隠かくれているよりも安全そうではある。

「ただね、ひとつ忘れないでほしいのは」

　と、安心した俺に水を差すような所長さんの言葉。

「彼女の扱う力は桁けた外はずれということだ。その気になれば、この惑わく星せいそのものの生命エネルギーさえも喰らい尽つくすかもしれないね。試ためしたことはないからわからないけども。どっちにしろ、その担い手であるキミは、いわば核ミサイルより凶きよ悪うあくな力のスイッチを手に入れたと思ってくれたまえ。下手な扱い方かたをすれば、宇宙の法則さえ狂くるうかもしれないよ」

「……え」

　そこまでの力……を、この酔よっぱらいが持っているのか？　あまりにも規模がデカすぎて、まるで想像できないんだが……え、本当に？

「何を呆ぼう然ぜんとしてるんだい？　もともと神とか悪魔を殺すための存在だよ？」

　疑う俺の方がおかしい、と言わんばかりな所長の態度に、それが決して冗談や誇こち張ようの類たぐいではないと、素直に信じることができた。いや、今はただ、疑うよりも信じていたほうが万が一のときに助けになると思う。

　この人はあれだ、行使する力ではなく、抑よく止しする力なんだ。核かく保ほ有ゆう国が核ミサイルを持っていても使わないのと同じ理り屈くつで、ただ存在するだけで脅きよ威ういとなる存在なんだ。

　先ほど襲ってきた千草が零さんに恐おそれをなしていれば、確かにこの人が側にいることで襲ってくる可能性はグッと低くなる。けれど零さんがいることを知った上で、それでもなりふり構わず襲ってきたらどうなる？　俺はこの人に『守ってくれ』と言えるのか？

　出来ないさ。そりゃそうだろ？　我が身可愛かわいさで、地球消しよ滅うめつの危機を招きたくはない。

「相手が臆おく病びようであることを祈いのろうじゃないか」

　所長さんののほほんとした台詞せりふが癪しやくに障さわる。

「冗談じゃないっすよ。最後は神かみ頼だのみってのは、一番頼たよりにならない手段じゃないですか！」

「では柊くんに頼たのむのかい？　彼女の場合では、キミがリメイン・マターを使わざるを得ない状況になるかもしれないよ？　そうなればリメイン・マターをキミから切り離すのは諦あきらめてもらうことになるが」

　それはそれで……困るんだが……いや、しかし……うぅ～ん、考えたところで、すぐに出てくる答えじゃなさそうだ。

「なんであれ、キミは選択しなければならないわけだ」

　悩なやむ俺に、所長さんはまさに人ごとだと言わんばかりの素っ気なさでそう言った。

「もちろんすぐにと言うわけではない。むしろ考える時間が必要だろう。人は考える葦あしとはよく言ったものだね。思考を止めず、あらゆる側面から自身に降りかかっている事象を捉とらえ、結論を出したまえ。ただし、これまた時間がないだろうけどね」

　何な故ぜだろう、言ってることはもっともだし、反論の余地もないほどしっかりした意見だと思うのだが、すべてを俺に丸投げしている無責任な言葉にも聞こえる。

「どっちにしろさぁ～、悠くん」

　呆れる俺に、零さんが眠たげな声を掛かけてくる。

「美み鈴すずちゃんのこと放っておいていいのかなぁって、わたし思うんだけど」

　そんなこと言われても、今の柊は下手に構おうものなら噛みつかれそうだ。人には一人でゆっくり過ごしたい時があるもんだから、ほとぼりが冷めるまで放置してても構わないだろう。

「そのうち元に戻りませんか、あれは」

「どぉーかなぁ？　美鈴ちゃんはああ見えて、実は寂さびしがりやの甘えん坊ぼうさんなんだ。でもねぇ、なんかねぇ、わたしが慰なぐさめても怒おこっちゃうし、今は所長だと逆効果だし～。調停役のお京さんはいないんだよね」

「お京さん？」

　さん付けしてるってことは、人の名前だろうか。けったいな名前だな。

「わたしと同期の子なの。荻おぎ窪くぼ美み弥や子こさんでぇ、通つう称しようお京さん。ちょっと怖こわいけどぉ～、頼りになるお姉さんだよ」

　そういえば柊も言ってたが、この事務所にはあと一人、所員がいるんだったっけな。今は出張中って話だが。

「そのお京さんがいないのよぅ。帰ってくるのいつだったかなぁ……来週……うーん、来月？　よくわかんないけどぉ、それまで美鈴ちゃんを放っておくの？」

「放っておくもなにも、俺に何ができるってんですか」

「うわー、悠くん、うわぁ、そういうこと言っちゃうんだ」

　俺の一言がよほど気に入らなかったらしい、零さんはことさら非難がましく、そこはかとない蔑さげすみ混じりの視線を向けてきた。

「わたし、ちょっぴりショックかも」

「な、何が？」

「だって、わたしの担にない手が薄はく情じような冷血漢だったなんてぇ。いいんだいいんだ、わたしは道具だしさ、太刀だしさ、使われるだけの女なんだ。道具だからいいけど、仕方ないけど、でも打ち粉でポンポンとか、お手入れさえしてくれないんだぁ～」

　でかい体を丸めてソファの上をごろごろごろごろ転がる零さんから、何故にそこまで恨うらみがましい口調でネチネチと文句を言われなければならんのだ。

　これはなんとかならんのかと所長さんに救いを求めるが、すでに新聞を広げて我関せずの態度を取っている。関かかわり合いになりたくないらしい。

「悠くんってば薄はく情じよ者うもの？」

　肩かた越ごしに冷ややかな眼まな差ざしを向けながら、そんなことを聞かれた。

「決断だよ、神村くん」

　辟へき易えきする俺に、所長さんが新聞のページをめくりながらそんなことを言う。

「何事においても決断することで未来が開けるものさ。選ばないという選せん択たく肢しはない。選ばないと決めた時点で、それは『選ばないこと』を選択してるのだからね。万ばん物ぶつすべからく上位と下位がある。それは人の心の芯しんになる気持ちにも当てはまる。わかるかな？」

「……わかりませんよ」

　仏の禅ぜん問もん答どうでもあるまいし、そんな謎かけみたいなことを言われたって意味不明だ。不明だが、俺より年上で、さらに体たい躯くもデカいお姉さんが子供みたいに駄だ々だをこね続けている姿は、見た目も精神衛生上もよろしくない。とてもとてもよろしくない。

「美鈴ちゃん、屋上にいるかも～」

　ため息混じりに事務所から出て行こうとする俺の背中に、にへらっと笑いながら言葉を投げかけてくる零さんが無む性しように腹立たしい。





　雲一つない夜空でも、都会のど真ん中では星も見えない。特に萬屋探たん偵てい事務所は両サイドを高層ビルに挟はさまれて空も狭せまく、だからだろうか、星明かりと言うよりも、人工的なライトに照らされた屋上は、七色に輝かがやいて一見すれば煌きらびやかに見える。

　そんな場所で、柊は屋上の手すりに寄りかかって表通りに視線を向けていた。

「何やってんだよ」

「あんたこそ何やってんのよ」

　屋上の手すりに寄りかかっている柊に声をかけてみれば、振り向きもせずに切って返す刃やいばのような鋭するどい声音で問い返された。

「あんたの護衛は零さんにバトンタッチしたわけだし、あたしはもう用なしでしょ」

　ずいぶんと言葉の端はし々ばしにトゲを感じる。実際その通りだが、ものには言い方ってもんがあるだろう。そういう自じぎ虐やく的てきなセリフは聞いていて気持ちがいいもんじゃない。

「まっ、確かにおまえは用なしだけど」

　だからつい、こっちの言葉もどこか喧けん嘩か腰ごしになっちまうわけだ。言ってから失敗したと思ったが、一度口からこぼれたセリフに消しゴムはかけられない。

　ゆるりと振り返った柊は、そこいらの凶きよ悪うあ犯くはんでももうちょっと慈じ愛あいに満ちた目つきをしているだろうと思える眼差しを向けてきた。

「あんた、あたしにケンカ売りに来たわけ？」

「いやまぁ、待て。落ち着けよ。そりゃ今となっちゃ用なしの役立たずだけどさ、俺だって恩知らずなわけじゃない。今日を無事に乗り切れたのがおまえのおかげだってことは、ちゃ～んとわかってるつもりさ」

「…………それが感謝の言葉のつもりか、このバカ！」

「別に感謝の言葉を口にした覚えはない」

「あんた、無自覚のドＳなのね。あたしはイジメられて喜ぶ性せい癖へきの持ち合わせはないの。ケンカを売りに来てんだったら、とっとと消えてくれない？」

　そうしたいのは山々だが、そうもできない事情もあるわけだ。自分のことばかりじゃなくて、ちっとはこっちの都合も考えて欲ほしいもんだね。

「なぁ、柊」

　近付けば頭から丸かじりにされそうだが、どんな猛もう獣じゆうでも敵意がないことを示して近付いてこそ、友好的な交流が生まれるもんじゃないか。襲われそうになったら逃にげりゃいいと思って柊の横に並んだが、その程度なら拒きよ否ひするつもりはないらしい。

「おまえ、そんなに俺の護衛とやらをやりたいのか？　脇わき腹ばらに穴を空けられて、死にそうな目に遭あってんじゃないか。そういうことから解放されたと思えば、落ち込むどころか喜ぶべきことだろ？」

　少なくとも、俺はそう思う。もし俺と柊の立場が逆だったら、面めん倒どうなことから解放されたと諸もろ手てを挙げて喜んでいるかもしれん。たとえ役立たずだと罵られることになっても、そんな命と天てん秤びんにかけるような仕事はお断りだ。

「……あのさ、神村」

　俺の諭さとすような発言に何を思ったのか、柊はつまらなさそうに表通りを眺ながめながら話しかけてきた。

「あんたにとって、一番古い思い出って何かある？」

「何だよ、急に」

　そんなことを聞かれて脳のう裏りに浮うかんだのは、俺がまだ三歳さいくらいのときのエピソードだった。原因は覚えちゃいないし、もしかすると明確な理由さえなかったのかもしれないが、姉さんにマジもんのグーパンチを食くらってガン泣きしたことがある。

　あまり人様にお披ひ露ろ目めできるような話でもないから口にしないが、俺が思い出せる一番古い思い出と言えば、そのくらいだろう。

「その様子を見るに、ロクでもないことみたいね」

「余計なお世話だ。だいたい、そんなことが今とどう関係するってんだ？」

「ないの」

　苛立いらだち混じりに問い返せば、柊はただ一言。

「ないの、あたしには」

　思い出がない……と、そう言いたいのか？

　そんなバカな。いくらなんでもそれはないだろう。柊が若じやく年ねん性の健けん忘ぼう症しようと言うのなら話は別だし、そういうことなら病院に行けと言わせてもらうが、こいつがそういう記き憶おく障害に見み舞まわれているようには思えない。第一、そんな物覚えが悪いなら、護ご符ふに刻む印を覚えていられるわけもない。

「小さいころの記憶がない、憐あわれな記き憶おく喪そう失しつ少女です……なんて言い出さないだろうな？」

「あのね、記憶喪失なんてそんなもんがゴロゴロしてるわけないでしょ。あたしはちゃんと昔のことを覚えてるし、忘れっぽいわけでもないの。ただ……」

　ふぅ、とため息ひとつ。

「さっきのあんたみたいにさ、昔のことを聞かれて、答えるのが嫌いやになるようなことも、聞かれなくても話したくなるようなこともないの。ただそれだけ」

「そりゃあ……」

　柊には悪いが、それはなんていうか、捉え方一つじゃないか？　と思う。

　俺だって姉さんにパンチ食らって泣いたことなんて、思い出とは呼べない代物だ。そもそも思い出ってのは、自分が蓄たくわえている記憶をどう捉えるかによるもんじゃないか。

「思い出がないって言われてもな、ピンとこないぞ」

「でしょうね。ただ……さ、昔の、それこそ小学校や幼よう稚ち園えん、それ以前の記憶は……なんて言うんだろ。自分のことのはずなのに、何故か自分のことじゃないように思えるの。わかるかしら？　海の水がしょっぱいって知識はあっても、実際に海の水を舐なめたことがない……って感じかな？　知識と思い出は違うってわけ」

　そんなことをとつとつと語る柊は、どこかしら寂しそうでもあった。

「だからあたし、これが自分の思い出だって胸を張れる記憶が欲しい。楽しいことでもいい、キツイことや辛つらいことでも構わない。ただ、自分のものだって言える記憶があって、それを誰だれかと語り合える時間が欲しい」

　そこまで一気に捲し立て、柊はため込んでいたものを吐き出すような嘆息して、俺に乾かわいた笑えみを見せた。

「あんたの護衛はさ、短い時間だったけど、確かにあたしの記憶で思い出になる話なのよ。だから、それを取り上げられるのが嫌だっただけ。でもそれはあたしの都合だし、クライアントのあんたに押しつけるような話じゃないわ。所長が言うことももっともだし、あたしがどうこうするよりも零さんに頑張ってもらった方が残りの時間もラクに過ごせるでしょ。何せ明日までの辛しん抱ぼうなんだからさ」

「……ま、その通りだけどさ」

　確かに零さんが側にいるだけで千草もそう簡単に手が出せなくなると思う。あっさりと逃げ出したのがいい証しよ拠うこだ。何より柊がそうしろと言ってるんだから、効率を考えればそれが正しい選択なのかもしれない。

「でもやっぱり、俺はおまえじゃないとダメなんだと思う」

「……え？　で、でも……」

　せっかくそう言ったのに、柊はそれでも躊躇ためらっている。俺にはそんな態度を見せることこそ、意外だった。

「あたしじゃあんたを守れないかもしれないし……なんで？　どうしてあたしなの？」

「なんで……って、わからないのか？　その理由はおまえもわかってると思ってたんだが……まさか、ちゃんと言わないとわからないとか？」

「そ、それはわかってる……ううん、ごめん。ちゃんと聞かせて。やっぱりその……そういうことは、ちゃんとあんたの口から……聞きたい」

　何故だろう、柊はどこか潤うるんだ瞳ひとみで詰め寄って来た。こいつはもしかして、本当に理由がわからないんだろうか。

「いや、だからさ……」

　確かに後のことは、零さんにすべて任せてもいい。それが一番安全だ。けれど、あの人にすべてを任せるのは、竹たけ槍やりで襲ってくる相手に核ミサイルで迎げい撃げきするようなものじゃないか。相手を確実に倒たおしてくれるが、俺にも被ひ害がいが及およぶ。それは間違いない。

　けれど柊なら、万が一があるかもしれないが、許容範はん囲い内ないで事を終わらせてくれるかもしれない。俺の被害が出るかもしれないが、出ないかもしれない。

　要はどっちのリスクを取るかなんだ。

「そもそも、零さん自身が俺を率先して守るつもりはないらしい。結局のところ、あの人は抑止力にしかならないんだよ」

「………………」

　的確だと思われる俺の状じよう況きよう判断を、柊はどういうつもりで聞いてたんだろう。何故か虚きよを突かれたような、魂たましいが抜ぬけかけているような脱だつり力よく状態になっていた。

「おい、大だい丈じよ夫うぶか？」

「えっ……っと……」

　ようやく我に返ったのか、柊は絞しぼり出すように声を出す。

「そんな話……で、あたし？」

「そういう話だろ？　どこかおかしいか？」

「あー……んー……それであんたは、『おまえじゃないとダメなんだ』とか言っちゃうわけ？」

「事実、おまえじゃないとダメだろ？　それにほら、おまえを連れ帰らないと母親への言い訳もできないじゃないか」

　それが一番の問題なんだ。柊がダメだから零さんに代わってもらっても、うちに連れ込むことができない。学校ででさえ襲ってきた千草のやり口を思えば、やはりうちに来てもらえる護衛が一番有り難い。

「あぁ～……そう。そうなんだ……親への言い訳……あ、そぉ」

「……どうしたんだ？」

「……ごめん、何でもない。ああ、もう！　何でもないったら何でもないっ!!　このバカーっ！」

「バカとはなんだよ唐とう突とつに。……おまえ、ホント大丈夫か？」

「大丈夫に決まってんでしょ、うっさいわね！　あんた人の頭の中がわかるわけ？　ギフト・キャリアだったっけ!?　くっだらないこと言わないでよっ！」

　人がそこはかとなく心配してやったというのに、柊は噛みつかんばかりの勢いで怒鳴り散ちらしてきた。なんで怒鳴られなきゃならないんだ、俺は？

「いいからもう帰るの！　ほら、学校があんなことになったってのに、夜も遅おそくまで外出してらんないでしょ？　あたしが側にいた方がいいんでしょ？　あたしじゃないとダメなんでしょ？　じゃあ仕方ないから一緒にいてあげるわよっ！」

　いったいこいつの頭の中では、どんなスイッチが入ったり切れたりしているのかさっぱりわからない。そこまで上から目線で言われてなお、本当にこいつにすべて任せていいんだろうか。

　なんとなく自分の判断が間違ってるような気もするが──。

　けれど柊は、そんな悪態を吐きつつも、楽しそうであり嬉うれしそうでもあるから、まぁこれでよかったんだと思う。

　たぶん、な。



    

  
    
      五章　坂崎詩織と過激な告白





　一いつ触しよ即くそ発くはつと言うに相応ふさわしい剣けん呑のんな空気を身にまといながら、俺と柊ひいらぎは互たがいに別方向に顔を向けて食しよ卓くたくを囲んでいた。もしここに母さんがいれば、柊も表に出す態度を柔やわらかくしていたかもしれないが、週に一度のジムに通っているため留守にしていた。

　だからこそ、今の俺たちの間に漂ただよっている空気は最悪なものになっている。険悪と表現してもいい。少なくとも、和気あいあいとお喋しやべりしながら、清すが々すがしい朝のひとときを満まん喫きつできそうな雰ふん囲い気きは微み塵じんもありゃしない。

　これもすべて、柊の不徳が致いたすところだ。そう断じたい。

「はっ、何をさっきからグチグチ言ってんだか」

　ぶつぶつ呟つぶやく俺の声を耳みみ聡ざとく聞きつけ、そっぽを向いたまま今にも唾つば吐はきそうな声音で柊がケンカを売って来た。

「あんたが言わなきゃならないのは、あたしに対する謝罪と賠ばい償しようでしょーが。ったく、なんであたしがあんたにあそこまでサービスしなきゃなんないわけ!?」

「何がサービスだ」

　昨晩に起きたことをありありと脳裏で思い返しながら、さすがの俺も柊の傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を前に言い返す。

　あの後、萬よろ屋ずやの事務所で引き続き柊に俺の護衛を任せることについて、所長さんも零れいさんも何も言わなかった。クライアントという立場の俺がそうと決めたのだから、どうやら口を挟むつもりはないらしい。

　そうと決まれば柊を連れて自宅に戻ることは自然な流れであり、帰宅した俺たちが母親に二人揃そろって怒られたのも仕方のないことだと受け入れよう。学校があんなことになったのに、帰宅した時間が夜の九時過ぎなのだから当然だ。

　けれど我わが親は、しっかり怒ればそれでおしまいにしてくれる。そういうところは、さすがに親子だと思う。

　ああ、そうさ。俺だってちょっとしたことなら後に引きずったりしないで、そこで終わりにするさ。だらだらとつまらん話を長引かせたところで、いいことなんてありゃしない。

　だから俺は、今朝方のことはすっかり忘れようと思う。寝惚けた柊が姉貴の部屋と俺の部屋を間違えて布ふ団とんの中に入り込んだ挙げ句、人を抱だき枕まくらか何かのように羽は交がい締じめしたかと思えばそこで目覚めて、悲鳴混じりに半ば本気の平手を食らわせて来たことはな。

　これでどうして俺がこいつに対して謝罪やら賠償やらをしなけりゃならんのだ？　そもそもサービスらしいサービスなんて、あの一連の出来事のどこかにあったとは思えない。

「冥めい土どの狭はざ間まを彷徨さまよわせやがって、謝罪するのはおまえの方じゃねぇか」

「それじゃないわよ、このバカ！　あたしが言いたいのは、風ふ呂ろ場ばでのこと！」

「風呂場？　ああ……」

　そっちの方か。

「けど、それこそ俺になんら非はないぞ。不幸な偶ぐう然ぜんじゃないか」

「非がない？　あんたマジでンなこと言ってるわけ？　今のご時世、どこの世界に人が一番風ぶ呂ろを頂ちよ戴うだいしてるところに『入ってるの知らなかった～』なんて理由で乱入してくるボケナスがいるのよ！　小学生のエロガキだってやらんわっ！」

「知らなかったもんは知らなかったんだ。だいたい、湯気で何も見えなかったぜ？」

「ウソばっかり」

　俺がそう言えば、柊はふんっと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「いまだかつて誰にも見せたことのないあたしの柔やわ肌はだよ？　左胸のブラで隠れてるチャームポイントのホクロだって、見たんじゃないの？」

「ホクロ？　んなもん、なかったじゃ……あ」

　売り言葉に買い言葉ってわけでもないが、あらぬ疑いを掛けられちゃたまらないと反論したのが間ま違ちがいだったらしい。怒ってるのか笑ってるのか、どっちつかずの表情を浮かべて、柊はゆらりと護符を取り出しやがった。

「今日で最後だから晴れやかに終わらせたかったのに……」

「おい待て。まさかそれをここで、」

「やっかましいいぃぃぃぃっ！」

　柊が刻印護符を破くのを見届ける前に、俺は家の外へ逃げ出した。





　死ぬかと思った。いやマジでそう思う。リメイン・マターに関わって、誰が一番俺を肉体的に痛めつけているのかと問われれば、それは柊だと即そく答とうしてもいい。もしかしなくても、一番の難敵は千ち草ぐさではなく柊なんじゃないかと思えて仕方がない。

　家から逃げ出したのはいいが、このまま外を出歩くのは気が引ける。何しろ今日は、学校が臨時休校になっちまってるからだ。

　理由は言わずもがな──だな。千草の、厳密に言えば零さんの暴走による一部校舎の破は壊かいによる臨時休校だ。故ゆえに学校側としては『やむなく』の措そ置ちであり、生徒には外で遊び歩くなと連れん絡らくが行き渡わたっていた。

　そんな言いつけを守るヤツがどれだけいるのかわからんが、かと言って遊び歩いてるところを生徒指導の教師に見つかり、怒られるのも本意じゃない。かと言って、怒り狂う柊のところに戻るのはもっと嫌だ。

「あ、神かみ村むらくん！」

　ほとぼりが冷めるまでコンビニで時間を潰つぶすか──そう思った矢先に呼び止められた。まさか生徒指導の先生に見つかっちまったのか……と思ったが、おそるおそる振ふり向いた先に居たのは、顔なじみの同級生だった。

「坂さか崎ざき？　何やってんだよ」

「それはこっちの台詞だよ！　だって昨日、学校があんなことになっちゃって……爆ばく発はつした場所、資料室の近くだったんでしょ？　病院に連れて行かれたって聞いたのにいなくて……大丈夫だったの？」

「ああ……」

　そういえば、俺が資料室に行って千草に遭そう遇ぐうした挙げ句、学校の一部をぶっ壊こわすことになったそもそもの原因は、坂崎から資料運びの手伝いをしてくれってことが切っ掛けだった。結局、騒そう動どうに巻き込まれて坂崎に会う機会が作れず、今に至る。気を揉もませることになっていたかもしれない。

「悪い、連絡のひとつくらい入れておくべきだった。あれこれありすぎて、そこまで頭が回ってなかったんだよ」

「ううん、いいよそんな。無事だったってわかってたし。あ、でも……こうやって会えるまで、ちょっと不安……だった、かも」

　坂崎はそっと俺から視線を逸そらし、白く透すき通とおるような頬ほおの肌はだを朱しゆに染めてそんなことを言った。

　これは……果たして、どう解かい釈しやくすればいいんだ？　俺を資料室に連れて行くことになった自分の行動を悔くやんで心配してくれた……ってことだけでは、どうにも説明できそうにない雰囲気を醸かもしだしている。

「あー……と、そういえば坂崎の家ってうちの近所だっけ？」

「え？　ううん、違うけど」

「じゃあ、どうしてうちの近所に？」

「だからそれは神村くんのことが……あ、そ、そういうことじゃなくて！」

　慌あわてて否定されても、そこまで言われてしまえば如い何かに俺でも察しが付く。これはつまり……だから、そういうことでいいんだろうか。

　俺だって、そこまで鈍どん感かんじゃない。それらしいアプローチを受ければちゃんと気付くさ。気付くんだが……でもどうだろう？　この坂崎の態度を、それらしいアプローチと見ていいんだろうか？

　冷静に考えてみよう。先走ったっていいことはありゃしない。

　今日は学校が臨時休校になっていて、坂崎が住んでるのはこの近所じゃないらしい。にもかかわらず俺の家の近くまでやってきたのは、俺のことが心配だったから……ってところまでは間違いない。

　だったら、どうして心配してくれたのかというと、それは昨日の惨さん事じの現場付近に俺が足を運ぶ原因になったのが自分だったから……ってことらしいが、ここがポイントだ。

　ただ心配して、無事かどうかを確かく認にんしたいだけなら電話で済む話じゃないか。同じ学校のクラスメイト、うちの自宅番号を知らなくたって、調べる術はいくらでもあるはずだ。

　にもかかわらず坂崎はそうせずに、生徒指導の教師に見つかるかもしれないリスクを背せ負おって俺の安否をその目で確かめようとやってきてくれた。

　……これで何も期待するなと言う方が無理のある話だ。期待していい……んだろうか？

「……ねぇ、神村くん」

　そんな俺の打算と計算を知ってか知らずか、坂崎が躊躇いがちに声を掛けてきた。

「え、な、なに？」

「昨日、事故のあった場所って資料室付近じゃない？　そこに柊さんもいたって聞いたんだけど……どうして柊さんもあそこにいたの？」

　坂崎は、何故か俺をジッと見つめて柊のことを聞いてくる。そんなことを聞かれても、俺としては理由なんて話せないし、他の言い訳さえ思おもい浮かばない。かといって黙っているわけにもいかず──。

「よく……見てるよな」

　──感じたことを、そのまま口に出してみた。

「え……何を？」

「柊のこと。そこまで仲がよかったっけ？」

「うん……でも、それだけじゃなくて……ねえ、神村くん」

　そこまで言って、坂崎は躊躇ためらうように言こと葉ば尻じりをすぼめて口を閉ざして俯うつむき、けれど意を決したかのように、すぐ顔を上げて俺を真まっ直すぐ見つめて来た。

「ちょっと……いいかな、お散歩。話があるの」

「別にいいけど」

　努めて冷静さを装よそおい、素っ気なく頷うなずけば、坂崎はリンゴのように頬を染めて視線を逸らして静かに歩き出した。俺はただ、黙って横に並んで足を動かした。

「あの……ね、神村くん。こんなこと聞いていいのかわからないけど……柊さんとは、本当に何もないの？」

「それは……いや、そもそもどうして俺と柊に何かあると思ってるんだ？」

　俺にだってわかる。坂崎は真しん剣けんだ。だとしたらこっちも真剣に応こたえるべきだ。だからこそ、俺は坂崎のストレートな問いかけに、逆に聞き返すようなことを言うしかなかった。

　ここで『何もない』と応えるのは簡単だ。恋れん愛あい感情で言えば確かに何もない。けれど、それ以外のことだと……決して『何もない』とは言えない。

「だって、昨日の朝にお弁当のこともあるし……見ていても、急に仲良くなってたから」

「仲良く……って言うか、それは……あいつと話をしなくちゃならないことがあったからそうしてただけで、」

「わたし、ずっと見ていたんだよ？」

　俺の言葉を遮さえぎって、坂崎はキュッと手を握にぎりしめてきた。

「神村くんが言うように、わたし、ずっと見ていたの。見ていたからわかるの。だから……ウソとかごまかしとかしないで、ちゃんと応えて」

「え……あ、ああ……」

　ごきゅっと飲み込んだ生なま唾つばの音が、やけに大きく響く。平日昼間の住宅街では出歩く人の姿も少なく、無む駄だな静けさが醸し出す緊きんち張よう感に目め眩まいを感じそうだ。

「神村くん……」

　坂崎は、薄うすい唇くちびるをゆっくり動かして──。

「あなたがリメイン・マターを持っているんでしょう？」

　──ハッキリと、そう言った。

「リ……メイン……って、え？　待て、なんだって？　リメイン・マターって、それは……ええと、すまん。なんだって？」

　思考が完かん璧ぺきに停止した。唐突に、あまりにも唐突すぎる坂崎の一言に、感情と処理が追いつかない。聞き返す言葉もしどろもどろになっている俺の姿が面おも白しろいのか、坂崎がくすっと微笑ほほえんだ。

「だから、リメイン・マターよ。虚こ空く蔵ぞう菩ぼ薩さつや地蔵菩薩の三さ昧ま耶やぎ形ようとして数えられ、万物あらゆる願いを叶かなえ給たまう如意宝珠。そのレプリカにして、意のままにあらゆる物を生み出す奇き跡せきの宝。それを神村くんが持っているんでしょう？」

　よどみなくすらすらとリメイン・マターの由来を語る坂崎。それを受けて、俺が聞き間違いをしているとか妙な偶然で話が不自然に噛み合ってるわけじゃないことを悟さとらせる。

　こいつは、リメイン・マターのことを知っている。知っていて、それを俺が持っていることを理解した上で、確認の意味をこめてそんなことを聞いてきている。

「なんで……どうしておまえがそんなことを言うんだ？」

「それはだって、茜あかねが失敗したからよ。彼女が昨日の時点で成功していれば、こんなところでわたしが動く必要もなかったのに」

「だからっ！　そういうことじゃなくて！」

　これはいったいどういうことだ？　何かの悪い冗じよ談うだんなのか？　坂崎がどうして千草の名前を……昨日の時点で失敗？　つまりそれは、坂崎は千草の仲間だってことなのか？

　頭の中にさまざまなクエスチョンマークが浮かぶものの、明確な答えなんてどれひとつとして出てこなかった。

「言ったでしょう？　わたしはずっと見ていたの。神村くんだけじゃなくて、みんなのことを。柊さんのことだってそう。彼女が萬屋の人間だっていうことも知っている。知っていて、リメイン・マターを探していたのもわかっていた。おかしいと思わなかった？　どうして茜が学校に現れたのか。どうして数多くいる生徒の中から、神村くんだけを狙ねらって接せつ触しよくしたのか」

　それは、少なからず疑問に思っていたことだ。

　千草の登場は、あまりにもタイミングがよすぎた。俺が柊や所長さんからリメイン・マターの話を聞いたその翌日に現れるなんて、萬屋の誰かが情報を漏らしているとしか思えないタイミングだ。

　けれど、柊を含ふくめてあの人たちは一枚岩だ。誰かが裏切るってのは考えにくい。運命の神様がイタズラしてるとしか思えない偶然だと思っていた。

　そうじゃない。そうじゃなかったんだ。

　俺がリメイン・マターと同化する前から柊は監かん視しされていて、その所在が明らかになったから千草は動いたんだ。そしてそれを手引きしたのは──。

「……千草の仲間だったのか？　でも、おまえは……」

　坂崎とは一年のときも同じクラスで過ごしたクラスメイトだ。ただのクラスメイトだったんだ。それが何故、今になってこんなことを!?

　それとも、そんな前からリメイン・マターは探たん索さくされていたのか？　一年や二年もかけて、探されていたものだったのか？

「坂崎……おまえ、いったいいつから……」

「ずっと。ずぅーっと探していたの」

　ふふふ、と笑い声を転がして、坂崎はそう言った。

「四年前に、それがあると知ったときから。それからずっと捜さがし続けて、息を潜ひそめて待っていた。わたしが普ふ通つうの高校生に見えていた？　ありがとう。だとしたら、わたしは上手に世の中に紛まぎれ込むことができたということね」

「紛れ……？」

「わたしのことが知りたい？　教えてあげてもいいけれど、でもその前にリメイン・マターの方が重要よ。ねぇ、お願い神村くん。リメイン・マターを渡して。ううん、渡してくれなくてもいい。あなたと融ゆう合ごうしているのなら、あなたがわたしに協力して」

「……何を言ってんだ？」

　何で俺が……そもそも協力って、何をしでかすつもりだ。

　いや、何であれ協力なんてできるか。神様の容いれ物さえも作り出せる代物だぞ？　坂崎があの千草と通じてるなら、どうせロクなもんじゃない。協力なんてできるもんか。

「最初のアプローチを間違えちゃったかな。やっぱり茜に任せるべきじゃなかったわ。わたしたちは、そんな大層な代物が欲しいわけじゃない。とてもシンプルだけれど、決して手に入らないもの。かといって世界に害するものでもなく、単に利己的なものよ。何かわかる？」

「わかるかよ。わかりたくもない」

「そう……」

　俺がそう言えば、坂崎は隠そうともせずに落らく胆たんの色を見せてため息を吐はいた。

「わかってくれないのは残念。わかろうともしてくれないのは、少し寂しいかな。でも、だからと言ってわたしたちも諦めるわけにはいかないの。神村くんに事情があるように、わたしたちにも絶対に譲ゆずれない願いがあるから。だから、ごめんね」

　心底申し訳なさそうに坂崎が謝罪の言葉を口にした瞬しゆ間んかん、ぎちっ、と体が動かなくなった。指先どころか、瞬まばたきさえもできない金かな縛しばり。

　おい待て。これはまさか……資料室で体感した、あのときの金縛りと同じものだ。あれと同じことが起きているということは……っ！

「本当に連れてくの？　殺して腹の中からリメイン・マターを取りだした方が早いんじゃない？」

　物ぶつ騒そうなことこの上ない台詞が真後ろから聞こえた。振り返りたくても振り返ることができず、けれど声を聞けば、誰がいるのかすぐにわかる。

　この声、そして金縛り。見るまでもなく、俺の背後には千草茜がいる。

「それはダメ。リメイン・マターは単なる物質とは違ちがうプロセスで成形されてるから、もしかすると霊れい子しレベルで融合しているかもしれない。神村くんを殺せば一いつ緒しよに消失するかもしれないもの。それに、彼かれはわたしのクラスメイトよ？　乱暴なことはしたくないわ」

「まぁ、あなたがそういうのならそれでいいけど」

「気絶させておいて」

「は～い」

　聞いていても、到とう底てい安心なんかできそうにない二人の会話。吹ふき出す汗あせさえも押おさえつけられているのか、肌がざわざわと粟あわ立だつ。

　瞬間、バチンッ！　と凄すさまじい衝しよ撃うげきが背中から全身を駆かけめぐり、意識が根こそぎ刈かり取られた。何をやられたかなんて考えるまでもない。スタンガンの一いち撃げきなんて、まさかリアルに食らう日が来るとは思わなかった。





　意識が回復して、俺おれの目が捉えた映像は、Ｂ級映画でも見かけないほどに朽くちかけた無む味み乾かん燥そうとしたコンクリート打ちっ放しの天てん井じようだった。

　ここはどこだ？　と考えた頭は、やはりまだ寝ね惚ぼけていたんだろう。記憶の糸はすぐに気を失う前まで遡さかのぼり、場所の詮せん索さくなんかするよりも、自分が置かれた状況を理解すべきだと判断を下す。

　俺は坂崎にまんまと欺あざむかれた。あいつは俺と柊を襲った千草と繋つながっており、何をされたのかわからなくとも俺が気を失った原因は、現れた千草の仕し業わざで違いない。

　となれば、この見慣れぬ部屋は坂崎と千草が用意した監かん禁きん場所ってことになる。

「くそ……っ」

　こんなところに長居するつもりはない。幸いにして体は拘こう束そくされているわけじゃないから自由に動ける。俺には逃げられないと思っているのかもしれないし、事実そのとおりかもしれないが、かといって大人しくしているつもりもない。

「あら、目が覚めた？」

　と、俺の威い勢せいを削そぐようなタイミングで、この部屋が唯ゆい一いつ外部と繋がっている重苦しい鉄てつ扉ぴが、大きな音を立てて開かれた。

「坂崎……」

　俺をこんなところに連れ込んだ張本人が、悪びれた様子もなく姿を現した。うちの近所で見かけたときと寸分違わぬ姿で──いや、違うのは手にナイフを持っていることか。刃は渡わたり三〇センチもあるゴツいナイフだ。

「そのナイフで俺を脅おどすつもりか」

「え？　ああ、これは別に神村くんに向けるものじゃないから安心して」

　安心しろだと？　こんなところに連れ込まれて、しかもナイフまで持ち出されて、それでどうやって安心しろと言うんだ。

「おまえが黒幕なのか？　例えばほら、あの千草に弱よわ味みを握られて仕方なくとか」

「ありがとう」

　俺がそう言えば、坂崎はこの上なく優やさしい柔にゆ和うわな笑みを浮かべてそんな言葉を口にする。

「まだそうやってわたしのことを信用しようとしてくれているのね。でも、違うということは理解しているでしょう？」

　この上なく優しい笑え顔がおは、だからこそ残ざん酷こくなまでに事実を俺に告げる。

　決定的か。やっぱりそうなのか。くそっ、わかっちゃいたが、だからって本人の口から改めて突きつけられるとショックも計り知れない。

「なんで……なんでこんなことを!?」

「それは言ったはず。……どうしても、叶えたい願いがあるから」

　浮かべていた笑顔を引っ込めて、言い放つ坂崎の言葉には微塵の迷いもなかった。

　俺にだってわかる。その『願い』とやらを叶えるためなら一切の妥だき協ようも躊ちゆ躇うちよもしないってくらい、強い決意が込められていることは。

　だからだ。だからこそ、わからない。

　こいつは今まで、普通のクラスメイトとして一緒に学園生活を過ごしていたんだ。それをどう思っていたのかなんてことは、坂崎自身しかわからないだろう。だとしても、俺の目にはそれを壊そうと思うほど不平不満があったようには見えなかった。

　なのに今、坂崎は俺を拉ら致ち同然にこんなところまで連れてきて、これまでの生活を崩くずそうとしている。

「もう後あと戻もどりもできないような、こんな真ま似ねまでして叶えたい『願い』ってのは何だ？何を考えてるんだ、おまえは!?」

「いのち」

「……あ？」

　何だって？　今、何て言った？　いのち……って、命？　何を言ってんだ？　これまでの生活のすべてを捨ててまで叶えたい願いが……命、だと？

　さっぱり意味がわからない。それとも、同音異義語でもあったか？　俺の貧相なボキャブラリーじゃ他に何も思い浮かばなかった。

「それでいいの。わたしが欲しいのは命。命を確実に奪うもの、あるいは与あたえるものが欲しい。それが道具であろうと概がい念ねん的てきなものであろうともかまわない。ただ命を与え、奪うことができればそれでいい」

　どこか詩的に、朗々と語る坂崎の言葉を聞いて、俺が何を思ったのか言うまでもない。

「何言ってんだ、おまえ？」

　こいつが言ってんのは、つまり生せい殺さつ与よ奪だつを自在に行える力が欲しい、ってことだ。

　イカレてるとしか思えない。

　人の、いや『命』と大おお雑ざつ把ぱな表現をしたことから人に限らずか。あらゆる生命を自在に操あやつるモノが欲しいなどと考えるなんて、バカげてるとしか言いようがない。

「そんなことができるほどの道具を、俺と同化しかけているリメイン・マターが作り出せると思ってんのか？」

「それは、それこそやってみなければわからないわね。それに、両方をまかなえるものである必要はないの。確実に命を奪うもの、あるいは与えるもの、そのいずれかの力を秘ひめたものであれば、それでいい」

　そう言う坂崎の言葉を聞いて、俺は……何かがおかしい、と率そつ直ちよくに感じた。

　命を与えるもの、あるいは奪うもの。その両方の力を秘めた道具が欲しいとただ願うだけなら、坂崎が言ってることは程度の低い小悪党ばりの台詞だ。けれどこいつが欲ほつしているのは「どちらかでいい」と言っている。

　何故そこで妥協するんだ？　生かすか殺すか、真逆の力のどちらかを寄よ越こせと言うからには、妥協してもいい理由があるはずだ。

「……何が、あったんだ？」

　こんな状況で俺からそう聞くなんておかしいかもしれないが、けれどそう問い掛けずにはいられない。

　すると坂崎は、薄く微笑みを見せて立ち上がった。かと思えば、おもむろに制服の上着を脱ぬぎ、ブラウスのボタンを外し……え？

「なっ、何やってんだ!?」

「え？　ああ、勘かん違ちがいしないで。別に変なことするつもりじゃないから。ただ、服が破けたり汚よごれたりすると嫌なのよ」

　そんな訳のわからない言い訳をしながらも上着を脱ぎ去り、俺を路ろ傍ぼうの小石か何かとでも思っているのか、上半身の衣服すべて脱ぎ捨すてても恥はじらいの表情を見せない坂崎は、持ち込んでいた刃渡り三〇センチはあろうかというナイフを自らの胸むな元もとに突き立てて。

「これ、見てて」

　微かすかな吐と息いきとともに、ずぶずぶっと音が聞こえて来そうなくらいゆっくりと、ナイフの切っ先を自らの体に突き立てていく。刃を伝って、赤黒い液体がしたたり落ちる。

　絶句した。やめさせようと考えることさえ出来ずにただ、目の前で起きた出来事を、俺は唖あ然ぜんとした面おも持もちで眺めていることしかできなかった。



    

  
    
      　まるでスローモーションの再生動画のように、もしかすると実時間では一いつ瞬しゆんだったのかもしれないが、ナイフの切っ先は坂崎の胸の中心を貫つらぬいて背中から顔を覗のぞかせた。

「どう……？」

「……え？」

　どうもこうもない。誰が見たって即そく死しだ。生きてる方がおかしい。おかしいはずなのに、それでも坂崎の口から言葉が紡つむぎ出され、その言葉に反応するように我に返った。

「な……、何だよそれ？　何なんだ、いったい!?　おまえ……人間じゃ、ない……の、か？」

　ここ数日で常識はずれの出来事を目まの当たりにしてきた俺の口からは、自然とそんな言葉が漏もれ出てくる。いや、今の坂崎の姿をまざまざと見せつけられれば、俺でなくたってそういう台詞が出て来るさ。

　非常識というよりも異常だ。あり得ない。

　それでもまだ、世間の常識に照らし合わせて考えれば、目の前で起きた出来事はトリックのある手品だと言えるかもしれないが……断言するには、あまりにも生々しすぎる。

「何も言えないよね……」

　薄く笑い、坂崎は自らに突つき刺さしたナイフを一気に引き抜く。血が一瞬だけ噴ふん水すいのように噴ふき出したが、けれどすぐに止まった。

「つまり、こういうこと。わたしは死なない。死ぬことができない。生まれ出いでてから数百年、老いもせず、病気になることもなく、たとえ手足が千切れ、首を切り落としても蘇よみがえる。あなたが言うように生死で生物とそれ以外を隔へだてるのなら、わたしは生き物でさえないのかもしれない。でも、わたしはわたし自身を人だと思っている」

「そんな人間がいるかよ」

「いるじゃない？　ほら、目の前に」

　茶ちや化かすようにそう言って、坂崎はわずかに視線を落として呟いた。

「人は生まれ、そして死ぬことを認にん識しきできる生き物でしょう？　わたしもそう。これまでの長い時間をわたしは生きてきた。いいことも悪いこともこの目に焼き付けてきた。もう充じゆ分うぶんなの。そろそろ静かに眠ねむりたい」

「そういう……ことか」

　だから坂崎は、『絶対的に殺すモノを』なんてアバウトな願いを抱いてるのか。

「わかってくれた？　わたしはわたしを殺してくれる力が欲しい。もう、充分すぎるほど生きてきたもの。親しい友人や愛いとしい人が先に逝いく様を見続けてね」

　坂崎は今まで、あらゆるものを失ってきたんだ。数百年という時間を生きてきたというのが本当なら、その間に出会った人々だっているだろう。その人たちの亡なき骸がらを乗のり越こえて、今ここにいる。

　失いたくないのか。失いたくないから、自らをこの世界から消し去ろうって言うのか。

「それなら──命を与えるってのは何だ？」

　不死者である坂崎は、死ぬ術を求めている。にもかかわらず、最初に俺に言ったのは命を奪うばうか『与える』ものだ。前者はともかく、後者は不死者の坂崎には必要のない願いだ。

「わたしが何故、死を望むのかは、わかってくれたよね？」

「失い続けるのが嫌だから……だろ？」

「そう。だからわたしはこれ以上、失わないためにも自らが滅ほろぶ術を探している。でももし、わたしと同じような不死者がいれば……わたしはもう、失わずに済む。違う？」

　だから『絶対的に命を奪う』、あるいは『命を与えるモノ』を……か。

「……おまえの言いたいことは、よくわかった。リメイン・マターを求めていた理由も納なつ得とくしてやろう。けどな、先に言っておく。俺にリメイン・マターは使えない。使い方がまず、わからない」

「あら、そんなこと？」

　これはけっこう重要な話だと思うのだが、けれど坂崎は俺の告白を些さ末まつ事のように受け流しやがった。

「あなたが知らなくても、わたしが知っているから大丈夫。言ったでしょう？　これでも長い時間を生きているの。知りたくもないことだって知ってるわ」

「知ってる……って」

「別に特別なことじゃないの。神村くんと融合しているそれは、あらゆる願いを叶えるもの。純じゆ粋んすいな願いに応じるもの。願えばいい。疑わず迷わず躊躇ためらわず、ただただ純粋な願いに応じて、それは姿なきものに形を与える。それが本物の如によ意い宝ほう珠じゆの使い方。リメイン・マターがそれのレプリカなら、使い方は一緒のはず。ね？　簡単でしょう」

　願う……だけ？　本当にそれだけでいいのか？

　いや、それはない。この三日間で、俺が何一つとして願い事をしてないわけがない。こうなればいい、くらいの簡単な願いなら、それこそ幾いくらだって願っている。

「現実は何も変わってないじゃないか。俺の願いは何も叶ってないぞ」

「それは願いに疑いがあるからよ。いい？　一切の迷いも戸と惑まどいも後ろめたさもない、純粋な願いを、それは叶えるの。思い出して。昨日の学校で茜に襲われた後のこと。太た刀ち鞍くら零を前に、あなたが具象化させた神の器うつわのことを。あれが作り出せたのは何故？　そのとき、あなたが抱いていた思いはなに？」

　あれは、あのときは……確かに、ひとつのことだけを考えていたかもしれない。零さんが近付いてくるなと、ただそれだけを考えていたかもしれない。

　いや、違う。それよりももっと純粋で、ただひとつのことを考えていた。

　つまり、怖い。

　怖いから近付くなと願い、それでリメイン・マターが反応……した？　それだけ強く深く願えばリメイン・マターは反応する……？

「そう。だから、」

「どちらにしろ無理だ」

　言葉の端はしに期待を滲にじませる坂崎だが、俺は首を横に振った。

「俺はおまえに、そこまで深く死んで欲しいとは思えない。逆におまえに同情して不死者を生み出すような道具も作り出せない。そもそも、おまえの考え方に賛同する気もない」

　そりゃそうさ。当たり前じゃないか。

　こいつは俺に『自分を殺す道具』か『他人を不死者にする道具』を作ってくれと言っている。俺に坂崎を殺す業ごうを背負うか、それとも坂崎自身と同じ境きよ遇うぐうのヤツを生み出す業のいずれかを選べと言ってるんだ。

　ふざけんな。どうして俺がそこまでしなけりゃならないんだ。

　坂崎が大勢の知り合いの死を目の当たりにして、失い続けてきたことを嘆なげいているってのは理解した。だから自分が死ねる方法を探しているってのも納得しよう。そしてそう思うこいつが不ふ憫びんだと思う気持ちは俺にもある。

　だからって、俺がこいつの数百年生き続けてきた人生に終しゆ止うし符ふを打たなくちゃならない理由にはならない。そんな道具を作り出したいと思うわけがない。

　少なくとも、こいつは俺のクラスメイトだったんだ。どんな裏の顔があろうとも、坂崎がクラスメイトである事実は覆くつがえらない。

「不死者を作り出す道具を作るのもお断りだ。おまえは自分で不死者であることを辛つらく感じてるんだろ？　数百年も生きてたと言ってるくせに、そこまで生きてても『自分がやられて嫌なことを他人にやっちゃいけません』って常識が培つちかわれてないのか？　バカバカしくて話にもなんねぇよ」

　俺の考えは揺ゆるがない。仮にもし『言うことを聞かなければ』云うん々ぬんと劇中の三流悪党ばりの台詞を坂崎が口にしたとしても、どれほどの目に遭わされようとも、それでもやっぱり俺は、坂崎を殺すとか不死者を生み出すとか、そんな道具を作り出せるほど、純粋に願うことなど出来そうにない。

「…………そう」

　俺の決意を坂崎はどう受け取ったんだろう。あまりにも静かで平へい坦たんに坂崎は頷いた。

「でも、断れる立場にあると思う？」

「おまえには、俺を痛めつけたり殺すことはできない」

　俺の断定的な言葉にも理由がある。ここに連れ込まれる直前に、坂崎が千草に『殺せばリメイン・マターも一緒に消失するかも』と言っていたからだ。

　つまりこいつは、目的を達成するためには俺を殺せない。その目的さえ俺が拒否しているが、だからって自や棄けになり、俺を殺したり……しない、と思う。

　そう信じたい。

「神村くん、あなたの考えは……悔くやしいけれど正しい。いいえ、リメイン・マターを使う使わないってことじゃなくて、わたしがあなたを殺す殺さないということについてね。わたしはあなたを殺すつもりはない。殺せない。言ったものね。わたしはもう、失う立場になるのは嫌だって。あなたもわたしにとって、失うことのできない友人ですもの。でも」

　坂崎は悔しそうに、心底残念そうにため息とともに首を横に振る。

「何も考えていなかったと思う？　あなたがリメイン・マターと融合しかけている今、そう言うかもしれないってことは予測できた。予測できて、対応を考えてないと思う？」

「なにを……？」

「あなたの意識がすべて邪じや魔まをするのなら、その意識を奪うまで」

　坂崎は、躊躇ためらいも戸惑いもなく言い捨てた。

「純粋にリメイン・マターの力を引き出すために、あなたの意識を一時的に奪う」

「そんなことが、」

「できない、と思う？　こう見えても、わたしは長く生きてるの。知りたくもないことを知ってるし、覚える必要もないことだって覚えているのよ」

　薄く笑う坂崎は、クラスメイトとして知っているこいつの顔に見えなかった。長い年月を経へて得た凄すご味みとでも言うのか、薄ら寒さむいものさえ覚えるほどに壮そう絶ぜつだ。

「……時間をあげる」

　坂崎は俺から視線をはずして、音もなく立ち上がった。

「強ごう引いんな手段はわたしにとっても本意じゃないの。一時間もあれば覚かく悟ごが決まる？　それまでに決めておいて。命を奪うか、与えるか、あるいは道具になるか。人生において、三つも選択肢があるなんて素す敵てきなことよ」

　何が『素敵なこと』だ。どれもこれもイカレた選択肢じゃないか。

「ひとつだけ教えろ」

　部屋から出て行こうとする坂崎に、俺は聞いておかなくちゃならないことがある。これだけは最後に聞いておきたい。

「おまえ、柊と仲がよかったんだよな？　それは……リメイン・マターを手に入れるために近付いていたのか？」

「……さあ、どうかしら」

　どうとでも取れるような、あるいは本心を隠かくすような笑みをドアの前で残し、坂崎は静かに部屋から出て行った。





　残り一時間。

　それですべてを決めろと坂崎は言うが、どれだけ待っても俺の考えは変わらない。殺すだの生かすだの、そんな殺さつ伐ばつとした考えはまっぴらだ。かといって、リメイン・マターを使うために妙みような細工をされるのもご免めん被こうむる。

　だとしたら、ここから逃げ出すために足あ掻がくまで。

　あいつは俺が逃げ出せないとタカをくくっているのか、身動きできないように拘束していない。この窓もない部屋の中だけとは言え、自由に動けるのは幸いだ。

　坂崎が部屋を出て行ったと同時にドアに駆け寄り、ドアノブをガチャガチャと回してみたが開かなかった。さすがにカギが掛かっている。体当たりをしてみたが、分厚い鉄の扉とびらは逆に自分の体を痛めつけるだけでしかない。

　他ほかに逃げ出せそうな場所は……部屋の中をぐるりと見み渡わたしてみたが、あるのはベッドだけ。通風口が見えるが、部屋のど真ん中の天井で、そこまでベッドを移動させて手を伸のばしてみても届かない。何より、くぐり抜けられるほどの幅はばもない。

　どうやら本気で逃げ出す術がなさそうだ。坂崎が俺を拘束しないで部屋の中に放ほうり込んでいるだけなのも納得できる。

　もしここから俺が逃げ出せるとすれば……リメイン・マターを使うことか。萬屋の所長さんや坂崎が言うように、リメイン・マターが本当に何でも作り出せるのなら、ここから逃げ出す道具くらい簡単に作り出せるかもしれない。

　緊きんき急ゆう事態だから使うのも仕方ない、と思うのだが、それでも使用に躊躇いが残る。

　いや、躊躇いじゃないな。何があっても使わないという約束か。

　柊は俺にリメイン・マターを使わせないために側にいてくれているんだ。それを信用して、俺は使わないと決めている。だからどんな状況になろうと俺はリメイン・マターを使わない。絶対に。

「そういえば……」

　柊のことを考えて、ふと思い出した。自分の体を改めて確認してみれば、衣服はもちろん、財さい布ふや携けい帯たいはそのまま残されている。もっとも、携帯は圏外になっちまってて使い物にならないが、それでもそれが油断になるってことを、あいつは数百年も生きていて気付いてないらしい。

「……外せばいいんだったな」

　持ち物すべてそのままってことは、柊から『万が一のときのため』と言って押しつけられた魔ま導どう具ぐも、しっかり残っていた。

　迷うわけがない。

　俺は指輪をすぐに指から外した。何が起きるか、微塵も考えずに。

　外した指輪はその刹せつ那な、バチンッ！　と静電気でも走ったような音を響ひびかせた。事実、つまんでいた指に軽い痛みが走り、思わず投げ落としてしまうほどに。

「なん……？」

　落ちた指輪を奇き異いの目で見れば、リングの中央から覗く床ゆかがぐにゃりと歪ゆがんでいた。その歪みは一気に膨ふくれあがり、床に穴でも空いたかと思うような暗くら闇やみが広がった。

　何なんだ、これは？　本当に穴が空いた……わけじゃないよな？　もしかして、何ど処こかへ通じているゲートとか、そういう代しろ物ものか？

　まさか……この中に飛び込めって言うんじゃないだろうな。

「……え？」

　どうすればいいのか判断付かずにゲートを覗いていると、次の瞬間には唖然とするほどの驚おどろきを味わうことになった。

　にゅっと、真っ黒な渦うずの中心点から白くて細い指が出てきた。指は手となり、手は腕うでとなって肩かたも見え、最終的には一人の人間が現れた。

「今までどこ行ってたのよ、このバカ！」

「ひっ、柊!?」

　渦の中から現れたのは柊だった。柊が、出てくるなり人に向かって罵倒してやがる。そんな柊を吐き出した渦は、それで役目が終わったとばかりに消えていた。

「何でおまえが出てくるんだ!?　緊急時に使えとか言ってたのに、ぜんっぜん状況が変わってねぇぞ！」

「何言ってんの。あんたみたいなド素しろ人うとがプロから逃げられるわけないじゃん。あんたに預けてた指輪は、対になってるリングの所持者を移動させる召しよう喚かん用のリングよ。どっちにしろ、あたしが居れば逃げられるでしょ？」

　こいつは……そういうことをいけしゃあしゃあと素面しらふでよく言えたもんだ。呆あきれるべきか感心すべきか大いに悩なやむ。

「それよりも状況を教えなさい。千草に拉致られたってわけ？」

「そうなんだが……」

　柊にすべて話すべきか迷ったが、隠していても仕方がない。いや、隠したところですぐにバレる話でもある。

　俺は起きた出来事の一部始終を、柊に話した。

「そ……っ!?　そ……う、なんだ……。そっ……か」

　俺の言葉を受けて、柊は一瞬だけ息を呑のむように言葉を詰つまらせたが、すぐに平静を装って短く答えた。

　こいつが今、何を思ったのか俺は考えない。こいつには俺以上に坂崎に対して思うところがあるだろうし、かといって、こんなことになっちまったからと俺が慰なぐさめの言葉を口にしても柊は嬉しくないだろう。

　そんなことよりも俺が柊に話しておかなくちゃならないのは、坂崎の目的だ。何をたくらんでいるのかを知っておけば、柊だって対処の仕方にあれこれ幅を持たせることができるだろう。

「くっだらない目的ね」

　俺が知ってる情報をそのまま与えれば、柊は一言で切り捨てた。

「それよりも、死なないって？」

「胸のど真ん中にナイフを突き立てても平気だった。信じられないかもしれないが……」

「不死者症候群ノスフエラトウ・シンドローム……のキャリアってことか。へぇ、そうなんだ」

　柊は俺の言葉を疑うどころか、既き知ちの知識とがっちり合がつ致ちでもしたのか、納得している。俺には納得できるこいつの方が信じられん。

「何でもありなのか、おまえが関かかわってる世界は」

「んなわけないでしょ。あたしだって『そういうのがある』って聞いてただけで、実在するとは思ってなかったわよ。でも、あんたの話だとそういうことになるんでしょ？」

「まぁ、そうだが……その不死者症候群ノスフエラトウ・シンドロームってのはなんだ？」

「文字通りよ。死ににくい症しよう状じようを持つ人のこと。昔からそういう人はいたってわけ」

　昔からいるのかよ、そういうヤツが……って。え？　それなら、坂崎みたいな不死者は一人じゃないってことになる。

「他にもいるのか、死なない人間ってのが」

「それはどうかしら。確かに死なない人間の話はチラホラ聞くけど、それが詩し織おりと別人かどうかわからないでしょ？　どんだけ長生きなのか知らないけど、それでも人の世界で生活してるなら、同じ姿で居続けられるわけがない。姿を変えたり、もしかしたら性別だってごまかしてたかもしれないわね。噂うわさされてる不死者のすべてがあいつ一人だってこともあり得るわ」

「……そうか」

「…………」

　俺が落胆を滲ませた声を漏らすと、柊は物もの凄すごく不ふ機き嫌げんかつ不服そうな三白眼になって、鋭するどい視線を突き刺すように向けてきた。

「何だよ」

「あんた、もう一人くらい不死者がいれば詩織のためになったのになぁ、なんてことを考えてんじゃないでしょうね？」

「え？　いや、まぁ……」

　事実その通りに思っていたのだが、鬼き気き迫せまる迫はく力りよくの柊を前にすると言葉を濁にごすしかない。

　どうやらそのことが、こいつにとってお気に召めさないことみたいだ。

「バッカじゃないの？　そんな傷の舐なめ合いができる相手がいたところで、何の解決にもなりゃしないわ。今度はその二人がそろって『死にたい』ってなったときに、またリメイン・マターに目を付けるかもしれないでしょ。それじゃ意味がないの。問題を先延ばしにするんじゃなくて解決する。それが萬屋のモットーよ」

「どうすんだ？」

「うちらを敵に回したことを死ぬほど後こう悔かいさせてやるわ」

　不死者相手に『死ぬほど』って言われてもな。ってぇと、こいつはここから逃げるつもりはないのか。

「いったい何をどうするつもりだ」

「バカの目を覚まさせてやンのよ」

「それは頼たのもしいわね」

　鼻息を荒あらくしている柊の言葉に、ドアから飛んできた声が反応する。この状況で「誰だ」と言うつもりはないし、引っ張る意味もない。

　千草茜が、はしゃぐ子供を微笑ましく見るような眼まな差ざしをたたえて出口を塞ふさいでいた。

「あら、早さつ速そく異常を嗅かぎ付けたってわけ？　番犬としては合格ね」

「悪いけど、お嬢じようちゃんだけならお話にならないの。それとも、太刀鞍がどこかにいるのかしら？　それだとかなり厄やつ介かいなのよねぇ」

「あんた相手に零さんがしゃしゃり出てくるわけないでしょうが。あたしで充分よ」

「あら、元気ねぇ……脇腹に風穴を開けてやったのを忘れた？」

　こつん、とヒールを鳴らしながら、千草が無防備とも取れるほど悠ゆう然ぜんと歩み寄ってくる。

「遊んであげてもいいんだけど、今はそういう状況じゃないってことは理解してる？　邪魔なお客様はさっさとお帰り願いたいわ……ねっ！」

　千草が語気を強めた瞬間、ごぉうっ！　と音を立てて風の流れが壁かべのように迫せまった。人間どころか軽自動車くらいなら軽々と持ち上げられそうな突とつ風ぷうは、小さな換かん気き口こうしかない室内をめちゃくちゃにするには充分すぎるほどの牙きばを持ち……けれど、俺と柊がいる場所だけは無傷のままだった。

「あんた、扇せん風ぷう機きくらいには役に立ちそうよ」

　にぃっと凶きよ悪うあくな笑えみを浮かべる柊の手には、一枚の刻印護ご符ふ。突風を相そう殺さいしたのか、それとも壁を作ったのか、いずれにしろ千草の先手は完全に防がれた。

　それが千草的にはお気に召さなかったらしい。瞳ひとみに残っていたわずかな笑みが完全にかき消えた。

「その護符は厄介ね。厄介だし、わたしの能力がその程度って思われるのも癪しやくだわ」

　すぅ……っと細くなる千草の眼差し。こいつが次に仕し掛かけて来るのが、直接的にこちらの動きを封ふうじ込めようとしているのは明白だ。そしてそれは回かい避ひしようがなく、動きを封じられればあとは一方的になぶられるだけだ。

「そ……んなもん……が……通じるかっ！」

「え……っ？」

　千草の金縛りを幾いく度どとなく受けた俺にはわかる。千草の金縛りは容よう赦しやがないほど徹てつ底ていしている。指先ひとつ、まばたき一回すらできないほどであり、当然のことながら言葉を喋しやべることも、下手をすれば呼吸すらままならない。

　柊に向けて使ったＧＩＦＴもまた、そのくらい強力なものだったはずだ。今の状況であいつが手加減するはずもないから、それは間違いない。

　にもかかわらず、柊は自らの意思で喋り、護符を投げつけて千草に攻こう撃げきを仕掛けた。

「バカな!?　そんなことが、」

「聞いたことあるのよ」

　カツンッ！　と足を踏ふみならし、柊は顔を上げる。その額に、いや顔中に脂あぶ汗らあせを垂らしながら、それでも不敵に笑っている。

「重いものが持てないからＰＩの能力が、離はなれた人と話せないからＭＩの能力が、遠くまで行けないからＤＪの能力が人には必要だった。それは結局のところ、人が進化の中で不要になり、捨てたコミュニケーション能力でしかない。対象者に拒きよ絶ぜつされれば何ら効力を発揮できない、人の意思の力でどうとでも操れる稚ち拙せつな力なんだ……ってね」

「そんな……そんな簡単な理り屈くつじゃないわ！」

「簡単じゃない？」

　叫さけぶ千草の言葉に、柊はそれこそ唾つばを吐きかけるような蔑さげすんだ眼差しを叩たたきつけた。

「あたしがあんたを認めると思うか。何を考えて詩織の側にいるのか知らないけど、あいつがバカみたいでふざけた願いを他人任せで叶えようとしているのに、止めるどころかホイホイ手を貸してるあんたを、このあたしが認めると本気で思ってんの!?　ふざけんのも大たい概がいにしときなさいよ！」

「何を……あんたみたいな小こむ娘すめが、何をわかった風な口を！」

「わかるわけないでしょう、そんなもん」

　千草の反論を、柊は一いつ笑しようする。

「あんたらの都合なんて関係ないのよ。それを理解して解決するのはあんたら自身でしょうが。なのにあんたや坂崎は、そこに一いつ般ぱん人じんの神村を巻き込んでんのよ。今さらどんな言い訳ができるっての!?」

「言ってくれるわ。自分のことをそこまで棚たな上あげできる厚こう顔がん無む恥ちっぷりにも呆れるほどよ。そこのボウヤを巻き込んだのがわたしたち？　よく言うわ。リメイン・マターを見つけられず、同化するまで放置していたのが誰なのか、今一度よく思い出すことね」

「忘れるわけがないでしょ。確かにね、結局のところあたしだって自分の都合に神村を巻き込んでる。でも、あたしはあんたや詩織みたいに自分が叶えたい願いを他人任せにしてるわけじゃない」

　柊の手には、無数の刻印護符が握られている。その一枚一枚に刻印が記されていた。

「神村はあたしとの約束を守ってくれている。こっちの一方的な押しつけなのに、それでも信じてリメイン・マターを使わずにいてくれた。それに応えられないような安っぽい女になりたくないのよ、あたしは」

「言うことだけは一丁前ね。けれど、そんなことで戦力の差は埋うまらない。たとえ直接的なＧＩＦＴがお嬢ちゃんに通じなくても、その柔やわ肌はだに風穴を開けたことまで忘れているわけじゃないでしょう？」

「だから何？」

　柊は笑う。とてもふてぶてしくどこかしら邪じや悪あくそうに、けれど揺るぎない思いを心の芯しんにしっかり据すえているような満面の笑み。

「信じてくれて側にいて、心の芯を支えてくれる人がいるなら女は無敵になれる。そのことを知らないようじゃ、見た目がどんなに良くってもあんたは程度の低い女ってことよ」

　握りしめていた無数の刻印護符が宙に舞まう。

　それを合図に、柊と千草の戦いが幕を開けた。
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　この二人の武器は本質からして別物だ。

　柊ひいらぎの刻印護符は用よう途とが広い。こちらからの攻撃、相手の攻撃に対する迎げい撃げき、さらに予あらかじめ仕掛けておいてトラップのように使うこともできる。それだけに、柊と戦う相手はその考えを読み解き、何を狙っているのか先読みしなければならない。

　対する千ち草ぐさは、ＧＩＦＴを直接的に柊へ使えないと言っても、ビーズほどの大きさしかない小こ粒つぶの鉄球を自在に操り、弾だん丸がんよりも速く鳥よりも俊しゆ敏んびんに軌き道どうを変えられる遠えん隔かく攻こう撃げきが行える。まるで全方位から銃じゆ口うこうを突きつけられているようなものだ。

　つまりこの二人は、互いにその場を動かずとも相手を打だ倒とうする戦い方を主としている。死角がどうとかは言ってられない。全方位から迫る攻撃を如い何かに読み合い、相手を上回るかが重要なんだ。

　そして、それが自分一人ならまだなんとかなるのかもしれないが、けれど柊は俺の位置さえ把は握あくして刻印護符を使わなければならないハンデがある。

「別に五体満足じゃなくても、生きてさえいればいいのよねぇっ！」

　やはり千草は、柊にとって俺がウィークポイントになると睨にらんでいる。わざわざ物騒な宣言までしたのがいい証しよ拠うこだ。柊の動きを誘ゆう導どうするために、俺を狙って来る。

　操っている球がいくつあるのかわからないが、極小サイズな上に高速で動いていては正確な数を確認することさえままならない。

「こ……ンのっ！」

　憎にく々にくしげに呟つぶやいて、柊が俺の前に進み出ながら一枚の刻印護符を破ると、まるでレーザー光線のような光が迸ほとばしる。その光が部屋の中央にあるベッドを分断して炸さく裂れつし、千草が飛ばしている鉄球をいくつか迎撃した。

　いかに高速で動かしていると言っても、操ってるのは千草だ。光線に反応して球を回避させるなんて真似は、ギフト・キャリアにだってできるわけがない。

　だが。

「それが隙すきになるのよ……ねぇっ！」

　千草が操る球はひとつじゃない。数十、下手をすれば数百個を同時に操っているのかもしれない。それを四方八方から放たれただけでも対処に窮きゆうするというのに、柊は対応策を持たない俺をも守りながら行動の先読みをしなけりゃならない。

　柊の意識が俺に向いたその一瞬、同時攻撃とも言えるタイミングで左右から何かが無数に飛んでいるような空気を切り裂さく音が聞こえる。正面からの攻撃は囮おとり、左右からの波状攻撃が本命か。

「で、慌てると思ってんの？」

　けれど柊は微み塵じんも動じない。

　俺を守るために使った一枚の刻印護符。そこから放たれた光線はただ球を迎撃するだけでなく、宙を舞う他の護符をも撃うち抜ぬいて切り裂いた。

　切り裂いたということは、その護符は刻まれた印に従って力を放出する。まるで三次元でビリヤードをしているようなものだ。ばらまかれていた護符が連れん鎖さ的てきに破け、光線がシャワーのように二人の間を完全に遮った。

「神かみ村むらを狙ってこっちの隙をうかがう？　はっ！　下手な小細工はやめときなさい！」

　柊は揺るがない。こいつはおそらく、部屋の中で起きている状況をすべて把握し、あらゆる手を読んで、千草のアクションで状況がどう動くかを把握している。

「あんたの手の内なんて、前に見てんのよ」

「そうね。でもそれは、こちらも同じこと」

「へぇ」

　そんな千草の言葉に、柊は邪悪としか形容できない笑みをその表情に張り付けた。

「こっちの底がそこまで浅いもんだと思ってんなら、おめでたいにも程があるわ」

　こいつが使っている刻印護符は、印を正確に刻むことさえできれば万ばん能のうなのだろう。それこそ、できないことは何もない。

　けれど柊は護符に刻むべき文字のすべてを把握してるわけじゃない。だからこそ、その使い方で重要になるのは、護符に刻んだ印ではなく、数で押し切る物量でもなく、如何に連れん鎖ささせるかになってしまう。

　どこに護符を置くか、その護符をどの護符と連鎖させるか、それを相手がどこまで読んでどこまで対処できるか、そのさらに上を行くにはどうすればいいか。

　柊はそのすべてを瞬しゆ時んじに判断して動いている。そうでなけりゃ、こいつはすべてを偶ぐう然ぜんに任せ、刻印護符をばらまいているだけだ。

　柊が手持ちの護符を破る。

　それが連鎖の始まりだった。一枚の護符から手近に配置した護符へ、そこから光は四つに分かれ、別れた光はそれぞれ別の護符を貫き更さらに光線の数が増す。

「単純ね」

　千草は、その連鎖を読んでいた。柊が護符に記しているのは光である。光は基本曲がらない。曲がらなければどこからどう繋がっていくのか予測が立てられる。理屈で言えばそうなのかもしれないが、それをやってみろと言われても俺には出来そうにない。

　けれど千草は、それを成なし遂とげてみせた。

　タイミング的には柊の初手で読み切ったんだろう。そうでなけりゃ間に合わない。連鎖の最終段階に至るその直前、光線を遮るように球を配置して阻そ止ししやがった。

「それで？」

　ふん、と鼻先で言い捨てて、柊が二枚目の刻印護符を自らの手で破り捨てる。これまでの光線が細い線のようなレーザーだとすれば、それはサーチライトで照らしたような光の柱。下手な小細工を一いつ切さい合がつ切さいなぎ払はらうように放たれ、爆散した。

　いくら何でも……威いり力よくがデカすぎる。手加減なんて微塵も考えちゃいない。

「手の内を知られていたって、対処できなけりゃ関係ないでしょう！」

「その対処が、このわたしにできない……とでも？」

　朦もう々もうと立ちこめる煙けむりの中を突っ切って、千草が残ざん骸がいと化したベッドを飛び越えて目の前に迫る。まさか、あの一撃を避さけてさらに突っ込んでくるとは思わなかったんだろう。虚きよを突かれた柊は、護符を使う前に壁まで吹き飛ばされた。

「ボウヤはもう少し、大人しくしててね」

　ちらりと俺を一いち瞥べつして、千草が薄く嗤わらう。何をどうして無事だったのか、爆煙が晴れたその光景を見て、俺は我わが目を疑った。

　あの女、その力を使って強引に床を大地ごと引っ張り上げて土つち壁かべを作り、楯たてにしやがった。ギフト・キャリアはそこまで出来るもんなのか!?

「……あんた、ＰＩだけなら映はえるさん以上よ」

「あら、ありがとう」

　悠然と返事をする千草は余よ裕ゆうがある。まるで小さな子供の遊びを見て微笑ましく思っているような表情さえ浮うかべて見せた。

「だから……あんたはムカつくのよ」

　柊は歯を噛かみ砕くだかんばかりにギリリと歯を鳴らした。

「どうしてそんだけの力があるのに詩し織おりを止めないの!?　あいつの側にいて、あいつがふざけたこと言い出して、なのにどうしてあんたは協力してんのよ！」

「……ああ、そんなこと」

「そんなこと……ですって？」

「ええ、そんなことよ。そんなことを聞いてどうするの？　わたしが涙なみだながらに訴うつたえれば協力してくれるのかしら？　しないわよね？　だってわたしたちは考え方が違う。価値観も違う。何もかもが違う。そんなわたしたちが分かり合うにはどうすればいいのかしらね。答えなんて出てきそうにないわよね？　つまらないことを聞かないで。興きよ醒うざめだわ」

　醒さめた台詞せりふを吐く千草の言葉は、悔しいが正論だと思う。主義、主張、思想、信念がまるで違うのであれば簡単に理解し合えることなんてあり得ない。それが出来るのなら、この世の中に戦争や紛ふん争そうなんてものは存在しなくなる。

　けれど俺は、率直にその態度が気に入らなかった。そうやって醒めているから、こいつは──。

「……だからあんたは……」

　柊も、俺と同じ結論に達したらしい。達して、俺以上の逆げき鱗りんに触ふれたようだ。

「詩織を見捨てるのか！」

　それが、柊の戦う理由なのだろう。

　俺を守るだけなら、何もこんな真正面から千草の相手をする必要はない。そもそも刻印護符は攻撃にしか使えないような代物ではないし、それよりも壊こわれたものを修復したり人の傷を治ち癒ゆするために使うようなものだ。だから戦うのではなく、逃にげたり守るために使うことこそが、より有効に活用できるはずだ。

　なのに柊はそれをしない。しないで千草と戦っている。

　何な故ぜなら、そこにそうするだけの理由があるから。

　柊にとっても坂さか崎ざきは学校のクラスメイトであり、俺以上に気さくに話しかけられる友だちだったんだ。だからこいつは、坂崎も守りたいんだろう。守るために、千草から逃げるわけにはいかない。逃げるつもりがないから、戦っている。

　そんな柊に文句を言うつもりはない。俺に言える言葉なんて何もない。ただ、その背中を見続けることしかできない。

　柊がそれを望むのなら、俺はそうしていることしかできないんだ。

「……ひとつだけ誤解を解いてあげる」

　柊の怒ど号ごうを受けても、千草は囁ささやくような、それでいてはっきりと耳に届く凛りんとした言葉で静かに反論する。

「わたしはあの人を見捨てない。たとえ何があろうとも、あの人の側を離れるつもりもない。この身が朽ちるその直前までね。それが──あの人に絶望を与えたわたしの、せめてもの償つぐないだもの」

　償い……絶望、だと？

「何が償いよ！　死なせる手伝いをすることが、何の償いになるのよ！」

　今の柊には、たぶん何を言っても無駄かもしれない。よほど頭に来ているらしい。刻印護符をばらまき、さらに自分自身も前へ出る。いや、出過ぎだろう、それは！

「お、おいっ！」

　あいつの戦い方は前に出るもんじゃない。後方から刻印護符を使って遠えん距きよ離り攻こう撃げきを主におくものだ。何しろあいつは、どんな特とく殊しゆで奇異な道具を使っていても、生身は一般人のそれと同じじゃないか。

「柊！」

　引き戻もどそうと思った。あいつの直情型の性格を考えれば、下手な道具を使うよりも直接自分の手で千草を殴なぐり飛ばしたいんだってことに、もっと早く気付くべきだった。

　けれど遅おそかった。戦火の渦かち中ゆうへ俺が踏み出すよりも、千草の攻撃の方が早い。極小の球がどれほどの勢いでこの一帯を飛び交かっているのかわからないが、それは不用意に前へ出た柊の体に食い込んだ。

「ひいら──」

　俺が声を出すよりも先に、柊の腕や脚あしから間欠泉のように血が噴き出した。

　にもかかわらず、柊はそのまま千草に体当たりを食くらわせる。体当たりと言うよりは、崩れるように寄りかかっているだけかもしれない。千草がたたらを踏むようによろめき、ほぼ残骸になっているベッドに蹴けつ躓まずいたが、それで何がどうなるわけでもない。

「往おう生じよ際うぎわが悪いのは、みっともないわね！」

　千草が柊を殴るように突き飛ばし、もはや立っていることさえままならない柊は抗あらがうことさえできずに床の上に倒たおれ──口元に、笑みを浮かべた。

「あんたの負けだ」

　柊の手には一枚の刻印護符。倒れ行く直前に護符を破き、空中に投げ捨てる。

　瞬間。

「なっ!?」

　これまでの戦せん闘とうで所かまわず破は壊かいされ尽つくした監禁部屋が、上書きされるように修復されて行く。まるで何事もなかったかのように、すべてが直っていく。

「何を……いったい、これは……何をした!?」

　修復されていく室内の様子を目の当たりにして戸惑う千草だが、俺は別のところで、柊がどうしてそんな真似をしたのかわからなかった。

　あいつがしたことは、護符の力を使って室内を元に戻しただけだ。室内を、だ。柊自身の傷は治っちゃいない。

　確かにこの戦闘で部屋は崩ほう壊かい寸前のボロボロだ。崩れる前に戻すのは理にかなってる。だが、部屋をどうこうするよりも、瀕ひん死しの重傷である自分の傷を治すのが先だろう。



    

  
    
      　俺がわからないのは、何を思って自分より部屋の修復を優先させたのかってことだ。

　けれどその理由は、すぐに示された。

「あ……ぐぅっ!?」

　千草の腕や背中に、針で突かれたような小さな穴が無数に開いて血が噴き出した。柊が護符を使う前に受けた傷とまったく同じ傷きず痕あとだった。

「こ……これは……わたし、の……？」

「そう」

　柊はロクに力も入らない傷だらけの腕で身体を支え、それでも自力で起きあがった。

「あたしが護符を使って行ったのは、修復。治癒じゃなくてね。わかる？　生き物を癒いやすことを修復と言わないように、物を直す文字じゃ生き物は治せない。だからあたしの傷は治らない。でも、それ以外は壊れる直前まですべて戻した。高速で飛んでいた、あんたの武器も含めて」

　前に柊が言っていた。護符を使ってものを直す場合、対象一個ならそれに護符を張り付けて破き、限定空間内のすべてを直すなら何にも張り付けずに破けばいい、と。

　だから柊は床に護符を貼はらずに、空中で破いて室内のすべてを直した。自分が壊した、千草の武器も含めてすべてを。

「ＧＩＦＴの能力は認識することで対象に影えい響きようを与える。逆を言えば、認識できなければ制せい御ぎよできないし、影響を与えることもできない──でしょ？」

　本来なら千草に制御されていた鉄球だが、『壊された』と千草が判断したことで認識されなくなり、制御からはずれている──ってことか。だから千草は、自分の武器で自分を貫くことになっている。

「一ヶ所だけ、あんたが確実に狙っていた場所はわかっていた」

　部屋の中央にあるベッドの真上。その場所で、千草が俺へ向けて飛ばした鉄球は柊に破壊されている。それが柊の言葉通りに壊れた直前まで戻されたのなら──修復されると同時に、移動エネルギーもそのままで直進する。

　道具そのものに意思があれば別だろうが、ビーズ程度の大きさしかない鉄球は制御されなければ真まっ直すぐ飛ぶしかない。銃じゆうから撃ち出された弾丸が曲がらないのと同じ理屈だ。

　直進方向に所持者がいたところで、急に止まるわけもない。

　それを柊は覚えていて、そして利用した。

「そん……な……」

　そんな言葉を残して、千草が崩れるように膝ひざを折る。

「あんたとあたしじゃ格が違うのよ」

　柊は立ち上がり、千草は床の上に倒れて動かない。

　決着はついた。どちらが勝利者なのか、あえて言うまでもない結末だった。

「おっ、おい柊！　大だい丈じよ夫うぶなのか、おまえ!?」

　慌あわてて駆け寄よれば、柊の傷は思ったよりも深刻そうだ。千草の攻撃は散さん弾だん銃じゆうの一発みたいなもんだ。顔や身体は手足でガードしていたのかそれほどの被ひ害がいはないが、逆に盾たてにしていた手足は血まみれで、顔をしかめたくなるほどの傷になっている。

「おまえ……こんな……これで坂崎の相手までするつもりか」

「当たり前でしょ。こんなところで……ああ、そっか。ごめん、神村。あんたを守るだけならそこまでしなくていいもんね。逃げればいいんだろうけど、でも……ごめん、これはあたしの我が侭ままよね。巻き込んでごめん」

「いや……」

　それはいい。そんなことはどうでもいい。それよりも早く傷の手当を護符で──と、俺が努めて冷静さを装よそおおうとしているときだった。

「本当ね。こんなひどいことに、誰だれも彼もを巻き込むなんて」

　響いた声に飛び跳はねんばかりに驚いたのは言うまでもない。その声が、より冷たく静かだったことが、心臓を氷の手で鷲わしづかみにするようなほどゾクリとさせた。

「詩織……っ！」

　ふらりと現れた坂崎の目は、この状じよう況きようを正しく捉とらえているのだろうか。何よりその眼差しは、学校でも見たことがないほど冷ややかで落ち着いたものだった。

　柊は俺から話を聞いていただけで、この場所で坂崎を前にするのはこのときが初めてだ。その胸中に広がる思いは、いったい何があるんだろう。俺には想像もつかない。

「柊さん、あなたがここに来ることは予想済み。でも、茜あかねにそこまでひどいことをするなんて……悲しいわ」

「詩織……あたしはね」

　口で心配する素そ振ぶりはしているものの、声には何の感情も含ませていない坂崎とは対照的に、柊の言葉は短いけれどさまざまな感情が含まれているような、震ふるえた声だった。

「あんたのこと、あたしは友だちだと思ってた」

「わたしは今もそう思ってるわよ」

「あたしは、こんな形であんたとの思い出を残したくない」

「なら捨てて。それでもわたしは捨てられないけれど、あなたが捨てる分にはかまわない。いいえ、むしろそうしなければ……あなた、死んじゃうよ？」

「そんなことが……」

　俺が止める暇ひまもない。ぶちん、と音を立てて刻印護符が引き裂かれる。

「そんなことが、できるわけないでしょう！」

　裂けた護符の中心から放たれる数十本の細い光が、曲線を描えがくように坂崎へ襲おそいかかる。

　柊に手加減はない。それが直ちよ撃くげきすれば、生身なら無事で済むことはないだろう。

　けれど坂崎は不死者だ。致ちめ命いし傷ようになる攻撃であっても、効果があるかどうかはわからない。だから、回避するつもりはないらしい。

　坂崎は悠然と右みぎ腕うでを掲かかげ、虚こ空くうに何かを書き記すように指を動かした。

　それにどんな意味があるのかわからない。わからないがでも、刻印護符から放たれた光線が坂崎を貫く直前でかき消えた。消えてしまった、何事もなかったかのように。

「……え……？」

「それ、どこで手に入れたの？」

　驚きというよりも目の前で起きた出来事が理解できないように呆ほうける柊を他所に、坂崎は世間話をするような声こわ音ねで問いかけてきた。

「柊さんが使えるとは思えないから、それはその紙の力かしら？　点と線と面で万ばん物ぶつを記号化してるのね。霊木の若木の皮を剥はいで紙にしてるの？　いわゆる魔ま導どう具ぐの一種なのだろうけれど、わたしでも見たことがないわ」

　坂崎が口にする言葉は日本語ではあるのだが、まるで異国の言葉のように意味がわからない。こちらに説明する気がないのか、もしかすると自分自身で理解するために声に出しているだけかもしれない。

「でも、使い手が理解してないんじゃ宝の持ち腐ぐされ。いい？　魔まじ術ゆつっていうのはこうやって使うものなのよ」

「ま、じゅつ……？」

　その言葉の意味を頭の中で処理する前に。

　何もない、本当に何もない空間から、不自然なくらいに唐とう突とつに莫ばく大だいな熱量を持つ炎ほのおの壁が津つ波なみのように覆おおい被かぶさるように迫ってきた。

「なっ!?」

　驚き、けれど体は迫る危機に素す直なおに反応したのか、柊は迷うことなく数一〇枚の刻印護符を手て当あたり次し第だいにばらまいた。

　その炎は確かにそこにある。幻まぼろしでもなく、確かな熱量を持って存在している。事実、炎に触れた護符は一瞬にして焼け落ち、幸いにしてその中の何枚かは灼やけきるよりも先に千切れて刻まれた印に従い、炎の一部を打ち消してくれた。

　俺たちが丸焼けにならなかったのは、半分以上は偶然と幸運があったからこそだった。

「魔術、ですって……？」

　呟くと同時に、かくん、と柊の膝が折れる。

「お、おいっ！」

　慌てて支えるが、そのときになって気付いた。

　無事じゃない。千草との戦闘で受けた傷口が、さらに水ぶくれにもなっている。服もすすけて、今すぐにでも病院に担かつぎ込みたくなるほどの重じゆう傷しようじゃないか。

「柊!?　おい、おまえ──」

「……へいき」

　口ではそう言うが、俺にだって一目見ればわかるほどのダメージだ。ただでさえ千草との戦闘を乗り越え、休む間もなく『魔術』だなんて絵空事の世界にしか存在しないような訳のわからない攻撃を──直撃こそしなかったが──その身に受けている。どこをどう考えても『平気』な要素がまるでない。

　それでも柊は、支える俺の手を振り解ほどいて坂崎の前に立つ。

「あんた……今、魔術って言ったの？」

「ええ、そうよ。まさか柊さん、自分が使っている道具の仕組みを理解していないの？わたしは北ほく欧おう系けい。柊さんのは……そうね、系統で言えば日本系に通じるものがあるかもしれないけれど、オリジナルと言い換かえてもよさそう」

「ンなことを聞いてるんじゃないわよ。あんた魔術って、魔術が……？」

　柊が驚きよ愕うがくするのも無理はない。俺だって信じられない。超ちよう能のう力りよくに神器や魔導具、そしてここに来て魔術だと!?

「そこまで驚くことはないでしょう？　世の中には偽にせ物ものが溢あふれているけれど、偽物があるのなら本物もあるっていうこと。言ったでしょう？　長く生きすぎてるから、余計なことまで知っているって」

　柊の使う刻印護符や千草の能力を目の当たりにしてきた俺だ、今さら魔術が出てきてもおかしくないと思えるのだが……使い古された言葉だからだろうか、それ故ゆえにこれまでの非現実から、より一層、現実離ばなれしているように思えてならない。

「わたしは死ぬ術を求めるためにあらゆる手段を探した。その過程で魔術という、この世の物理法則すべてをねじ曲げる力にたどり着いた。でも……それでも、ね。ダメだった。魔術でもわたしを殺すことはできない。でも魔術が存在することはひとつの希望にもなった。その先があると、わたしに気付かせてくれた」

　だから魔術という能力の先──神話や伝説で語られるような道具があると知り、そのレプリカがあると突き止め、俺と融ゆう合ごうしかけているリメイン・マターを狙ねらった。

「そこまでして……どうしてあんたは……っ！　ねぇっ、どうしてなの!?　どうしてそこまで死を望むの!?」

「どれほど生きても、わたしはこの手で何も救えないと知ったから」

「それじゃあ納得できない！　あたしが納得できないのよ！　詩織、あたしはね……それでもあんたを友だちだと思ってる。あんたがどれほど死ぬことを望んでいても、あたしはそれを望んでない。残される寂さびしさや辛つらさを知ってるんでしょ？　あんたはさぁ……」

　身を裂くような柊の叫びは、だからこそこいつの偽いつわりのない本心なんだろう。俺でさえ、そのくらいはわかる。その言葉を真正面からぶつけられている坂崎なら、より柊の気持ちを理解しているはずだ。

　柊が一番辛つらい立場にいるんだ。俺じゃない。俺は単なる巻き込まれただけの第三者であり、リメイン・マターを巡めぐる一連の出来事の中心にいるのは柊なんだ。

　俺を守ると誓ちかい、そのために友だちに武器を向けている。誰よりも傷ついて苦しんで辛い思いを味わっている。

「……ありがとう、柊さん。でも、それでもわたしの決意は変わらない。変えられない」

　坂崎は柊の本心をぶつけられて、それでも『退くことはできない』と覚悟を決めた。

「この……わからずや」

　柊も、坂崎の覚悟を知った。知って、自らの心を引き裂いて覚悟を決めた。柊は刻印護符を構え、坂崎は魔術を発動させる呪じゆ文もんを口にする。

　けれどそれは二人の戦いの始まりを告げるものではなかった。一方的な私し刑けいの始まりを告げるに過ぎない。

「……え」

　印を確かに刻み、引き裂いた刻印護符は、けれど記された刻印の力を発現させることはなかった。まるで本当の紙切れのように、ただ破けただけだった。

「それの術式はわかってる。わかっているから、キャンセルさせることもできる。柊さん、あなたの武器はわたしの前では使い物にならないの。でもね」

　バチン、と突とつ然ぜん火花が散った。瞬間、柊の体が跳ねるように吹ふき飛ばされた。

「こっちの魔術は普ふ通つうに使えるの。今のは電気。電気は風の流れで作ることができる。魔術っていうのは『神様の作った物理法則を無視する』と同時に『神様の作った物理法則に干かん渉しようする』こともできるのよ。何故かわかる？」

　この上なく優やさしい笑みを浮かべながら、坂崎はどこかしら芝しば居いがかった様子でとつとつと語る。それはまるで、何かを誘導しているようでもあった。

「物事すべてには優先順位があるから。魔まじ術ゆつっていうのは世の中の物理法則の上位に位置する自然界の掟おきて。その掟は使い手によって優ゆう劣れつが決められる。柊さん、あなたはあくまで道具を使うことによる代理行使だから権限が低い。だからわたしに容易たやすく干渉される」

　そんなデタラメな理屈がまかり通るわけが……わけが、あるのか？　そんなことが起こり得るから……それが、魔術というものなのか？

「これは人の心に似てるわね。信念やプライドは人の心の芯になるもの。どれほどの屈くつ辱じよくや蔑みを受けても立ち上がれるように、決して揺らぐことがない心の絶対領域。それと同じように、世の中の物理法則は魔まじ術ゆつ干かん渉しように逆らえない。上位は何をしなくとも下位を駆く逐ちくする。柊さん、あなたは強ごう欲よくすぎるの」

「あ……たし、は……」

「あなたは神村くんを守ろうとした。けれどわたしを救おうともしている。それが二律背反な強欲な考えだということは、あなた自身だって気付いているでしょう？　両手でしっかり抱かかえていなくちゃいけないのに、それぞれを片手ですくい上げようとしている。それじゃダメ。捨て去らなければわたしは止められない。立ち止まらない。わたしの方が……とてもシンプルな願いを抱いだいているから」

「そ……れ……でも……っ！」

　柊が立ち上がろうとしたその瞬間、さらに電でん撃げきが迸る。どれほどの一いち撃げきなのか、息をしているからには手加減したのかもしれないが、倒れた柊の四し肢しは不自然に痙けい攣れんしていた。

「坂崎……おまえ……やめろ！　もうやめろ！」

「何を？」

　瞬間、再び落らく雷らいに似た音が走り、柊の体がまた吹き飛んだ。

「おまえ……っ！　自分が何をやってんのかわかってんのか!?」

「ええ、わかってる。わかってるわよ。だから神村くん、あなたはわたしを止めたいのなら、止めるために捨て去るものがあるでしょう？」

　……何を言ってんだ、こいつは。何を言いたいんだ、こいつは!?

「柊さんが来ることはわかっていた。神村くんからあの指輪を取り上げなかったのもそのため。すべて計算通り。凄すごい卑ひき怯ようでしょう、これ？　わたしね、柊さんを利用してあなたの敵意を引き出したいの。ほら、昔からある手じゃない？　昔からあるってことは、それだけ有効な手段だからよ。だから、ね？　もうわかっているんでしょう？」

　そうやって俺の敵意を向けさせることで、柊を利用して千草を利用して、俺の感情さえも利用して、それでこいつは自分を殺すように仕向けているとでも言うつもりか。

「そんな勝手が……っ！」

　ざわざわと、背筋で何かがうごめくような気配を感じる。いや、背筋というよりも、体の外ではなく内側で何かが確かにうごめいている。

　けれど俺は気にしない。だから俺は──。

「そう……そうよ、神村くん。わたしはあなたの敵。あなたは──」

「……だ、め……」

　坂崎の高こう揚ようとした声とは逆に、今にもかき消えそうな儚はかない声が聞こえた。その声の方が、俺の耳にはよく届いた。

　倒れたまま、立ち上がることも出来ずにいる柊が、わずかに唇くちびるを動かしている。声にならない言葉を口にしている。

「……だ……め、よ──……悠ゆう……っ！」

　聞こえた声が、胸の内でうごめく何かを押おしとどめる。

　言いたいことはわかっている。おまえが俺にリメイン・マターを使わせないように体を張ってくれていたことには感謝している。言葉では言い表せないほどに。

　でも。

「ばっ……か、ヤロウ……がっ！」

　それでもおまえは、俺を守りながら坂崎のことも考えていたじゃないか。

　俺はそれを知っているし、そのために妥だき協ようしなかったおまえの姿を見ているんだ。

　柊は俺を守ろうとしていた。俺を守ろうとして、敵である坂崎も救おうとした。だから守り抜くことも救い出す事も出来ずに倒れている。

　そう思う。世の中ってのはそこまで優しくできちゃいない。何もかもを意のままに操あやつろうとしたってできないし、自分が思おもい描く理想は必ずしも実現できるとは限らない。

　だから、それが無理だとわかったなら、切り捨てなくちゃならない。いくつもの思いを抱えているのなら、その中でも特に大事な願いを選ばなくちゃならない。

　俺を守るのか。

　坂崎を救うのか。

　どうしてそこで迷うんだ。どうしてそれに気付かなかった。

　俺は、リメイン・マターなんて訳のわからないもので翻ほん弄ろうされるのはまっぴらだ。まっぴらだからこそ、そんなものでおまえらが傷つけ合っている姿はバカらしいし滑こつ稽けいだ。

　おまえや坂崎に譲ゆずれないものがあるように、俺にもあるんだ。そういうものは。

「く……そ……っ！」

　止めたい、と思った。

　ただただそれだけを思った。

「そのために何かを捨てなきゃならないなら、答えなんて決まってんだろ！」

　ぞわり、と体中が総毛立つ。

　それが何を意味しているのか、そのときの俺にはよくわからなかった。わからないがでも、それが後に引くことができない決定的な変化をもたらすものだということだけは、何故か理解できた。

　具体的に何かをイメージしていたわけじゃない。ただただ強く深く純じゆ粋んすいに迷いなく。

　俺は願った。

　だから、それは現れた。

　どこから、とか、どうやって、という口で説明できるような出現の仕方じゃない。気付けばそこに居たし、あるいは最初からそこに在ったのかもしれない。

　それは人の形をしている。けれど人ではない。長いけれど簡単に折れてしまいそうな武器らしきものを手にしている。けれど既知の物質で出来た代物ではない。

　まるで光のようだ。光が粒つぶであり波でもあるように、それは物質であって非物質の代物。この世に存在し、本来存在しないもの。

「……自じ我がエネルギー体……の、媒ばい介かい？　霊れい子しエネルギー体……ですって……？」

　動きを止めて、おののくようにそれを仰あおぎ見る坂崎の言葉が正しいとするならば、それを誰かは『神』と言っていた。



    

  
    
      　まるでスローモーション再生されたように、『神』が動く。細い針金のような武器を重々しげに横なぎに振ふるう。

「っ！」

　何を思ったのか、坂崎は魔術の術式を組み上げた。坂崎の正面を覆うほどの膨ぼう大だいな火か炎えんが、津波のように『神』へ迫る。

　どれほどの高温なのか想像もできないほどの炎が、まるで鞭むちのように──いや、蛇へびのようにうねりながら、緩かん慢まんな動きの『神』を容易く飲み込んだ。

「たとえ何であろうと、この世に在るものなら──」

　と、坂崎の言葉が途と切ぎれた。それを見て、あいつは言葉を飲み込んだ。

　魔術で生み出された炎が術者の坂崎から奪うばわれている。『神』の持つ細長いだけの武器に無理やりまとわりつかされ、不自然な軌道を描いて絡からめ取られている。

　それだけじゃなかった。

　炎は武器に喰くわれていた。理由なんて知らない。どんな理屈かも想像できない。けれど細長いだけの武器は絡めた炎を、物質であり非物質でもあるそれと同じものに変へん換かんして太さを増し、鋭さを増し、そして勢いを増している。

　既知の物理法則では説明ができず、その物理法則を覆くつがえす魔術でも抗えないそれは……神の奇き跡せきと言うのかもしれない。

「は……っ！」

　回避に移った坂崎の判断は正しい。魔術などという訳のわからない代物を吸収したばかりか、それを自らの刃やいばに変える『神』を前に真正面から迎むかえ撃つのは馬ば鹿かげている。

　轟っ！　と鳴なり響き振ふり抜かれた『神』の一撃は、触れたものを跡あと形かたもなく消し去った。

　完全な破壊。

　物をただ壊すのではなく、物質の核かくとなる素そり粒ゆう子しレベルにまで干渉し、崩壊させ、その時に生じるエネルギーさえも吸収して手に持つ武器の力に変えている。どことなく零れいさんが扱あつかう太た刀ちの性質に似ているのは、やはりそこに『神』がいるからだろうか。

　何であれ、柊が使っている刻印護符や千草のＧＩＦＴ、坂崎の魔術でさえも常識の範はんち疇ゆうに収まるような、異常で異質な力。それを作り出したのは間ま違ちがいなく──。

「は……はは、あははははっ！」

　耳に届くのは、まるで狂くるったような笑い声。

　坂崎が笑っていた。恥はじも外聞もなく『神』を前に高らかに笑っていた。

「これが……これがあなたの選んだものなら、わたしはそれでもかまわない。わたしの最後となるのなら申し分もない。さぁ、神村くん。それで、その力で、わたしの呪じゆ縛ばくを断たち切って！」

「まだ……そんなことをっ！」

「ええ、あなたはわたしを殺さない。でも、これが最後。最後だから、わたしは！」

　ボッ！　と、何処からともなく突とつ然ぜん炎ほのおが舞い上がったが、けれどそれは俺を狙ったものじゃない。『神』を狙ったものでもない。

　その炎は……一瞬にして、本当に気が抜けるほどあまりにも唐突に──柊を飲み込んだ。

「な……っ!?　さ、か……坂崎ぃっ！　おまえはぁっ！」

　俺が作り出した『神』は、俺の感情に反応する。そのことを俺は理解していなかった。ただ作り出してしまっただけで、それがどういう代物なのかさえ理解できていなかった。

　だからそれは、俺の感情の昂たかぶりに反応して動いてしまった。

　あらゆる物質を吸収し刃に変える武器を、決して個人に向けてはならない最悪の一撃を、止めることさえ出来ずに坂崎へ振り下ろす。

　その一撃を前に坂崎は……坂崎は薄うすく微笑ほほえみ、そして──。

「詩織っ！」

　瞬しゆ間んかん、響く声。何が起きたのか、何が起ころうとしているのか、坂崎はきっとわからなかったんだろう。

「なん……っ!?」

　俺は見た。見えていた。『神』の鉄てつ槌ついが下されるその直前、千草茜が坂崎を突き飛ばしたその姿を。

　振り下ろされた一撃は、俺にも止めることができなかった。地面を切り裂き地中深くまで突き刺さり、そこには何かしらの痕こん跡せきも、誰かがいたであろう姿もない。

「……え……？」

　突き飛ばされ、倒れたままで呆ぼう然ぜんと呟く声。その表情は徐じよ々じよに強こわ張ばって行く。

「なん……どう、して……？　どうして……茜、どうして……あなたが」

　目の前で起こり、自分自身が無事で代わりに消えてしまった千草の行動が、坂崎には理解できていなかった。理解できずにただ、その場にへたり込んで動こうとしない。

　動こうとせず、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている坂崎を見て、俺は腹の底に鉛なまりを詰め込まれたようなやりきれなさを感じた。自分がしでかしたことと、それを望んだ坂崎と、その果てに訪おとずれた結果に……絶望的な嫌けん悪お感しか湧わき出てこない。

「これが、おまえの望んだことだろう」

　言い放つ俺の声に、坂崎は何も反応を示さない。それでも、俺は言わずにはいられなかった。

「おまえを大切に思ってくれていた二人がいなくなって、おまえをこの世界と繋つないでくれていた絆きずなはこれで完全に途切れたじゃないか。もう、失うこともないだろ？　……すべて失ったんだから」

　ありったけの侮ぶ蔑べつと軽けい蔑べつを込めて言い捨てても、坂崎は何も反応しない。何も言わず、ただ呆けてそこにへたり込むその姿を前に、俺は激情に任せて襟えり首くびを掴つかみ上げた。

「何やってんだ、おまえは……？　何がしたかったんだ？　これがおまえの望んだことか、これがおまえの求めていたことなのか!?　ふざけるな、何もかも失って呆けてんじゃねぇぞ。失うのが嫌いやなら、最初から繋がりなんて持たなければよかったんだ！　失いたくなかったら、最初から得ようとするな!!　歪ゆがんでたんだよ、おまえの望みは。歪んでたから、二人も失ってるんじゃないか！　その結果がこれじゃねぇか!!」

「…………が…………う、ちが……違う……わた、わたしは……」

　ここまでして、こんな結末を迎えることまでして、それでもまだ『違う』と言うつもりか。それでもまだ、否定するのか。

「おまえ、まだ『死にたい』と言うつもりか？　二人を失って、それでもまだ歪んだ望みを求めるつもりか!?　そんな願いが叶かなうと──」

「──叶うと思うな、か。まさにその通りだと思うよ、僕ぼくもね」

　俺の叫びに重なる声。あまりにも唐突に響いた第三者の声に、俺は驚き振り向いた。

「リメイン・マターは万物あらゆる願いを叶える如によ意い宝ほう珠じゆのレプリカ品。逆を言えば、望まぬ願いは叶えてくれないし、叶えようがない」

「……え……？」

　どうしてここにいるのか、どうやってこの場所を探さぐり当あてたのか、瓦が礫れきの山の上に萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所の所長、和わ導どう龍りよ馬うまが微笑みながら佇たたずんでいた。

「なん……で……？」

「何故？　そりゃ僕が探たん偵ていだからさ。探偵というのは真実を暴あばくのが仕事だろう？　違ちがうのかな？　少なくとも僕はそう思っているからここにいる。それにしても……」

　所長さんは俺から視線を外し、動きを止めて佇む『神』をその目に留とめた。

「参ったね、こういうものの後片付けは太た刀ち鞍くらくんの役目だが、ちっとも動いてくれないんだよ。神村くん、キミがちゃんと呼ばないからだ。やれやれ……仕方ないから僕が片付けるか。苦手なんだけどねぇ」

　面めん倒どう臭くさそうにため息を吐はいて、何を思ったのか、所長さんはぱあぁんっ！　と両手を打ち鳴らした。一度だけではない、二度、三度と鳴らしてリズムを取る。その音はすべてに染しみ入るように広がり、人の目だけではない、万物あらゆるもののを惹ひきつけるような音色を奏かなでてゆく。

　それに呼応するかのように、はっきりとした形を取っていた『神』の姿もまた、朝あさ露つゆに消える幻のように霞かすんでおぼろげな姿となり──そして、消えた。

　消えてしまった、跡形もなく。

「おお、見み様よう見み真ま似ねでもなんとかなるもんだ。太刀鞍くんのように強引に斬きり伏ふせる方法もアリだろうが、ふむ、この方法も悪くない。穏おん便びんに済むのならそれが一番だ」

「何を……やったんですか」

「神楽かぐらだよ。天照大神の岩戸隠れで神々を魅みり了ようした天宇受賣命あめのうずめの舞まいこそが起源と言われているがね。この国の神様は舞が大好きなのさ。ちょっとした怒いかりなら僕ぼく程度の舞でも落ち着いてくれる。心が広いんだね。だからつまらないことでいちいち呼び出してしまうのは感心しないな」

　所長さんは瓦礫の上から軽い足取りで降りてきて、俺ではなく坂崎の側に歩み寄った。

「初めましてと言うべきかな、お嬢さん。なるほど、これはまた面めん倒どうな呪のろいを受けているねぇ。にわか知識じゃ対処できないのも頷うなずける。でも、それはキミにとって些さ細さいなことだったんじゃないのかい？」

　坂崎を見る所長さんの目に、こいつの姿はどう映っているんだろう。何を思ってそんな台詞を口にしているのかわからないが、それでもただひとつ言えることは、所長さんは俺とは違う何かに気付いているってことだ。

「どういうことですか？　坂崎は、自分が死ねる方法を求めていたんじゃ……？」

「それも望んでいただろうが、けれど本来、それは二の次の話だったんだよ。彼かの女じよが真に望んでいたのは千草茜の延命……だろう？」

　延命……千草の？　あの千草が何かしらの病に冒おかされていたとでも言うんだろうか。俺の目には、とてもそうには見えなかった。

　けれど所長さんの言葉を受けて、仰ぎよう々ぎようしいほど派手に肩を震わせる坂崎の姿を見れば、それが決して当てずっぽうの思いつきで口にした言葉じゃないことがわかる。

「千草は……何か、病気だったんですか？」

「もともとギフト・キャリアは短命なんだよ。平均寿じゆ命みようは三〇年かな。五〇年も生きられれば僥ぎよ倖うこうだ。何せ遺伝子をいじられてるからね。千草茜は……確か二四歳さいか二五歳くらいだったな。元気そうに見えるが、あれでもかなり弱っていた。キミはそんな彼女を救いたかったんだろう？」

「わ……わた……わたしは……」

　ぽつり、と漏もれる言葉。まるで曇くもり空ぞらの空にため込まれた雨水の最初の一滴てきのような声は、そこから堰せきを切ったようにあふれ出した。

「これ以上、何かを失いたくはなかった。失い続けるだけの自分が嫌だった。こんなわたしでも守れるものがあると証明したかった。けれど……それでもわたしには何もできなかった。何もなかった。どれだけ長い時間を過ごしてきても、魔術という世の中の法則をねじ曲げる力を得たとしても……この手に残るものは何もなかった。だから……だから茜が救えないのであれば、そのときにわたしも……だから柊さんを犠ぎ牲せいに……っ！」

　それが……坂崎がリメイン・マターを求めていた本当の理由、か。

　自分のためではなく、誰かを救うために求めていた願望。なりふり構わず求め続けて、それでも結局手にすることができなかった心の奥おく底そこからの本当の気持ち。

「なん……で……言わないんだ……？　どうして最初から、そのことを言わなかった。そうすれば、」

「そうすれば願いが叶ったの!?」

　坂崎の喉のどを切り裂くような叫びが、俺の言葉をかき消した。

「魔術でも治せなかった。わたしの知識や技術じゃ救えなかった。微かすかな望みを賭かけて求めたリメイン・マターに、どれほどの力があるのかもわからなかった」

　坂崎は、爪つめが剥はがれそうなほど強くきつく地面を抉えぐりながら手を握にぎりしめ、今になってようやく溢れだした涙を隠そうともせずに流し続けていた。

「わたしにはわからなかった。リメイン・マターを求めることが本当に正しいのかさえ……もうわたしにはわからない。どうすればいいのかわたしは……わたしが……残されるだけなら、わた……わたしは……」

　ああ、そうなのか──と、泣なき崩くずれる坂崎を前に、俺はようやく理解できた。

　湧き出る言葉を感情の赴おもむくままに口にする坂崎の心は、壊れては治し、治しては壊れての繰くり返しだったんだ。不死者であろうと、その心は人のそれであるのなら、耐たえきれない出来事を数多く、幾度となく体験してきたのかもしれない。

　それでも死ぬことができないから坂崎は生き続けていた。そのためには継つぎ接はぎだらけでも傷ついた心を修復しなければならず、それがまた壊れて──ずっと繰り返していたのか。

　だから歪んだんだ。何が正しくて何が間違っているのか、本当の望みさえ見失っていたから……自分が何をしたいのかも何を願っていたのかもわからなくなって──すべてを失ったのか。

「キミは間違いだらけだな」

　所長さんも、坂崎に俺が思った姿を映し見たのかもしれない。さもつまらなさそうに自分のこめかみを指で小こ突づきながら言い捨てた。

「魔術の使い方、切望する願いに対する姿勢、起こすべき行動。すべてにおいて間違っている。それではどんな願いであろうと叶えられない。リメイン・マターどころか、本物の如意宝珠でさえ願いを叶えちゃくれない。だからこんな結果になっている。けれど」

　所長さんはくしゃくしゃに顔を歪めて大おお粒つぶの涙を流しながら膝を折る坂崎の前に、腰こしを下ろして導きを示すように手を差し出した。

「リメイン・マターは答えを示すものじゃない。存在しない答えを作るものだ。そしてキミが求める答えは、最初からここに存在しているんだよ」

　思わぬ所長さんの言葉と仕草に、坂崎は虚を突かれたように顔を上げた。

「その不死者の呪いは解呪できないものではない。なかなか面倒ではあるが古式ゆかしい術式だ。神経質なほど規則正しく組み立てられている。それに、ギフト・キャリアの遺伝子異常の治ちり療ようも必要か。あっちはまだ楽なもんさ。高たか瀬せくんという前例があるのだからね」

「え……？」

　所長さんの言葉に、強い違い和わ感かんを覚えたのは俺だけじゃない。坂崎も、その言葉が何を意味しているのか理解できずに顔を上げた。

「だって……茜は……」

「死んだとでも思っているのかね？　生きてるよ。ああ、それと柊くんのことも心配いらない。彼女も無事だ」

　さらりと言い放つ所長さんの言葉を耳から聞いて、頭の中で咀そし嚼やくし理解するのに時間がかかったのは言うまでもない。それでも、意味を正しく理解しようとしても、唐突すぎて処理が追いつかない。

「二人は、生きている……？」

　それは坂崎もそうだったんだろう。呆然と問い返した

「そうだよ」

　所長さんは、当たり前のことを聞くなとばかりに頷いた。自信に溢れたというよりも、当たり前のことを何故聞いてるのかわからないとばかりに首を傾かしげている。

「い、いったいどうして……あの状況で、いったいどうやって!?」

「ＧＩＦＴにＤＪがあるだろう？　空間跳ちよ躍うやくの能力だが、それを機械的に再現できるか試ためしていたんだよ。あれはつまり、ギフト・キャリアが認にん識しきする対象物質を概がい念ねん的てき存在に一時的に変換させることで……まぁ、小難しい話はやめておこう。要するに他所へ飛ばしたわけだ。安定性はまだまだの試作品にもならない代物だが、無事に使えてよかったと言うところかな」

　他所に飛ばしたとか、魔術とか科学とか、何を使ってどうしたのかさえ俺にはさっぱりだが、それでも今の言葉を鵜う呑のみにして結果だけを信じれば、それは……だから、つまり──。

「無事なんですか、二人は!?」

　ようやく俺の理解が追いついた。所長さんの話は、つまりそういうことだろ？

「だから、そう言ってるじゃないか」

「じゃ……じゃあ、坂崎の不死者症候群ノスフエラトウ・シンドロームとか千草の延命とかも……」

　しつこいくらいに重ねて聞く俺に向かって、所長さんは面倒臭そうにため息を吐いた。

「できないことを、この僕が口にすると思っているのかね？」

　自じ慢まんでも誇こち張ようでもなく、言い放つ所長さんを前に俺は言葉を失うしかない。

　できるのか、それが。この人にはそんな真ま似ねができるのか？　柊が必死に守ろうとして、坂崎がなりふり構わず求め、それでも取りこぼし、歪めてしまった願いをこの人は──。

　この人は……？

「あなたは……いったい……」

　絞しぼり出すような声で問いかける坂崎の言葉に、所長さんは肩かたをすくめた。

「探偵さ。そう言っただろう？」



    

  
    
      エピローグ





「こンの……ボケナスがあぁぁぁぁぁっ！」

「ひぃぃぃっ！」

　萬よろ屋ずやの事務所ドアを開けた瞬間、うなりを上げて飛んでくる豪ごう腕わんから悲鳴を上げて逃げる俺おれを、いったい誰が笑えようか。幸いにして一撃を回避することに成功した自分の反射神経を褒ほめてやりたいが、空から振ぶりした一撃が鉄のドアをべっこり凹へこませている様を見れば、そんな賞賛などしている場合じゃない。

「なんで避けンのよ、このあほーっ！」

「無む茶ちや言うな！　直撃すりゃ即そく死しコース一直線だろぉーがぁっ！」

　いきり立つ柊ひいらぎに、俺は精せい一いつ杯ぱいの反論を試みる。素す手でで鉄板を凹ませる女子高校生の一撃を前にすれば、俺の反論は正論と言っても良さそうだ。

　なのに柊はお気に召めさないらしい。側にいて疲つかれるだけなのは言うまでもなく、顔を合わせた途と端たんに襲いかかって来るのは勘かん弁べんしてほしい。

「聞いたわよ。あんた、結局リメイン・マター使ってんじゃない！　どうすんのよ、ホントどーするつもりよ!?」

「ンなこと言ったって仕方ないだろ、状況が状況だったんだし！」

「それであたしとの約束破ってんじゃ意味ないでしょっ！」

「っつったっておまえ、あんなことになって傍ぼう観かんなんかしてられるかっ！」

　などと言えば、柊は今にも舌打ちしそうな表情を浮かべつつ、そこはかとなく頬ほおを紅潮させて人のことを睨みやがる。

「それってつまり……あたしのせい、って言いたいわけ？」

「そうとは言わないけどさ」

「じゃあ……あたしが……えっと、ああなって、それで怒おこって……ってこと？」

「そりゃあ～……」

　そういうことになる……んだろうか。そうやって改めて確かく認にんされると、どうにも答えにくいし、どう表現していいのか迷う。

「あー、悠ゆうく～ん」

　俺が言葉に詰つまっていると、こちらはまだ好意的と受け取ってもいいだろう、零れいさんがいきなり飛びついてきた。熱ねつ烈れつな歓かん迎げいは常時歓迎だが、人にぶら下がるような抱き付き方は日々の挨あい拶さつにしては過激すぎる。

「なぁんか大変だったねぇ。わたしのこと、呼んでくれればよかったのにぃ。ぜぇ～んぶすぐ終わらせたのにさー」

「よく言いますよ。所長さんの話だと、面倒だからって動かなかったんですよね？」

「えーっ、だって悠くんが呼んでくれないからだもん」

　そんな頬を膨ふくらませたところで、ちっとも可愛かわいくない。だいたい、あの状況で零さんを呼ぶ方法なんてありゃしなかったんだ。

　やっぱり萬屋の事務所に来ると疲れる。疲れるが、それでもこうやって顔をつきあわせているのにはワケがある。

「やー、御ご苦く労ろうさまだねぇ」

　事務所から入ってその正面。流りゆう暢ちような筆記体で『所長』と書かれた三角かく錐すいが置かれている机にどっかり腰を下ろし、広げた新聞に目を通したままで、所長さんは本当に労ねぎらってるのかと疑いたくなるような棒読みの台詞を口にした。

「で、どうなったんですか」

　柊の剣けん呑のんな視線をかわし、しがみついてくる零さんを振り解いて事務所の接客用ソファに腰を下ろした俺は、ため息混じりに本題に移ることにした。

　今日は決着を向かえたあの日の翌日。煩わずらわしい事後処理は任せてもいいよ、と所長さんに言われて家に帰された俺は、最後の経過を聞くためにやってきたんだ。

　それは坂さか崎ざきや千ち草ぐさのことに他ならない。

「あの二人はどうなったんですか？」

「それぞれ個別の治療を受けさせてるよ。護符じゃどうにもならない症しよう状じようだからね。面会謝絶だから会わせることはできないが、元気になれば社会復帰させるさ」

　その治療とやらがどういう所でどういう手段を用いられて行われているのか大いに気になるが、けれど所長さんは俺が疑問をぶつけるよりも先に言葉を繋いできた。

「それよりも問題なのはキミの方だ。大いに困ったことがある」

「…………」

　それはリメイン・マターのこと、だろうな。結局俺は、自分の意思でリメイン・マターを使ってしまった。ただでさえ『もう一度使えば切り離せない』と忠告を受けていたのに、それでもなお使ってしまったんだ。

「こうなったら……仕方ないですよね」

「うん？　ああ、リメイン・マターの切り離しかい？　それはどうでもいいよ。そうじゃなくて、今回の仕事のギャラをだね、どこに請せい求きゆうすればいいのかなぁと。詳くわしい額面はこっちに記してある。キャッシュで支し払はらうのもかまわないが、持ち運びに苦労する重さになりそうだ」

「ちょっと待て」

　さも当然と言わんばかりの流れで請せい求きゆ書うしよを突つきつけてくるな。運ぶのに苦労するくらいのギャラって何の話だ？

「まさかあんた、俺に支払えと言い出すつもりじゃないだろうな？」

「そりゃあ、まぁ、こっちも仕事だからねぇ。使用した刻印護ご符ふの枚数、壊した建物の修しゆう繕ぜん費ひ、キミと同化してしまったリメイン・マター、坂崎くんと千草くんの治ちり療よう費ひもキミに請求していいんだろう？　挙げ句、僕まで引っ張り出したんだ。柊くんの知り合いということで身内価格にしてあるから安心したまえ。億単位の額面で抑おさえるさ。兆まで行くと、さすがに冗じよ談うだんにしか聞こえない」

「アホかあんた!?　億だろうが兆だろうが、ンなもん払えるわけないだろ！」

「ふむ、それは困るな。こちらも慈じ善ぜん事業で仕事をしてるわけじゃないのでねぇ。ああ、そうだ。ならば仕方がない、うちで働いて支払うかい？」

　ニッコリと微笑む所長さんは、まるで善意を装って近付いてくる詐さ欺ぎ師しのようだ。いや、生半可な詐欺師よりもタチが悪い笑みを浮かべている。

「所長、いい加減にしてください」

　ドライアイスよりも冷たい声音が、ただただ静かに響ひびいた。向ける眼まな差ざしはこれと言った感情が含ふくまれておらず、まるで路ろ傍ぼうの石でも眺ながめているようでもあり、醸かもし出すオーラはあまりにも殺さつ伐ばつとしている。

　不ふ機き嫌げんという言葉の意味を知りたければ、今の柊を見るといい。

「そうやって無理難題を吹っ掛かけて神かみ村むらをうちに引き込もうったって、あたしがさせませんよ。あんなことがあって、何も気付かないと思ってんですか」

「……ほぅ？　何の話かわからないな」

　所長さんは素面しらふで聞き返し、俺もどういうことかと問い質ただしたい。

「そもそもリメイン・マターの情報はどこから出てきたものなんですか？　詩し織おりは数年前から探してたみたいですけど、あたしが探すように言われたのって一週間くらい前でしたよね？　あいつが知ってて、うちが知らなかったってことはないはずです。どうして四年も放置してたんですか。おまけに所長も所長です。最後に都合良く現れて、しかもＧＩＦＴの力を機械的に再現する装置の調整をしていた？　神村からリメイン・マターを切り離す装置はどうしたんですか。その辺りのこと、はっきりきっちりきっぱりとご説明願えませんかしら」

「んー……さて、どういう経けい緯いだったかなぁ」

　白々しく目を反そらさないで欲ほしい。つまり……どういう事なんだ？

「所長、まさかとは思いますが……今回の事件、何かしらのブックを描いてませんよね？」

　ブック……だと……？

「いやーはっはっは……さて、経過途とち中ゆうの実験を仕上げて来ようかな」

「ちょっと待てぇっ！」

　隠かくしてた借金がバレたダメ亭てい主しゆみたいに目を逸そらして事務所から出て行こうとするな。

「ブックだって？　描いていただと!?　じゃあ何か、今回のこの一連の騒さわぎは……何だ、他でもないあんたが黒幕ってことか！」

「僕が黒幕？　いやまさか、そんな性しよ悪うわるな真似をするわけないじゃないか」

「そーいえばぁ」

　言い訳っぽいことを口走る所長さんにとどめを刺さしたのは、缶かんビールを片手にフラフラしていた零さんの一言だった。

「あのリメイン・マターってぇ、このえちゃんが最後に見つけたもんじゃないです？」

　さらりと告げた零さんの一言は、あまりにもあんまりな特大級の爆ばく弾だん発言だった。

「太た刀ち鞍くらくん……キミは守秘義務という言葉の意味を理解してるのかね？」

「……おい」

「あー……仕方ないな、わかったよ」

　詰め寄る俺の迫はく力りよくに押されたか、それとも黙もくしていても得にならないと考えたのか、所長さんはため息混じりにようやく重い口を開いてくれた。

「リメイン・マターはキミのお姉さんがね、行方ゆくえを晦くらませる直前に見つけてきたものなんだよ」

「なん……だと……？」

「ほら、だからさ、うちの仕事はリメイン・シリーズの回収と封ふう印いんじゃないか。その流れで、だね。彼女が関かかわった事件で、最後に確保したものであって……だね？」

　言葉を濁にごしつつ、しどろもどろに説明する所長さんだが、それはつまり……要約すると、もともとリメイン・マターはこの事務所にあったもの、ってことになる。

「リメイン・マターの特性がああいう代物だろう？　処分するにしても、そう簡単にできるものじゃない。けどキミのお姉さんが『わたしが処分しておきます』と言い出してね」

「処分しておきます？　処分したのに、どうしてそれが俺と同化してんですか!?」

「いや、それがねぇ……僕も気になって聞いたんだよ。どういう処分の仕方をしたのか。そうしたら『弟の腹の中に入れときました』とか言い出しちゃって。はっはっは、傑けつ作さくだよねぇ」

　俺の……腹の中？　そんなことをされた覚えは……いや、待てよ？

「その話は……もしかして、姉さんがいなくなる直前に……聞いた？」

「そうそう、その通り。何か思い当たることでも？」

　……もし所長さんの言うことが事実だとすれば……姉さんが最後に作ってくれた野菜炒いための中に……リメイン・マターが仕込まれていた……？　しかもそれは四年前の話であり、つまり俺の体の中には四年前からリメイン・マターがあった……のか？

「何で急に今になってこんな騒そう動どうになってんですか！」

「それだけの時間が必要だったか、それとも今になって発現するように仕組まれていたのか、あるいはまったく別の要因があるのか……さて、そればかりは僕にもわからないな」

　わからないって……そんなケッタイなものを仕込まれてたんだぞ、俺は。それで四年間も放置されてて、それを知ってて、この人らは何もしなかったわけだ。

「今まで何も起こらなかったからよかったものの、もし何かあったらどうするつもりだったんですか!?」

「そのことについては、それほど心配してなかったよ。何しろこのえくんのお墨すみ付つきだったからね。ええと確か……『弟は何事にも無むと頓んち着やくで欲が薄く、仮にあんな代物を手に入れても悪用するに出来ない平和ボケしてる愚ぐ弟ていだから大丈夫』って言ってたかな」

　そうか……姉さんは俺のことをそう評価していたわけか……。

「それに、そういう処分の仕方なんて誰も思いつかないだろう？　だから外部の連中はいまだにリメイン・マターが現存していると思って探し回ってたわけだ。けれど四年も経たって、そろそろ勘かん付づく連中も出てきていたんだよ。それがあまりにも増えてきたから僕らはキミと接せつ触しよくし、ロクでもない組織は今出張中の荻おぎ窪くぼくんに潰つぶしてもらってるってわけだ」

　何故だろう、話を聞いていると、潰された組織とやらよりこの萬屋の方がロクでもない連中に思えてならない。

「だったらどうして坂崎と千草の二人は放置してたんですか」

「彼女たちはフリーのコンビだったからね。こちらのリストから抜ぬけてたみたいだ。だから動きを読めなかった。けれど結果として、キミのおかげで彼女たちも救えたんだよ？素す晴ばらしいことじゃないか」

　何を白々しく言ってるんだこの人は。

　確かにあの二人が救われたのはいいことだと思う。諸もろ手てを挙げて喜んでもいい。だからと言って、俺自身には素晴らしく思える要因が一ひと欠片かけらもないのは仕方がないとでも言うつもりか。すべてのしわ寄せが俺に来てるんだ。

「この責任は……いったい誰を追及すればいいんでしょうね……？」

「そりゃまぁ、僕の話を聞いていたらわかるだろ？　キミのお姉さんを追及すべきじゃないか。異論はあるかい？」

「腐くさるほどあるに決まってんだろっ！」

　当たり前だ。むしろ、今の話を聞いてすべて納なつ得とくできるヤツがいるのなら、そいつは人間を超ちよ越うえつした聖人か、あるいは救いようもない愚おろか者ものだ。

　リメイン・マターは姉さんが見つけたもの？　その姉さんが俺に仕込んでた!?

　ふざけんのも大たい概がいにしろ。迷めい惑わくって単語の二文字で済ませるにはあまりにもあんまりだ。

「だいたい、なんで姉さんがそんな真似をするのを止めなかったんですか！　処分の方法なんて、他にもあったんじゃないんですか!?」

「いやいやいや。確かにね、処分しようと思えば、それなりの方法があるんだよ。あるけれど、それはこのえくんだって理解していた話だと思う。にもかかわらずキミに渡わたしたんだ。それには何かしらの意味があると思わないかい？」

「意味って何すか」

　俺が突き放はなすように言い返せば、所長さんはわずかに微笑んだ。

「僕の印象だが、彼女は聡そう明めいで無む駄だを嫌きらう人だったよ。そんな彼女がキミにリメイン・マターを渡したのは、自分が居た場所をキミに見てもらいたかったのかもしれないなぁ」

「自分が居た場所？」

「このえくんは、その後に行方を晦ませた。どこにいるのか、それは僕にもわからない。ただ、自分がいなくなったその代わりにキミを残してくれた。だから僕はキミを事務所にスカウトしようと思ったんだよ。だからどうだい？　お姉さんの気持ちを汲くんで、」

「ちょっと待てこらあぁぁぁぁっ！」

　デカイ声を張り上げて、唐突に柊が割って入ってきた。

「所長、何を上う手まい具合に話をまとめようとしてんですか！　神村も、場の空気に流されてんじゃないわよ！　あたしが何度も何度も何度も何度もっ！　言ってんでしょぉーがぁっ!!　冷静に真ま面じ目めに考えなさい。こんな殺伐とした世界で、こんなちゃらんぽらんな上司がいるところで働くなんて、人生丸ごとドブ川に捨てるようなもんでしょっ！」

　鬼き気き迫せまる勢いで自分の勤め先をボロクソに言い放つ柊だが、言われてみれば確かにその通りに思えてしまうのが、少し悲しい。

「何かなー？　何でだろー？　あたしね、お姉さんがリメイン・マターをあんたに託たくしたのって、結局ここから逃げ出すためだったんだと思えるのよねー」

「ああ……やっぱりおまえもそう思うか？」

　柊にそう言われたから俺もそう思うのではなく、姉貴がどういう人なのか知っているからこそ、言われる前に気付いていた。所長さんからあれこれ言われて納得しかけていても、どうも心に引っかかるところがあったのは、つまりそういうことだ。

　うちの姉さんなら、俺を人ひと身み御ご供くうにするくらいは平然とやりかねない。

「どっちにしろ、神村くんがリメイン・マターと一体化してしまった事実は覆らないわけで、そういう話は誰が漏らさずともじわじわと広がるんだよねぇ。幸いにしてうちはこの業界じゃそこそこ名が知られている。うちに所属していると言うだけで、それなりに面倒な事は軽減されると思うんだがね。柊くん、そのところをキミはどう思う？」

「え？　まぁ……そうかもですけど……でも！」

「でも？　ああ、じゃああれかな。キミが神村くんに降りかかる厄やつ介かい事を、今後ずっと振り払はらうのかい？」

「へ？　そ、そんな面倒なこと、やるわけないじゃないですか！　冗談じゃありません！」

「あー、わたしやるよー。やるやる～」

「零さん、あんた黙だまっててよ！」

　どうにもまた騒がしくなってきた。煩わしいにも程ほどがある。ため息さえ出やしない。

「ともかく、だ」

　辟へき易えきしている俺に、所長さんは真まっ直すぐ手を差さし伸のべて来た。

「辛つらくて面倒で厄介なこともあるが、それと同じくらい楽しくて賑にぎやかでやり甲が斐いはある場所だと思うよ、ここは」

「……とは思いますけどね」

　柊や零さんを見ていれば、そんなことは言われずともわかってる。

「じゃあ決まりでいいのかな？　僕は提案するが強制はしない。この手を握るか払うか、キミが決めたまえ」

　ここは笑うべきか、怒るべきか、それとも嘆なげくべき場面なのか判断しかねるが、それでも俺は、一連の出来事でこの事務所がどういうところでどんな奴やつらの集まりなのかを完全に理解できた……と思う。

　何より俺は、リメイン・マターという訳のわからないものと完全に同化してしまい、切り離せなくなっている。つまり、ここにいる連中となんら変わらない位置に立っているということだ。

　もう、後あと戻もどりさえできやしない。

「退職願を出したときは、すぐに受理してくださいよ」

　だから今は──ため息混じりでも、差し伸べられた手を握り返しておこうと思う。



    

  
    
      あとがき





　どうもはじめまして、にのまえあゆむと申します。本書は第三回ノベルジャパン大賞で佳か作さくを賜たまわりました『萬よろ屋ずや探たん偵てい事じ務む所しよ事じ件けん簿ぼ』を改かい稿こう・改かい題だいして、なんとか世に送り出すことができた作品になります。

　えーと。

　本来ならここで、受じゆ賞しようの喜よろこびやら今後の豊ほう富ふやら本書についてのあれやこれやらを、笑いあり涙なみだありのスペクタクル巨きよ編へんとして書き連ねるところですが、残ざん念ねんなことにページ数が二ページ分しか確かく保ほできなかったので断だん念ねんせざるを得えません。

　いやあ惜しい！　無む念ねんすぎるっ！　残念極きわまりないっ!!　とは言っても、これも仕方のないこと。ご理り解かいのほどよろしくお願いします。





　そういうわけで、重ねて言いますが、なんとか本書を世に送り出すことができました。こうして形になり、皆みな々みな様さま方がたのお手元にお届とどけできるのも、選せん考こう委い員いんのみなさま、担たん当とうさん、イラストレーターのをんさん、数々の友人知人、そして何より、書き始めた自分を見守ってくれている家か族ぞくがあってのことです。

　本当にありがとうございます。

　そして。

　本書を手に取ってくださいました皆々様方。貴きち重ような時間を割さいてまで本書に目を通していただき、まことにありがとうございました。「時間の無む駄だだった」と思われない程てい度どであればこれ幸さいわい。「面おも白しろかった」と思っていただければ、感かん無むり量ようでございます。





　それでは、そろそろページ数も尽つきてましたので、この辺りで筆ふでを置かせていただきます。次があればその物語で──またお会いしましょう。



「民安★ＲＯＣＫ」アルバム『Rocks Juice』より『Dog Food』を聴きながら

二〇〇九年七月吉日　にのまえあゆむ



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

にのまえあゆむ 先生／をん 先生
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